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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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偏差値10の俺が《聖剣》の封印を解けたワケ









「ううん、困ったぜ……」

　気がついたら見覚えのない場所にいて、田中竜一は首をかしげた。

　彼は運動神経が取り柄の小学生男子である。見覚えのないところに一人迷い込んでしまっては困るのも当然だろう。

「ちょうちょはどこに行ったんだ……」

　彼は小学生にしては高めの背を目一杯伸ばして辺りをキョロキョロと見回すが、見たことのない建物が立ち並ぶだけでちょうちょはどこにも居ない。竜一は深くため息をついた。

　……訂正しよう。田中竜一はおバカな小学生男子である。ワンパクだがたくましさが取り柄の、まだ靴くつ紐ひもが上う手まく結べないためマジックテープ式のスニーカーを愛用している、半はん袖そで半ズボンの似合う少年である。

　さて、そんな小学生の竜一はなぜ、こんなところに居るのだろうか？

　ことの始まりは終業式の後、荷物を持って帰り道を歩いていたときまで遡さかのぼる。

　机の中に溜ため込んだ教科書やらプリントやらをパンパンに詰め込んだランドセルを担いで帰り道を歩いていると、すっと、彼の横を見たこともないちょうちょが通り過ぎた。

　何を隠そう、竜一はちょうちょに目がない。

　別に詳しいとか飼うのが趣味だとかそういうわけではない。ただ、気になったものを追いかけずにはいられない。言うなれば本能のようなものだった。

　ちょうちょはふわふわと飛んでいる。竜一はちょうちょにゆっくりと近づいていき、さっと素手で摑つかもうとした。だが、ちょうちょはひらりと身を翻して飛んでいってしまう。

　竜一は少しムッとしてちょうちょの後を追った。ちょうちょを捕まえることは竜一の特技である。これに関してはクラスで一番頭の良い山本くんをも上回ると竜一は思っていた。

　そのプライドに賭かけて、せっかくの珍しいちょうちょを逃がすわけにはいかない。竜一は荷物の詰まったランドセルを放ほうり出して走り出した。

　公園、雑木林、民家の裏、ビルの間と、随分と長いこと追いかけたが、ちょうちょは一向に捕まえることができなかった。

　ついにはちょうちょはどこかへと姿を消し、いつの間にか竜一は見知らぬ場所にいたのである。おバカな小学生にとってはよくあることだった。

「ううん……仕方ない。今回は見逃してやるぜ」

　ちょうちょを逃したことは惜しいが、いつまでも悔しがっていても仕方ないと彼は頷うなずいた。切り替えの速さもまた竜一の長所である。

　竜一は改めて周囲を見回した。迷子になったときは交番を探せば良い。彼が今までの人生で得た教訓である。

　辺りには何やら見たことのない石で作られた家が立ち並んでいる。まるで漫画や絵本で見たファンタジーの世界のようであった。迷子の案内をしてくれそうな交番はなかった。

　だが、この程度でへこたれる竜一ではない。迷子になったときの策はいくつもある。

　次に、竜一は家に連絡するためランドセルからケータイを取り出そうとした。背中に手を伸ばすがそこには何もない。ランドセルはさっきちょうちょを追いかけるために放り投げたのだ。おバカな小学生にはよくあることであった。

　こうして、竜一に取りうる限り全すべての策が尽きた。大ピンチである。

　さてどうしようか、と顎あごに手を当てながら竜一は歩き出した。迷ったときは動かない方がいい、という考えは存在しない。じっとしていられないのはひとえに小学生の身体からだに溢あふれる無鉄砲な元気ゆえである。

　石造りの町並み、不思議な服を着た人々、どれも竜一には見慣れぬものだった。

　キョロキョロと興味深げに辺りを見回しながら歩いていると、曲がり角から町中には場違いな美しいドレスを着た少女が飛び出してきた。

「きゃっ！」

　竜一とぶつかり、少女はよろめいた。倒れそうになった彼女を竜一はとっさに支えようと手を出した。

「おっと、大丈夫か？」

　細い腰に手を回し、少女を抱き寄せる。二人の身長が同じぐらいだったため、二人の顔が一気に近づいた。

「あっ……すみません」

　謝りながら、少女は少し頰ほおを赤らめた。恥ずかしそうに青い目をそらし、白い頰にはわずかに朱がさしている。柔らかな金髪が、竜一の肌をくすぐった。

　一方、竜一の様子は変わらない。女の子と距離が近いとか相手が照れている、とかを気にする機微はまだ竜一には備わっていない。ただ転びそうだったので手を差し伸べただけである。鈍感系であった。

　だが、いくら鈍感系な竜一でも彼女の様子を見て気づいたことがあった。

「あっ、あんた外国人か？」

　やはり鈍感系小学生であった。色恋沙ざ汰たにはとんと疎い。

　むしろここで彼の脳裏に走るのは異文化コミュニケーションの緊張である。竜一はおバカな小学生である。英語はまだならっていない。

「それじゃ英語じゃなくちゃ言葉が通じないよな。えっと……マイ……ネーム……えっと……アップル……？」

　少女から手を離し、英語を思い出そうとうんうん唸うなる竜一。少女はそれをキョトンとした目で見つめた。

「ガイコクジン、ってなんでしょう？　私の名前はミシェルですが……」

　やっぱり外国人みたいな名前だ、と竜一は思った。しかし、なぜかはわからないが日本語が通じている。だったら日本語でも問題ないのだろう、と竜一は一人納得した。

「俺の名前は田中竜一だ。竜は難しくない方の竜の字だぜ」

　竜一が名乗ると、ミシェルは首をかしげた。

「難しくない方の竜？」

「ええっと……ほら、こういう」

　難しい龍りゆうと難しくない竜の違いについてなんとか口で説明しようとしたが、竜一にはできなかったため地面に指で名前を書くことにした。

「『田』……『中』……『りゅう』……『一』っと」

　竜一は地面に「田中りゅう一」と自分の名前を書いた。

　竜一はまだ自分の名前を漢字で書けないのである。これでは『難しくない方の竜』の字について全く説明できていないが、竜一はそのことに気づいていなかった。おバカな小学生にはよくあることであった。

　竜一が地面から顔をあげると、ミシェルは目を見開いて竜一を見ていた。

「どうしたんだぜ？」

　何を驚いているのかと疑問に思った竜一が問うと、ミシェルは驚きよう愕がくの声を上げた。

「あなた、『ひらがな』が書けるのですか!?　えっと『……りゅう……』。この『りゅう』の他ほかに書いてあるのは？」

「俺の名前だぜ。『たなか』と『いち』って漢字で書いてあるんだ」

　竜一がそう言って胸を張ると、ミシェルは手で口を押さえた。

「カ、『カンジ』!?　『カンジ』まで書けると!?」

　ミシェルの叫び声を聞き、周囲を歩く人々が足を止めた。

「おいおい、聞いたか。あの子供……『カンジ』で名前を書いたって……!?」

「馬ば鹿か言うな！　『カンジ』を書けるのは《賢王》様だけだろ！　王都一の賢者だって、『ひらがな』と『カタカナ』を書くので精一杯だって話じゃないか。それをあんな子供が……」

「だが、少なくとも『ひらがな』は書けてるみたいだぞ……『ひらがな』を書ける者なんてこの国に何人いるか……」

「いや、待て。『ひらがな』はともかく、『カンジ』は本当に書けているかわからないじゃないか。適当なことを言ってるだけじゃないのか？」

　驚愕と、疑念。

　周囲の人々から向けられる視線に、竜一は胸を張って応こたえた。

「おいおい、俺が噓うそをついているっていうのか？　じゃあこれならどうだ」

　そう言うと、竜一は再び地面に指で漢字を書き出した。

　「一」「二」「三」「田」「中」「山」「川」……

　竜一が一文字書くたび、周囲のざわめきが大きくなっていく。

「お……おい、マジかよ……」

「わかんねえ……俺……本物の『カンジ』なんて見たことねえ……」

「だけどなんか……『ひらがな』より線がいっぱいあって難しそうだぜ……もしかしたら本当に……!?」

　人々が困惑する中、ただ一人、ミシェルだけが難しい顔をして竜一の書く漢字を見つめていた。

（あの字……お父様が《賢王》様からいただいた書状に書いてあったような気がするわ……もしかしたら、本当に……？）

　ミシェルは値踏みするように竜一を見た。竜一は覚えている漢字が尽きたため、それ以上は地面に何も書かず自慢げな顔で辺りを見回していた。

　彼が本当に漢字を書けるのか、それともタダそれっぽいものを書いた噓つきなのかはわからない。だが、もし本物なら……

　ミシェルが……否、この国が抱える問題を解決するためには、藁わらにもすがりたい状況なのだ。

　もしも、もしもこの子供が本当に『カンジ』を書ける賢者なのだとしたら、それだけで、十二分に賭ける価値があった。

「あなた……えっと、リュウ！　ちょっと、ついてきてもらえないかしら？」

　ミシェルは両手で竜一の手を摑んだ。ぎゅっと手を握られて、竜一はきょとんと首をかしげた。小学生男子であり、鈍感系である。

「え、いいけど……。なんでだぜ？」

　竜一がミシェルに問い返すと、ミシェルは真剣な表情で答える。

「あなたなら……あなたなら《聖剣》の封印を解けるかもしれない。この国を、この世界を救えるかもしれないの……。お願い、私達を助けて！」

　目に涙を浮かべて、ミシェルはすがるように訴えた。竜一はその言葉に、力強く頷いた。

「《聖剣》！　なにそれ！　やるやる！」

　二つ返事であった。

　竜一はちょうちょを追いかけて異世界に来た男である。様々な疑問よりも《聖剣》への興味が勝った。竜一はどこまでも小学生男子であった。





────






　王城、《封印の間》にて。

「残念だが、失敗だ。帰りたまえ」

《聖剣》の封印を解こうと悪戦苦闘する男に、ローブを着た男は長い髭ひげを撫なでながら冷たく宣告した。初老というには少し早いぐらいの年齢だが、その顔には威厳と苦労が深く刻まれていた。

「ま、待ってくれ。あと少しで……」

　封印に挑戦していた若い男は息を荒らげながら反論する。だが、彼の努力の痕こん跡せきとは裏腹に、《聖剣》の封印が解ける様子はない。

「いいや。これ以上は無意味であろう」

　そう告げられて、男はがっくりと肩を落とし、《封印の間》の小さな入り口に頭をぶつけながら出ていった。

　また一人、《聖剣》の封印を解くことに失敗した挑戦者を見送りながら、ローブの男は重いため息をついた。

　彼の名はラシェル。この国で二番目に賢いとうたわれし賢者である。

「《賢王》様。私には、あなたのお心がわかりませぬ……」

　封印された《聖剣》は無力な挑戦者をあざ笑うように陽光に輝いている。諦あきらめ混じりの視線を送りながら、賢者ラシェルは《聖剣》の元の持ち主への問いを口に出した。

　この国の王であり、国で最も賢い男である《賢王》は少し前に突如として姿を消した。残されたのは封印された《聖剣》ただ一本のみ。

　国を統べる王は居ない。それなのに、王国は《魔族》の侵攻という問題も抱えている。

　早急に新たな王を決めるため《聖剣》の封印を解くことができた者を王と認めるという宣言がされて一月、未いまだ誰だれ一人として《聖剣》に触れることさえできていない。そのことを考え、ラシェルは苦々しく息を吐いた。

　賢者ラシェルの苦悩を知ってか知らずか、《聖剣》は天窓から射さす陽光を反射してキラキラと輝いている。

「なぜ、このようなことをしたのですか《賢王》様……」

　ラシェルがつぶやくが、《聖剣》は答えず、ただ、《封印の間》の中心に吊つるされている。高い天井からヒモでつながれて吊されたそれは常人ではとてもではないが手が届かない。国中から集められた背の高い者達が精一杯手を伸ばしても、指先すら触れることはできなかった。

《封印の間》の入り口は狭く、部屋の中にあるのは頑丈な箱と長い棒のみ。

　果たしてこの状況でどうやって《聖剣》を手に取ればいいのか……それは賢者ラシェルにさえも全くわからなかった。

　あるいは……この封印を解く方法などないのかもしれない。自らの頭をよぎった不安を振り払うように、ラシェルは頭を振った。

「いや……この国を守るためにも、必ずや《聖剣》の封印を解かねばならん。幸い今日は遠くの村からすごく背の高い男がやってくる。彼が背伸びをすれば、あるいは……」

　自らを慰めるように賢者は言葉を吐き出すが、それはあまりにも儚はかなかった。

　王都で一番背の高い男が背伸びしてもなお指先すら触れることができなかったのだ。遠くの村からやってくる男が、背伸びをして《聖剣》に手を触れられるほど背が高いことなどあるのだろうか？

　もしかしたら、と彼は思う。自分は何か、重要なことを見落としているのかもしれない、と。

　だが……賢者は《封印の間》を見回した。天井から吊された《聖剣》、頑丈な大きな箱、長い棒。この状況で《聖剣》の封印を解く方法は、やはり背伸び以外には考えられない。

《賢王》不在の今となっては、それ以上の解決策を思いつける者など果たしてこの世界に居るのだろうか……
















「お父様、お父様！」

　物思いに耽ふけっていた彼に明るい声がかけられた。

《封印の間》の入り口、次の挑戦者がいるはずのそこに、彼の娘であるミシェルが息を切らしながら立っていた。

　ミシェルは《封印の間》に入ろうとし、上のところに頭をぶつけてうずくまった。

「どうした、ミシェル。それに後ろの方は？」

「この方を《聖剣》に挑戦させてください！　リュウなら、封印を解けるかもしれないのです！」

　ミシェルは興奮した様子で竜一を手で指し示した。そちらを見ると、竜一もまた入り口で頭をぶつけてうずくまっていた。

　尋常ではないミシェルの様子に《封印の間》の外から覗のぞいていた挑戦者達がざわめいた。

「ミシェル様がああまで言うなんて、あいつは何者だ？」

「ミシェル様と同じぐらいの身長じゃないか。あれじゃあ駄目だろ。もっと牛乳を飲んだ方がいいんじゃないか？」

「あんな奴やつが本当に《聖剣》の封印を解けるのか？」

　挑戦者達がざわざわと疑問を口にするが、ミシェルは全く揺るがない。

　対照的に、賢者は曇った表情で首を振った。

「ミシェル、その方の身長で何ができるというのだね。今日だけでも、彼より背の高い者達が何人も挑み、敗れていったのだよ？」

「いいえ、お父様。その……馬鹿らしいと思われるかもしれませんが……本当に《聖剣》の封印を解く方法は背伸びなのでしょうか？」

　ミシェルの言葉に、賢者はわずかな驚愕を覚えた。それは確かに賢者たるラシェルの胸にも浮かんでいた疑念だった。そこに、年若いミシェルもまたたどり着いていたのだ。

「では、どんな方法があると？」

　父の問いに、ミシェルは小さく首を振った。

「それは……私には、わかりません。でも、彼なら……『カンジ』を書けるほどの知恵者であるリュウなら、それがわかると思うんです！」

「……!!　『カンジ』を……こんな子供がかね……!?」

　賢者は目を見開き竜一を見た。そこにいるのは活発そうな少年だ。

　こんな子供が、賢者ラシェルをもってしてもついぞ覚えることのできなかった『カンジ』を扱えるというのだろうか。にわかには信じがたい話だった。

「おう、その通りだぜ！」

　難しくて話の流れがよくわかっていなかった竜一だが、漢字の話が出ると誇らしげに自分の名前を書こうとした。

　だが、室内だったので地面に書けず、紙とペンもなかったため諦めた。

「ううむ……しかし、それが本当だとするとこの子は【10まで数えられる】とうたわれた私よりも頭が良いということになるが……」

　だが、さすがにその言葉だけではラシェルは信じることができなかった。当然であろう。竜一は子供である。しかも、どちらかと言うとワンパクそうな子供であるのだ。

　ラシェルの訝いぶかしげな視線に、竜一は胸を張って答えた。

「『10』なら俺でも数えられるぜ！」

「はっはっは、馬鹿を言っちゃいけない。『10』まで数えるのがどれだけ大変なことかわかっているのかい？」

　ラシェルは竜一を疑わしげに見た。

　その視線に、竜一は首をかしげた。竜一にしてみれば、難しい言葉を喋しやべっているラシェル達が10まで数えることぐらいを難しいというのは少し不思議な話である。彼はこの不自然な点について少し考え、

（……外国だと算数はあんまりやらないのかな？）

　という結論に至った。小学生に導ける最大限の論理的帰結であった。

「ま、いいや。それじゃあ、俺が実際数えたら信じてくれるか、おっちゃん」

「何……？」

　ラシェルは眉まゆをひそめるが、竜一はそれに構わず数を数えだした。

「いーち、にー、さーん」

　ここで観衆の顔色が変わった。

「ば、馬鹿な……『さん』だって……!?」

「お、おい、お前、『に』の次に何が来るかわかるか？」

「わからねえけど……で、でもこれぐらいならちょっと賢い奴なら……」

　ざわめく人々、だが、竜一は止まらない。

「よーん、ごー、ろーく」

「ひっ！　ろ、『ろく』だって!?　そんなの初めて聞いたぜ……！」

「なーな、はーち、きゅー」

　ついに、賢者ラシェルの顔色も変わる。

「じゅーう」

　そこまで数えたところで、人々は静寂に包まれた。どう見てもワンパクなただの子供が、数を10まで数えきったのだ。だが、

「じゅーいち」

　竜一は止まらなかった。

「じゅ、じゅういちだって!?」

「ラシェル様、これは一体……!?」

　人々は口々にラシェルに問うが、彼も首を横に振るばかりだ。

「わからん……だが、確かに彼は数を数えられている……!!」

　辺りの様子が変なことに気づいて、竜一はようやく数を数えるのを止やめた。

「おっと、10まででいいんだっけ。もうちょっと行けるけど」

　ここまで数を数えてなおも続けられるという。その言葉が真実か、それともハッタリかは誰にもわからない。だが、少なくとも彼がこの場にいる誰よりも数を多く数えられるのは明らかだった。

「掛け算ならともかく、数を数えるぐらいなら余裕だぜ！　先生にだって『このままだとへんさち10くらいの学校に進学することになるぞ』って言われたぐらいだからな！」

　小学校の先生は決して肯定的な意味でそれを言ったわけではないだろう。だが、竜一はとりあえず数字が出てくるので算数に関係ある事柄かなあ、と思ったので引き合いに出しただけだ。

　そして……この場にいる人々にわかることもまた、『10』が数字ですごく大きな数であることだけだ。

「じゅ、じゅう……だって……!?」

「ラシェル様……!!」

「うむ……」

　賢者ラシェルは考え、そして重々しく頷うなずいた。

「確かに……彼に挑戦してもらう価値はあるだろう」

　それならば、と賢者は竜一に《聖剣》の封印へ挑戦することを促そうとした。

　だが、その言葉は《封印の間》の外から響いてきた笑い声によって遮られた。

「ハハハ！　そんなどこの誰ともわからぬ男の妄言を信じられるとは、【10まで数えられる】とうたわれた賢者ラシェルともあろうお方が、随分と目が曇っているようではありませんか」

　声の主は挑戦者列の前の方に立っていた女だ。

　フード付きのローブを着ているため顔は見えないが、背が高くローブから覗く肌はやや褐色だ。フードはまるで下に魔族の頭によく生えているような角でも隠しているかのように、不自然に盛り上がっている。

　彼女は笑いながら歩み出てくると、竜一を一いち瞥べつしてあざ笑うように鼻を鳴らした。

　彼女の姿を見て、賢者ラシェルは口を開いた。

「む、誰だね君は？」

　見覚えのない人だった。

「おやおや、ラシェル様とあろうお方が私の顔をお忘れですか？」

「フードで顔が見えないのだが……」

　賢者はフードの下の顔を覗き込もうとしたが、女がうまい具合に隠すためよく見えなかった。

「そういう日もあります」

　確かにそういう日もあるかもしれないし、言われてみればなんとなく聞いたことがある声だったような気もしてきたので賢者ラシェルはそうか、と頷いた。

　一方、ミシェルはそんなことを言われても納得できない。彼女は声を荒らげた。

「なんですか突然割り込んできて！　失礼じゃありませんか!?」

「これはこれはミシェルお嬢様。ご無礼をお許しください。ですが、よく考えていただきたい。確かにそこの彼はたくさん数字を数えられるでしょう。ですが、それが《聖剣》の封印を解くこととなんの関係がありますか？」

　女の言葉に、人々はハッとした。

「たしかに……数がいっぱい数えられても高いところのものを取ることとは関係ないんじゃないのか……？」

「背伸び以外の方法はあるのかもしれないけど、でも数をいっぱい数えられても《聖剣》が取れないのは間違いないぞ……」

「それに気づくなんて……あの女も只ただ者ものじゃねえ……!!」

　ざわめく人々に一礼し、女は言葉を続けた。

「皆様わかっていただけたようで何より……では、そのどこの馬の骨ともわからぬ男に代わって、私が《聖剣》の封印を解いてみせましょう」

　笑いながら、女は《封印の間》へと足を踏み入れた。

　低い入り口をくぐり抜ける瞬間、女は優雅な仕草ですっと身を屈かがめる。すると、その動作を見た観衆達から、驚きの声が上がった。

「なっ……!?　入り口の上の方に、頭がぶつかってねえ……!?　どういうことだ」

　女はくるっと振り返ると、肩をすくめながら答えた。

「簡単なことです。見ての通り、ちょっと身を屈めただけ。それで結果は、ご覧の通りです」

　女の言葉に、観衆の驚嘆が歓声へと変わった。

「すげえ！　あんな小さな入り口の上の方に頭をぶつけないなんて、只者じゃねえぞ……!!」

「誰だれだか知らないけど……これはひょっとするとひょっとするぞ!!」

　観衆の賞賛を背に、女はミシェルに対してにやりと笑った。

「ミシェル様、いかがですか？」

「っ……」

　女の挑戦的な視線に、ミシェルは言葉に詰まった。今見せられたものを考えれば、ミシェルとて女の知性を認めないわけにはいかなかったのだ。

　ミシェルが返答できぬと見て、女はにやりと笑った。

「ご理解いただけたようで何より。では、挑戦させていただきましょう」

　ただの一動作で人々の心を摑つかんだ女は、期待を背に悠々と部屋の中心へと歩いていった。

　頭上には高い天井からヒモで封吊印るさされれたた《聖剣》がぶら下がっている。確かに女の背は高いが、とてもじゃないが背伸びしても届きそうにない。

　果たして、どうやって《聖剣》を取ろうというのだろうか。

　女は《聖剣》を見据えると、息を吸い込んだ。そして、

「ふんっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、女の両足が床から離れた。ジャンプしたのだ。またも観衆から賞賛の声が上がる。

「おおっ！」

「そうか！　ジャンプすれば背伸びするよりも高いところに手が届く！　逆転の発想だ！」

　ジャンプの頂点で、女は精一杯手を伸ばした。だが……手のひらは空を摑んだ。《聖剣》はあまりにも遠い。

　期待をしていた分、落胆も大きいのだろう、観衆達の口から大きなため息が漏れた。

「そんな……」

「これほどの工夫を凝らしても、まだ届かないなんて……」

　スカートを翻して着地した女は、さっと観衆達へと振り返った。さぞ落胆しているであろうと思われた女は、しかし自信満々に宣言する。

「ははは！　もしや、あなた方は今ので私の策が尽きたと思っておられるのですか？」

「何っ!?　これ以上、どうするって言うんだ！」

「今のは私の能力をお見せするためのデモンストレーションに過ぎません」

　女はパンパンと手を叩たたくと、両手を自分の膝ひざに当て、力をこめた。

「私はまだ準備運動をしておりません。これが何を意味するかわかりますか？」

　観客達は意味が摑めずきょとんとした。だが、賢者ラシェルにはその言葉の意味がわかった。

「……！　ジャンプ力が、まだ伸びるというのか!?」

　正解だ、とばかりに頷くと同時、観衆達の間から歓声が上がった。もはや女が《聖剣》の封印を解けることを疑う者は誰も居なかった。

　だが、一人だけ笑っていない者がいた。竜一だ。

「ちょっといいか？」

　竜一が女に声をかけた。

「おや？　どうしました、賢いお坊ちゃん？」

「あのさ、足。痛かったりしない？」

　観客達は何を言っているのかわからず首をかしげた。だが、女だけはその言葉にわずかに震えた。

《封印の間》の床は石畳である。ここで思いっきりジャンプすると、着地のときの衝撃でかなり足が痛くなる。現にフードに隠れていてわからないが女は少々涙目だ。

　誰も……挑戦するまで、フードの女本人すらも気づかなかった欠陥を、竜一だけはひと目で見抜いていたのだ。

「……だったら、どうだというのです？」

　女が小声で問うと、竜一は辺りを見回してから答えた。

「俺、他ほかのやり方思いついたからさ。ちょっと試させてもらえねえか？」

　ちょっと時間を置いた方が、痛いのも引くかもしれねえし、と竜一は小声で付け加える。自分が思いついた《聖剣》の封印の解き方を試したかったのと同じぐらい、痛そうで大変だなあ、と思っていたので言ったのだ。シンプルな男である。

　竜一の善意に対し、女は侮るように答えた。

「他のやり方？　面白い。見せてもらいましょうか。幸い、私の準備運動が終わるまでまだ少し時間があります。その間にあなたの言う『取り方』とやらを見せてもらいましょうか」

　痛む足を念入りに準備運動しながらそう言う女に対して、竜一は自信満々に頷いた。

「へへっ、じゃあやらせてもらうぜ！」

「リュウ、大丈夫なの……？」

　対照的にミシェルの声には力がない。だが、竜一は快活に笑いながら親指を立てた。

「あれを取れば良いいんだろ？　見てなって！」

　なおも心配そうなミシェルの視線を背に、竜一は《封印の間》の中心へと歩いていく。

　ちょうど《聖剣》が封吊印るさされれてていいるる場所までたどり着くが、竜一は立ち止まらない。

　彼が向かうのは部屋の隅、放置されている大きくて頑丈な箱と長い棒のところだ。

「おいおい、あんなものをどうするっていうんだ？」

「ただの長い棒に、でかくて頑丈なだけの箱だぜ。何の役に立つっていうんだ？」

　ざわめく観衆の声を聞き、竜一はにやりと笑った。

　彼は箱を《聖剣》の真下に置き、棒を持ってその上に乗った。

　たったそれだけの工夫で、箱の高さ分、竜一の身体からだが《聖剣》に近づいた。

「なっ、何が起こったんだ!?」

　ほとんどの観衆達が目の前で起こった事実を飲み込めていない。だが、ミシェルとフードの女は違った。

「……！　箱に乗れば、その分だけ《聖剣》に近くなります。背伸びよりもずっと効果的です！」

　ミシェルの言葉にようやく事態を飲み込む観衆達。これなら封印が解けるのでは？　そんな雰囲気をフードの女が一いつ蹴しゆうする。

「いいえ、あれではまだ《聖剣》に手は届きません！　ジャンプしようにも、あんな不安定な箱の上で飛び跳ねたら転ぶのは確実！」

　想像を絶する工夫であったが、それでもまだ届かないのか。観衆達の口から再びため息が漏れようとした。

　だが、ただ一人、竜一だけは己の成功を疑っていなかった。

「ああ、確かにこれだけじゃ《聖剣》を取ることはできねえ……だけど！」

　竜一が手に持った棒を一振りし、《聖剣》を叩いた。その衝撃でヒモがほどけ、《聖剣》が落ちていく。竜一はそれをしっかりと受け止めた。

「俺の工夫は、これ一つで終わりじゃないんだぜ！」

　一瞬の静寂。そして、歓声が沸き起こった。

「すげえ！　まさかあんな方法があるなんて！」

「天才だ！　《賢王》様の跡継ぎにふさわしい！」

「あんな棒と箱でこんなすごいことができるなんて、想像もしなかったぜ！」

　観衆の賞賛を受けながら、竜一は箱の上から降りた。

「へへっ、初めから役に立たないって決めつけたら、見えるものも見えなくなっちまうんだぜ？」

　竜一がそう言って鼻をこすると、観衆は更に沸き上がった。

　彼の足元に、賢者ラシェルがひざまずいた。その目には涙が浮かんでいた。

「感服いたしました、リュウ様。今までのご無礼をお許しください」

「いやあ、ちょっと思いついただけなのに、そんなに褒められると照れるぜ」

　竜一は恥ずかしそうに首を振る。賢者ラシェルは、竜一の手を取り彼の目を見た。

「いえ……あなたのお知恵こそ、我々に足りないものです。どうか、新たな王として我らをお導きください……！」

「へ、王？　どういうことだぜ？」

　竜一は首をかしげるが、今ここに説明できる者は誰もいない。

　皆、新たな王の誕生に、新たな希望が生まれた喜びに沸いているのだ。それを責めることが誰にできようか。

　……そして。

　ラシェルの知り合いを名乗るフードの女がいつの間にか居なくなっていることに気づけた者が居ないことも、誰が責めることができようか……
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　常に暗雲立ち込め、不気味な鳥の声が響き、人の近寄ることのない森の奥。

　そこに建つ城は《魔王城》。魔族を統べる王たる《魔王》の根城である。

　魔王城の一室、円卓の置かれた部屋に、いくつかの影があった。

「《魔王》様。《統率》を除いた《四天王》は揃そろいました。これより報告をさせていただきます」

　フードを被かぶった女の言葉に、《魔王》は気け怠だるげに頷うなずいた。そう、この場こそが魔王軍の中枢。幹部たる《四天王》と《魔王》の会議の場である。
















「とはいえ、《無双》と《最速》の未いまだ我らに従わぬ魔族の統一は順調に進んでいるようですね。ではこれと言って問題は……」

　フードの女がそこまで言ったところで、ガン、と大きな音と共に荒々しい声が上がった。

「何がこれと言って問題は、だ！　《策謀》！　貴様の任務は人間どもの監視であったはず！　それがでしゃばって《聖剣》の封印に挑戦し、あろうことか人間に遅れを取っただと！　どういうことだ！」

　声を荒らげ、円卓に拳こぶしを打ち付けるのは巨大な男だ。人のようなシルエットをしているが、巨大な体たい軀くと荒い息を吐く雄牛の頭は明らかに人間ではない。更に全身至る所に武器を携えている。まるで武器の山が動いているようであった。

「おやおや、《無双》の四天王ともあろう者が随分と余裕のない」

　牛頭の大男──魔族四天王の一人、《無双》の罵ば声せいをさらりと受け流しているのは、フードを目深に被った女……《封印の間》にて、ラシェルの知り合いを名乗っていた彼女だ。

　女は、パサリとフードを脱いだ。その下から現れたのは妖よう艶えんな美び貌ぼうを持つ小麦色の肌の女……だが、やはり彼女の頭にも曲がった二本の角が生えている。

　そう、彼女こそ魔族四天王の一人、《策謀》である。

「《聖剣》など所しよ詮せんはただの剣。あんなもの、くれてやれば良いのです。そして愚かな人間どもは私の正体に全く気づいておりません、我々は何も失っていないのです」

《策謀》はフードを被ってラシェルの知り合いと噓うそをついていたので、王都の人々は誰も正体に気づくことができなかったのだ。まさに《策謀》の名にふさわしい恐るべき知略と言えよう。

　だが……彼女は、己に匹敵する知略を王城で目の当たりにしていた。

「それより……我々が警戒すべき知性を持つ人間を発見できたこと。人間どもの監視役としては、こちらの方がよっぽど価値があります」

《策謀》の言葉を茶化すように、細身の男が口笛を吹いた。

「ククッ、警戒すべき人間……《聖剣》の封印を解いた子供でしたっけェ？　確か、箱に登って棒を使ったって言う」

　男は枯れ木のように細長い身体を折り曲げて、ニヤニヤと笑いながら尖とがった耳の先をいじくっている。あたかも、その程度のことは取り合うまでもない、というように。

　白い肌も相まって一見して強そうには見えない男。だが、彼こそが四天王の一人、《最速》だ。

「確かに人間にしてはできるみたいですけどねェ……『アレ』を使っていれば、先に封印を解いていたのはあなただったんじゃあないんですかァ？」

《最速》の言葉に、《策謀》は頷いた。

「ええ……この《靴底にバネが付いているのでジャンプ力がすごく上がる靴》があれば先に《聖剣》の封印を解いていたのはこちらでしたよ。ふふ、人間達も多少は知恵が回るようですが、我々と比べればまだまだです」

　ぼよんぼよん、と《策謀》は靴を履いて自慢げに飛び跳ねている。ちなみに、バネが付いているため着地の衝撃も緩和される。まさに攻防一体の魔具であった。

　跳ねる度にスカートが翻りそうになる《策謀》を一いち瞥べつすると、《無双》は椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「ふん！　口ではなんとでも言えるが、実際は人間どもに剣を奪われているではないか！　《魔王》様！　こやつに対する処罰を！」

《無双》の言葉に、玉座に座っていた影がわずかに動いた。魔族を統べる者《魔王》その人である。

「知恵のある人間か……」

《無双》の言葉に応こたえず、魔王は小さくつぶやいた。

「《魔王》様？」

「……処罰は必要ない。《策謀》の言う通り、監視役としての功績は《聖剣》の封印を解いた人間を発見できただけで十分だ」

《魔王》の返答に《無双》はなおも憤ふん懣まんの収まらない様子で声を荒らげた。

「ならば！　その人間を俺に倒させていただきたい！　魔族が人間より優れていることを、この俺が証明してみせましょう！」

《魔王》に詰め寄らんばかりの《無双》を押しとどめるように、すっと手が差し出された。

「……待ちな《無双》。抜け駆けはなしだ。この俺、《飄ひよう々ひよう》こそが、その人間を討つ運命さだめにある」

《無双》を制したのは、つば広の帽子を被りマントを羽織った男。《飄々》だ。

「《飄々》！　貴様ごときが、生意気を言いおって!!　どちらが奴やつを倒すのにふさわしいか思い知らせてやろうか!?」

「やれやれ……無駄な争いはしたくないんだがね……」

　二人の間に緊張が走る。《最速》はそれを見てククッと笑い、《策謀》はため息をつく。

「僕はどちらでも良いんですけどねェ。《策謀》、あなたもでしょう？」

「ええ。あと四天王は《統率》ですが……こんなことで文句を言うようでしたら、そもそも四天王会議を無断で欠席したりしないでしょうね」

「クックック、違いありませんねェ。《統率》は少々、自由すぎますからねェ」

《策謀》と《最速》にも《無双》と《飄々》を止める気はないようだ。最後の四天王《統率》はそもそもこの場にいない。

　避けられぬと思われた二人の衝突は、しかし《魔王》の一言で止められた。

「いや……貴様らのどちらでもない。次なる任務は《策謀》、お前に与える」

《魔王》の言葉を受けて、《飄々》と《無双》の間から緊張感が消えていく。彼らとて、《魔王》に逆らってまで我を通そうとはしないということだろう。

「かしこまりました。《魔王》様。では、どのような任務を」

「──」

《魔王》が任務の内容を告げると、《策謀》は感服したように震えた。

「さすがは《魔王》様。我々には思いもよらぬ策でございます。これが成功すれば、人間どもに我々魔族の方が優れていることを思い知らせることができるでしょう。では、早速取り掛からせていただきます」

《策謀》が任務のために出ていき、会議は閉幕となった。

　四天王の去った部屋で、《魔王》は玉座に腰掛け小さくつぶやく。

「次の策は人間ごときには解けないはず……だが、もしもそれを打ち破るとしたら……」

　その言葉を聞く者は誰だれもおらず、真意を窺うかがえる者もまた居ない。

　部屋の外から《策謀》の履いた《靴底にバネが付いているのでジャンプ力がすごく上がる靴》のバネのボヨンボヨンという音が響き、やがて消えていった。








偏差値10の俺が《なんでも作れる機械》を直せたワケ









　きらびやかな装飾に彩られた王城の食堂で、竜一は賢者ラシェルとミシェルからもてなしを受けていた。

　王となるかどうかは別として、この国の事情をわかってもらわねばならない。そう考えた賢者が説明がてら食事会を開いたのである。

　テーブルに並ぶ豪勢な食事に目を輝かせる竜一とは裏腹に、賢者の表情は晴れなかった。賢者の顔に刻まれた皺しわは、彼のここまでの苦労を何よりも色濃く物語っていた。

「まずはこの国の成り立ちよりお話ししましょう」

「お願いするぜ！」

　竜一は口いっぱいにパンを詰め込みながら頷いた。竜一は育ち盛りであり、彼のテーブルマナーを指摘する者は今ここには居なかった。

「はるか昔、我々がまだ何も持っていなかった頃ころからより、《王国》はどこか遠く──《ココデハナイ世界》や《ニホン》という場所からやってきた王達の手によって繁栄してきました。我々よりもすごく賢い王達は我々に様々な技術や物をもたらし、王国はそれによって発展したのです」

「様々な技術や物って、例えば？」

　竜一が問うと、ラシェルは神妙に答えた。

「全部です」

「全部か！」

　全部と言われると竜一も頷くしかない。それはもう全部なのだろう。

「《カンジ》、数の数え方……あげればキリがありません、この国にあるもののほとんどは、王達が持ってきたり作り方を教えてくれたりしたものなのです。物で言えば、リュウ様が食べているパンやこの食器も全すべて王達のもたらしたあるものによって作られました」

　テーブルに置かれた銀食器を手に取り、ラシェルはそう語った。この食器一つとってもこの世界の住民だけでは永遠に作ることができなかっただろう。

「なるほど、すごいぜ！　でも……俺、そんなすごい王様になれるかなあ？　他ほかに王様になれそうな人とかいないのか？」

　竜一が問うと、ラシェルは首を振った。

「とんでもない。リュウ様は十分に賢い。それに……先の王たる《賢王》様は姿を消され、我々だけでは魔族に対抗することができないのです。どうか、どうかお力を貸していただきたい」

「《マゾク》ってなんなんだぜ？」

　竜一が首をひねると、賢者ラシェルは重々しく答える。

「はるか昔より、人間と争っている種族です。といっても、少し前までは人里離れたところに住んでいたので争うことはあまりありませんでした。ですが、最近……《魔王》と《魔王軍》が現れてから状況が変わったのです」

「？？？」

　竜一は首をかしげた。新しい情報が多くてよくわからなくなってきたのだ。

「《魔王》と配下の《四天王》に率いられた《魔族》達は王国へと攻めてくるようになりました。彼らは『人間より優れた我々の方が支配者にふさわしい』とあの手この手で優れた点を見せつけ、人間を支配しようとしてくるのです」

「ううん……なるほど……？」

「我々がここまで耐えてこられたのは《魔族》もまた一枚岩ではないがゆえでしょう。ですが、それも時間の問題です。いずれは《四天王》も動き出し、本格的な争いが起こるでしょう。そうなっては《賢王》様を欠いたこの国に勝ち目はありません……」

　竜一はよくわからなくなって目を回していたが、部屋の隅にあるものを見つけてそちらに向かっていった。

「リュウ様？」

「えっと、よくわからないから書いてまとめるぜ」

　そこにあったのはホワイトボードとマジックである。真新しいマジックを手に取ると、竜一はホワイトボードに賢者ラシェルの話をまとめ始めた。

「えっと……この国は《王様》のお陰で発展したけど、《賢王》様が居なくなっちゃった。で、《魔族》が『人間よりすごいから支配してやる！』って言ってきた。更にすごい魔族の《四天王》もこれから来るかもしれない……で、いいのかな？」

　キュッキュ、と竜一がホワイトボードに文字や図を書き込んでいく。それを見て、ラシェルは涙を流した。

「おお……!!　《聖剣》のみならず、今まで《賢王》様以外、誰も使いこなせなかったホワイトボードとマジックまで使いこなすとは……!!　やはりリュウ様、あなたこそ《賢王》様の跡継ぎにふさわしい……!!」

「おっちゃんおっちゃん、それ多分背伸びのときと同じ失敗しそうになってるぜ」

　竜一に言われて、ラシェルは少し冷静になった。

「し、失礼。ともあれ、今の状況については先程のリュウ様の理解で間違いありません。どうでしょう、王として我らを導いてはいただけませんか？」

　そう頼まれて、竜一は困ったように腕を組んだ。彼には二つ、新しい王になることを受け入れづらい理由があった。

「ううん……できれば協力したいけど……でも、俺にそんなすごいことなんかできるかわからないしなあ……」

　竜一はただの小学生である。興味のあることや困っている人は見過ごせないが、かと言ってすごいことができるわけではないと彼は思っている。

「いいえ、私には確信があります。この世界にやってくる王達は、必ず我らに何かをもたらしてくれます。リュウ様もご自分では気づいていないだけで、きっと素晴らしいものをお持ちのはずなのです」

　賢者ラシェルがそう言ってくれるので、それはまあそうなのかもしれないな、と竜一は思った。小学生である。ややおだてに弱い。

　だが、二つ目の理由はもっと深刻である。

「あんまり遅くなると母ちゃんが心配するしな……」

　門限であった。

　渋る竜一に対してラシェルはなおも言葉を続けようとし、しかし、すんでのところで飲み込んだ。

「それは……いえ、無理は言えません。私も親です。子が親を思う気持ちを無視することなどできません」

「なんかごめん。明日あしたから夏休みだから。また今度来るから、そのときは協力するから」

　落ち込むラシェルに、竜一は出された食事をもぐもぐと口に詰め込みながら謝罪した。マナーはなってないが、協力したい気持ちは本心であるのだ。

　食堂に満ちた気まずい空気を変えたのは、駆け込んできた一人の兵士だった。

「ラシェル様！　新王様！　大変です！」

「おお、そんなに慌ててどうしたのだ？」

　兵士のただならぬ剣幕にラシェルは目を丸くした。

　兵士は呼吸を整える間も惜しいとばかりに必死の形相を浮かべ、息も絶え絶えでラシェルに訴えかけた。

「工場が……《なんでも作れる工場》が、動かなくなってしまったのです！」

「な、なんじゃと！」

　報告を聞いて今度はラシェルが目を剝むく番だった。その顔面は蒼そう白はくで、わなわなと手が大きく震えていた。

「《なんでも作れる工場》ってなんなんだ？」

　状況を把握していない竜一の素朴な疑問にも、動揺したラシェルは答えられそうにない。

　ラシェルに代わって答えたのは娘のミシェルだった。

「《なんでも作れる工場》は、名前の通りなんでも作れる工場なの。ずっと昔のすごい王様が作った工場で、この国で使うものはほとんどそこで作られてるの」

「なんでも！　一億兆円でもか!?」

　竜一は小学生特有の単位を持ち出した。それのおかしさを指摘するものは誰も居なかった。

「『イチオクチョウエン』が何かはよくわからないけど、作り方がわかるものはなんでも作れるわ」

「すごいぜ！　でもそれが動かなくなっちゃったって大変なんじゃないか？」

　竜一の言葉に、ミシェルは青い目を悲しげにふせた。

「ええ……今までそんなこと、一度もなかったのに……」

　ようやくある程度落ち着きを取り戻したのだろう。なおもわずかに震えながら、ラシェルは竜一の足元にひざまずいた。

「リュウ様、無理を承知でお願いします。どうか、どうか今だけでもお力をお貸しください！」

「いいけど……俺に何かできるのか？」

「わかりません……ですが、《聖剣》の封印を解けたリュウ様なら、我々に気づかないことに気づくこともできるでしょう。そのお知恵を、少しだけ貸していただきたいのです」

　ラシェルの必死な姿を見て、竜一は力強く頷うなずいた。

「わかった！　できるだけのことはやってみるぜ！」





────






　時はいささか遡さかのぼり、その日の朝。

《なんでも作れる工場》にて、工場職員のアルフレッドは今日も朝早くから働いていた。

《なんでも作れる工場》にある《なんでも作れる機械》は便利だが、誰にでも簡単に扱えるものではない。

　代々受け継がれた知識と、重ねた経験。それがあって初めて《なんでも作れる機械》を使って作りたいものを作ることができるのだ。

　朝の準備運動を終えたアルフレッドは《なんでも作れる機械》の操作パネルの前に立ち、深呼吸をした。

　ここから先の工程は一つの誤りも許されない精密なもの。必要なのは集中力と慎重さだ。

　息を吸い、吐く。周りに待機する工場の職員達が、固かた唾ずを吞のんでアルフレッドの動作に集中していた。

「よし、行くぞ」

　そうつぶやくと、アルフレッドは操作パネルのボタンを押し始めた。

「赤くて中ぐらいのボタン……矢印……矢印……緑の小さいボタン……黄色……そして……黒っ！」

　アルフレッドが順番にボタンを押すと《なんでも作れる機械》はゴウンゴウンと唸うなりながら動き出した。

　やがて、機械からホカホカのピザが出てきた。チーズの焼ける良い香りが辺りに漂う。成功だ。見守っていた職員達から歓声が上がった。

「さすがアルフレッドさん！　ピザを作らせたら王国一だぜ！」

「おいおい、そんなに褒めるなよ」

「何言ってるんですか！　アルフレッドさんがボタンを押したピザが一番美う味まいですよ！　どうやったらこんなに美味いピザを作れるのかなあ」

「ははは！　先祖代々伝わってきた秘伝のボタン押しだからな、そればっかりは秘密だ」

　この《なんでも作れる工場》では、先祖から《なんでも作れる機械》のボタンの押し方の知識を引き継いだボタン押し職人達が働いており、作りたい物に応じたボタンの押し方を知っている職人がボタンを押して作っているのだ。

　彼ら職人達こそが《なんでも作れる工場》の要かなめであり、王国を支える屋台骨と言っても過言ではないのだ。

　職人達で活気に溢あふれる工場の中、機械と機械の間を縫うように動く影がある。

　フードを目深に被かぶった女──魔族四天王の一人《策謀》だ。

（くくく……愚かな人間どもですね。せいぜい、一時の繁栄を満喫していなさい。調子に乗っていられるのも、今だけですからね……）

　彼女は抜き足差し足忍び足で工場の中を進んでいくと、《なんでも作れる機械》の近くでコソコソと何かをいじくり始めた。

　しばらくして《策謀》は頷き、機械の陰に隠れた。それと同時に、ゴウンゴウンと音を立てて動いていた機械の動きが突然、ピタリと止まった。

　事態に気づいた職員達の間に動揺が広がっていく。

「お、おい！　動いてないぞ！」

「どうしたんだ!?　ちょっと、もう一回ボタンを押してみよう」

　慌てたアルフレッドがもう一度ボタンを押すが、機械はうんともすんとも言わない。冷たい汗がアルフレッドの額を流れた。

「ダ、ダメだ！　動かなくなっちまった！」

「なんだって……！　それじゃもうピザは食べられないっていうのか！」

「そ、そんなぁ！」

　慌てふためく職員を眺めて、《策謀》はニヤリ、と笑った。

（くくく……いくら焦ろうと無駄ですよ、無駄。人間風情に私の策を破ることができるはずありませんからね！）

「ちくしょう……！　俺、ラシェル様に知らせてくる！　賢者ラシェル様ならなんとかしてくれるかもしれねえ！」

　誰だれかの言葉に、職員達の間にわずかな希望が灯ともった。

「それに《聖剣》の封印を解くことができたお方がラシェル様のところに居るらしいじゃねえか！　そのお方ならきっとなんとか……」

　未いまだ動揺を隠せぬ様子ながらも、職員のうち一人がラシェルを呼ぶために工場から出ていった。

　それを横目で見つつ、《策謀》は職員達の言葉を反はん芻すうする。

（《聖剣》の封印を解いた男、ですか……《魔王》様は捨て置けとおっしゃっていましたね。ですが……もし、万が一、私の策を破るようでしたら…………）

　しばらくして、新たな影が《なんでも作れる工場》に入ってきた。ラシェルとミシェルと、竜一だ。職員達はすがるように彼らを見る。

　職員に導かれて《なんでも作れる機械》の前にやってきたラシェルは、うんともすんとも言わない機械を見て愕がく然ぜんとした。

「こんな……バカな……！　誰か、何が起こったかわかるものはおらんか!?」

　職員達は顔を見合わせた。

「わ、わからないです……何もしてないのに止まってしまって……ラシェル様、直せますか!?」

「わからぬ……こんなことは初めてだ……誰か、なんでもいい、何かわかることはないか？」

　賢者ラシェルに聞かれても、職員達は首を横に振るばかりだ。

「お、俺がわかるのはピザを作るボタンの押し方だけで……」

「俺はケチャップが……」「マヨネーズ……」「プリン」「醬しよう油ゆ」「ウニ」

　職員達は口々に自分が知っているボタンの押し方を告げるが、そのどれもが機械の動かない今となっては役に立たないものだ。

　最後の希望にすがるように、賢者は竜一に問いかけた。

「リュウ様……リュウ様でしたら、何か……」

　だが、竜一は首を横に振った。

「ううん、見ただけじゃわかんないぜ」

　頭を抱え、崩れ落ちそうになる賢者ラシェル。だがそこで、何かに気づいたように顔をあげた。

「そうだ！　こんなときこそ、古いにしえより伝わるあれを使うときだ……！　誰か！　工場長の部屋に古い箱があるはずだ。それを持ってきてくれ」

　ラシェルの指示を受け一人の職員が工場の奥へと行き、戻ってきた。手には古びた平たい箱を抱えている。

「お父様、それは？」

「これは昔から機械に何かあったときに使うよう伝えられている『セツメイショ』というものだ」

　蓋ふたをあけると、中には一冊の冊子が入っていた。賢者は慎重に箱からそれを取り出した。

「では、それを使えば直せるのですね。お父様」

「ああ、その通りだとも……それ！」

　希望に満ちた顔で、賢者は『セツメイショ』を頭上に高くかかげた。

　しかしなにもおこらなかった。

「お父様……？」

「お、おかしい……何かあったら『セツメイショ』を使え、というのが昔からの言い伝えだったはず……」

　続いて賢者は『セツメイショ』を曲げたり、引っ張ったり、『セツメイショ』で機械を叩たたいたりしてみたが何も起こらない。

「お父様……」

「こ、こんなはずでは……」

　愕然とする賢者に、竜一が不思議そうに首をかしげた。

「何やってんだおっちゃん？　説明書があるなら読めばいいだろ？」

「リュウ様には『セツメイショ』の使い方がわかるのですか!?」

「おう、説明書は読むものなんだぜ！」

　竜一は賢者から『セツメイショ』を受け取ると、表紙をめくった。その瞬間だった。

「う、うわぁー！」

　竜一の隣から『セツメイショ』を覗のぞき込んでいた賢者が、突然叫び声を上げて目を押さえた。

「ど、どうしたのですかお父様！」

　続いてミシェルが『セツメイショ』を覗き込み、息を吞んだ。賢者の反応を見て心構えができていたのだろう、彼女が悲鳴を上げずに済んだのは幸運としか言いようがなかった。

「こ、これは……なんてこと……文字がいっぱい書いてあるわ！」

『セツメイショ』の中には小さな文字がいっぱい書いてあったのだ。『ひらがな』『カタカナ』おそらく『カンジ』と思われるもの、そして『Ａ』や『Ｂ』などの今まで見たこともないものまで様々な文字がぎっしりと並んでいる。

　二人の反応に竜一は首をかしげた。

「どうしたんだ？　説明書、読まないのか？」

　その言葉に、二人はブンブンと首を振った。

「無理よ、リュウ。『ひらがな』と『カタカナ』だけでも難しいのに、『カンジ』なんて誰も読めないわ……」

「ええ……私も【10まで数えられる】賢者ラシェル、と呼ばれて久しいですが、自分の名前以外の『カタカナ』を読むのは一苦労……ましてや『ひらがな』と『カンジ』が交ざっていては、もう手を付けられませぬ」

　沈痛な面持ちでうつむく父の姿を見て、ミシェルは何かに気づいたように竜一を見た。そう、彼は初めてミシェルと会ったときにたくさんの『カンジ』を書いていたのだ。

「もしかして、リュウ。あなた、この『セツメイショ』が読めるの？」

「ああ、わかる漢字だけなら読めると思うぜ！」

　竜一は『セツメイショ』をパラパラとめくった。

「ええっと、動かないときはどうするのかっていうと……」

　何ページかを読んだところで、竜一の動きがピタリと止まった。

「リュウ、もしかして……！」

「ああ、ミシェル。それっぽいページは見つけられたぜ！」

　ミシェルと賢者、そして職員達はパッと顔を輝かせた。

「おお、やった！　さすがは《聖剣》の封印を解いたお方だぜ！」

「良かった！　これで全部解決だ！」

　沸き立つ職員達。だが、その喜びはつかの間だった。

『セツメイショ』を持ったまま動かない竜一。その表情は硬い。

　職員達が不安げに表情を窺うかがう中、竜一は苦しげに首を振った。

「ダメだ……この字が、読めねえ……!!」

　竜一が開いている『セツメイショ』のページには、

『動かないとき　１：『ＰＯＷＥＲ』ボタンを押してください』

　と書いてあった。

「『ほにゃらら』ボタンを押してください……くっ、何ボタンなんだ……！」

　ご存ぞん知じの通り、竜一は外国人とあまりコミュニケーションしたことがなく、英語も不得意な小学生である。
















「そんな……リュウにもわからない字があるなんて……」

　工場の中に諦あきらめが蔓まん延えんしていく。無理もない。あの『カンジ』を読める竜一にすらわからない文字があったのだ。これ以上どうすることもできないだろう。

　誰もがそう考える中、竜一だけはまだ諦めていなかった。

（こんなとき、どうすればいいんだ……父ちゃんなら、こんなとき……）

　脳裏に浮かぶのは父の姿だ。

　大きくて、いつも頼りになる父に、竜一はいつも憧あこがれていた。

（竜一、どうした？　何、読めない字があるって？）

　それは昔の光景だ。買ってもらったゲームで遊んでいたのだが、どうしても出せない技があった。説明書には『ＳＥＬＥＣＴボタン』を押すように書いてあったのだが、英語が読めない彼にはそれがどのボタンかわからなかったのだ。

（ははは、それは読もうとするからいけないんだ。字じゃない、絵みたいなものって考えるんだ。読めなくても、それと同じ形のボタンを探せば押せるだろう……ん？　いや、お父さんも読めないわけじゃないぞ？　本当だぞ？　竜一？　信じてないな、竜一……）

　そこまで思い出して、はっと竜一は顔をあげた。

「どうしたの、リュウ？」

「わかったぜ！　ミシェル、読めなくてもいいんだ！　この『ほにゃらら』ボタンを押せばいいってことは……」

　そう言って、竜一は操作パネルへと近づいていく。

　ボタン一つ一つに書いてある文字をじっくりと眺めた。読む必要などないのだ。意味がわからずとも『ＰほＯにＷやＥらＲら』と書いてあるボタンが見つけられれば、それを押すのが答えなのだ。

　ひときわ大きなボタンに『ＰほＯにＷやＥらＲら』と書いてあるのを見つけると、竜一はそれを力強く押した。

「これが、答えだ！」

　皆が祈るように見守る中、《なんでも作れる機械》は低い唸うなり声を上げながら動き出した。

　誰もが一瞬言葉を失った。そして、次の瞬間割れるような歓声が沸き起こった。

「す、すげえ！　『セツメイショ』を読めるなんて！」

「それに、最初はわからなかったはずなのに正解を導き出したんだぜ！　一体どんな魔法を使ったんだ！」

「天才だ……！　《賢王》様の跡継ぎにふさわしい！」

　工場の職員達は口々に竜一を褒め称たたえた。だが、その言葉に賢者ラシェルは困ったような表情を浮かべた。

　彼は竜一が帰りたがっているのを知っている。そしてそれを止めるべきでないことも。

　だから、喜ぶ人々に真実を告げなければならないのだ。

　頃ころ合あいを見て賢者が口を開こうとしたとき、誰かが手を出して彼の言葉を止めた。竜一だ。

　竜一は、喜ぶ人々の姿を見た。そして、父の言葉を思い出した。

（いいか、竜一。困っている人がいたら、助けてあげられる人になりなさい。わかったね……それじゃあ、プリンを買ってきてくれるかな？　いや、違う。母ちゃんの分を父ちゃんが食べちゃったんじゃなくてな？　ほら、母ちゃんのプリンがなくなってたら怒……悲しむだろう。だから、な？　早くしないと母ちゃん帰ってきちゃうから……）

「そうだよな、父ちゃん」

　竜一は、小学生である。ややおバカで、ちょっと単純で、少しだけおだてに弱くて──

「困ってる人は助けてあげなくちゃいけないよな」

　喜んでいる人を見たら、もう少しだけ頑張ろうかなと思ってしまうぐらいには、善良なのだ。

「リュウ……？」

　竜一は振り返り、賢者ラシェルを、そしてミシェルを見た。そして心の中で門限を破ることを母に謝りながら、二人に告げた。

「やるぜ、ラシェルのおっちゃん。ミシェル」

「リュウ、本当!?」

「リュウ様!!　し、しかし……お母様のことは……」

　心配そうにするラシェルに、竜一は胸を張って答えた。

「なあに、少しぐらい大丈夫だぜ！　だって今は夏休みだからな！」

　おお、と賢者は涙を流し、ミシェルは白い頰ほおを興奮に赤らめながら竜一に抱きついた。

「ありがとう、リュウ！　ところで、リュウのお家うちはどこにあるの？」

「えっと、それは……」

　竜一は暫しばし逡しゆん巡じゆんした。そして力強く頷うなずき、こう答えた。

「わかんねえや！　帰り道も探さないとな！」

　どっちにしろ、門限は守れそうになかった。
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「《魔王》様！　《魔王》様はいらっしゃいますか！」

　息を切らしながら魔王城の《円卓の間》に入ってきたのは魔族四天王の一人《策謀》だ。

　フードが脱げるのもスカートが乱れるのも気にせず駆け込んだ彼女の目に入ったのは、《魔王》の居ない《円卓の間》であった。

《円卓の間》には彼女以外に三人の姿がある。牛頭の大男《無双》、枯れ木のような身体からだを窮屈そうに曲げた《最速》、つば広帽とマントの《飄ひよう々ひよう》だ。

　四天王最後の一人《統率》が顔を出さないのはいつものことだ。しかし、彼らを統べる王たる《魔王》まで居ないとはどういうことだろうか？

「《無双》、《魔王》様はどちらへ？」

　息を整え、汗で肌に張り付いた髪をかき上げながら《策謀》がたずねると、《無双》は首を横に振った。

「わからぬ。人間達への対処を我ら四天王に任せ、どこかへと行かれてしまった」

　がっくり、と肩を落とす《策謀》の姿を見て《無双》はふん、と鼻を鳴らしながらたずねた。

「どうしたのだ、《策謀》？　任務成功の報告か？」

　策謀はビクリ、と肩を震わせ、唇を嚙かみ締しめながら答えた。その表情には怒りが滲にじんでいた。

「いいえ……《魔王》様より賜った『《ＰほＯにＷやＥらＲら》ボタンを押して《なんでも作れる機械》を止めてやろう』作戦は失敗しました……」

《策謀》の言葉に対する反応は三者三様だった。

《最速》はへェェ、とため息を漏らし、《飄々》は茶化すように口笛を吹く。

　そして《無双》は怒りを露あらわに拳こぶしを円卓へと叩きつけた。

「なにィ！　《魔王》様直々に賜った作戦を失敗しただと！　何をしておる！　人間どもに見つかりでもしたのか!?　無様な！」

《策謀》は首を振り、半ば悲鳴を上げるように叫び返した。

「人間どもに気づかれないよう《ＰほＯにＷやＥらＲら》ボタンを押すことには成功しました！　ですが……あの《聖剣》の封印を解いた人間が《ＰほＯにＷやＥらＲら》ボタンをもう一度押すと……機械が動き出したのです……」

「馬ば鹿かな……。人間が、《魔王》様の策を打ち破ったとでも言うのか……!?」

《無双》は信じられないものを見るように《策謀》を見た。そして《策謀》が冗談を言っている様子がないと見るや、椅い子すを蹴けって立ち上がった。額には血管が浮き出、鼻息はまるで闘牛のように荒い。

「ふん！　どうせ偶然だろうが……それだけやるとなれば無視できん！　ちょうど手も空いたところだ。俺がそいつを倒してやろうではないか！」

《無双》が構わんな、と言わんばかりに室内を見回す。

《策謀》と《最速》は素直に頷いた。だが、《飄々》は首を縦に振らなかった。

「《飄々》、貴様……」

「早とちりをするな、《無双》。運命さだめは既に過ぎ去った……俺とそいつが戦うのは、また星が巡ってからだ。だが、《無双》よ。お前にそいつを倒すあてはあるのか？」

《飄々》の言葉に、《無双》はにやりと笑い背し負よった籠かごに手を突っ込んだ。

「もとより《なんでも作れる工場》は四天王で最も武器の扱いが上う手まい俺にふさわしいと思っていたのよ。奴やつらに本当の武器の使い方というものを見せてやるわ。特にこの……」

《無双》が手に持っていたのは、中ほどで直角に曲がった黒光りする鉄の塊だった。

「《魔王》様より賜った『ケンジュウ』の威力をな！　ガハハハハハ」

《飄々》は納得したように頷き、それ以上は何も言わなかった。

　魔王城の暗がりに《無双》の笑い声が響き、やがて消えていった。








偏差値10の俺が《無双》を倒せたワケ









　かつての主あるじを失った《王の間》。

　今は主の居ないこの部屋にて、竜一は王国を救う旅に出るための支度をしていた。

「おお、リュウ様。お似合いです」

《なんでも作れる機械》で作った旅装束に着替えた竜一の姿を見て、ミシェルの父・賢者ラシェルは静かに涙を流した。

「大げさだなあ、ラシェルのおっちゃん」

「申し訳ありませぬ。リュウ様の姿が《賢王》様と被かぶったもので……」

　ラシェルの反応に苦笑しながら、竜一は身体を動かして旅装束の調子を確かめる。

　動きやすい服の上に、急所を守るような鎧よろいを着込んでいる。金属製だが竜一が着てもあまり重さを感じないのは《なんでも作れる機械》のすごさのたまものであろう。

　そして何より、《賢王》と同じサイズだというそれはまるで誂あつらえたかのようにピッタリであった。

　二度、三度、《聖剣》を抜いたりしまったりして動きやすさを確かめると竜一は満足げに頷いた。

「お父様が驚くのも少しわかるわ。リュウって、どことなく《賢王》様に似ているもの」

　父の姿を少し呆あきれたように見ながら、ミシェルはそう言った。

　ミシェルにまで似ていると言われて、竜一は意外そうに首をかしげた。

「《賢王》様と俺ってそんなに似てるのか？」

「うん、似たような服を着ているのもあるけど、それ以外にも目元とか……見た目だけじゃなくて、リュウと《賢王》様は雰囲気が似ている気がする」

「へへっ、《賢王》様ってすごい人なんだろ？　そんな人に似てるって言われると照れるぜ」

　こそばゆそうに鼻をこする竜一。そんな彼を期待をこめて見つめるミシェルとその父。

　希望に満ちた穏やかな時間は、しかし長くは続かなかった。

「ラシェル様！　リュウ様！　大変です！」

　叫び声と共に扉が荒々しく開かれ、この間と同じ兵士が息を切らして駆け込んできた。

「おお、そんなに慌てて、今度は一体どうしたのだ？　まさか《なんでも作れる機械》が壊れることより大事などそうそう起こらんだろう。落ち着いて報告しなさい」

　賢者が穏やかに促すが、しかし、兵士の動揺は収まる様子がない。彼はガタガタと震えながら、半ば悲鳴のように叫んだ。

「し、《四天王》が！　《四天王》が攻めてきたのです！」

「な、なに!?　《四天王》が!?」

　報告を聞いた賢者はやはり目を剝むいた。顔色はやはり蒼そう白はくで。やはりわなわなと手が震えていた。

「四天王、ってえーっとなんだっけ……こないだ聞いたような……？」

　竜一は首をかしげてミシェルを見た。だが、《なんでも作れる工場》のときは説明してくれたミシェルも今回は驚きよう愕がくの表情で口を押さえている。

　代わりに、なんとかして落ち着きを取り戻した賢者ラシェルが答えた。

「《四天王》について説明するのはミシェルにも荷が重いでしょう……ここは【10まで数えられる】とうたわれたこの私が説明させていただきます」

　彼はゆっくりと大きく息を吸うと、静かに説明を始めた。

「四天王とは、《魔王》の配下の中でも特に恐ろしいと言われている者達でございます。四天王の名を聞いただけで、この国の住人ほとんどが震え上がるでしょう」

「そんなに強いのか？」

　竜一に問われ、賢者は首を横に振った。

「確かに力も強いです……ですが、最も恐ろしいのはその知略でございます。この国の住民のほとんどは『１、２、たくさん』までしか数えられません。ですが……奴らは、自ら『四天王』を名乗っている……これが何を意味するかわかりますか？」

　彼はそこで言葉を区切り、大きく息を吸った。そして、信じられないものを語るように言葉を続けた。

「奴らは四天王を名乗ることで『俺達は４まで数えられるからお前らより賢いんだぞ』とその名で威嚇しているのです……正直、私とて10まで数えられねばこの事実を口にすることすらできなかったでしょう……『魔族の方が人間よりすごいから支配する』と奴らが言うのも、その力があってこそなのです……今までは王都の近くまでは来ていなかったのですが……その四天王がついに……」

　ラシェルの言葉に、ガタガタと震えながら兵士も頷いた。それほどまでに、人々と四天王の間には圧倒的な力の差があるのだ。

　だが、絶望的な事実を前にしても竜一は平然としていた。

「へぇ、なるほどな。それで、四天王って言うからには四人居るんだろ？　その中のどいつが来たんだ？」

　それはまるで「４まで数えられるぐらい大したことじゃない」とでも言いたげな毅き然ぜんとした様子だった。

　落ち着き払った竜一の態度につられて、次第に兵士の身体の震えが静まっていった。

　兵士は深く呼吸をすると、恐る恐る、しかし確かな口調で報告を続けた。

「現れたのは牛頭の大男と聞いています……」

「牛頭の大男じゃと!?　よもや《無双》の四天王がやってくるとは……」

「《無双》？　そいつはどんな奴なんだぜ？」

　竜一が疑問を口にすると、賢者は深刻な表情で答えた。

「四天王の中でもとても強いと言われている者です。我々には想像もつかないような武術を使ってくるらしく、この国の兵士では全く歯が立たんのです……」

　そう言って、賢者ラシェルは頭を抱えた。兵士も、ミシェルも、恐怖を隠せていない。

　彼らの姿を見て、竜一は頷いた。父に誓って、困っている人を助けると決意したのだ。今がそのときである。

「なるほどな。つまり俺の出番ってわけだぜ！」

　竜一はよどみなく答えた。一切怯おびえの混じっていない、力強い言葉だった。

「リュウ様、よろしいのですか？」

　心配そうに問うた賢者に対し、竜一はどこまでも当たり前のように答えた。

「だって困ってるんだろ？　だったら見捨てられねえぜ！　で、どこにその《無双》って奴はいるんだ？」

　呆ぼう然ぜんと竜一の言葉を聞いていた兵士だが、声をかけられると背筋を伸ばして答えた。

「あ、ありがとうございます新王様！　《無双》は現在《王都から出て右の村》まで攻め込んできているようです」

「《王都から出て右の村》……そこにはどうやって行けばいいんだ？　右に行けばいいのか？」

　その言葉に、賢者は難しい顔で首を振った。

「確かに、ほとんどの場合は右にずっと行けば着きます。ですが、王都を出る場所によっては右にずっと行ってもたどり着けず、なぜか《王都から出て左の村》にたどり着いてしまうこともあったりするのです。案内の者が居ればちゃんと村までたどり着ける可能性が高まるのですが……」

　賢者は困った様子で兵士を見た。

　よほど焦ってここまで来たのだろう。兵士の息は荒く、《王都から出て右の村》まで案内しろと言うのはあまりにも酷だ。

　賢者が案内できれば良いのだが、彼は道を覚えるのが苦手だ。右の村にたどり着けずなぜか《王都から出て左の村》や《王都から出てまっすぐの村》《王都から出て後ろの村》などに着いてしまうこともしょっちゅうなのだ。

「リュウ様、誰だれか案内を探しますのでしばしお待ちください」

「お待ちください、お父様！　探すまでもありません。私がリュウを《王都から出て右の村》まで案内します！」

　賢者の言葉を遮ったのは彼の娘、ミシェルだった。

　兵士が来てからずっと静かだった彼女は、いつの間にか普段のドレスから身軽な旅装に着替えていた。背には荷物を背負っており準備万端だ。すらりと長い手足が動きやすい衣装によく似合っていた

「何!?　だがミシェル。リュウ様は今から《四天王》と戦いに行くのだ。確かにお前は若くしてどっちが右でどっちが左かわかるほど聡そう明めいな子だが……」

「危ないのは承知です。ですが、私にもできることがあるなら、リュウに協力したいんです！」

　賢者は暫しばし悩み、じっとミシェルの目を見た。ミシェルはそれを力強く見返した。

　やがて、賢者は大きくため息をつくと竜一に向き直った。

「リュウ様、ミシェルはまだ若いですが、右と左もわかり、ある程度数も数えられる賢い子です。きっと力になることができるでしょう」

「おお、心強いぜ！　よろしく！」

　竜一が感謝をこめてミシェルの手を握ると、ミシェルは少し赤くなって顔をそらした。

「そ、それより、急ぎましょう！　早くしないと、《無双》の四天王が何をするかわかりません！」

「そうだった。早く行こうぜ！」

　ミシェルに促されるまま、竜一は王都を後にした。
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《王都から出て右の村》は王国の中でも結構栄えている方の村である。

　人口もいっぱい居て、《色々作れる機械》があるお陰で家も食べ物もたくさんある。

　住民の気風はおおらかで、多少の喧けん嘩かはあれど大きな諍いさかいは起こらない。平和な村だった。

　だが、それも昨日までの話だ。

「ぐはははは！　どうしたぁ人間ども。俺を倒さねば、貴様らの村はズタボロになってしまうぞぉ？」

　荒らされた村の中心で、巨大な──村一番の大男より頭一つは大きい、巨人の身体からだに牛の頭を付けたような怪物が叫んでいた。

　牛頭の怪物は長い槍やりを構え、腰には何本もの剣や刀を佩はき、更には胴にも何やら武器を巻きつけ、背中の籠かごにも色々と詰め込まれている。まさに全身武器庫といった様相だ。

　怪物が槍を振るうと、まるで砂山でも崩れるかのように呆あつ気けなく建物が壊れた。

「うわー！　助けてくれー！」

　住人は抵抗もできず逃げ惑うばかり。その様子に、怪物はつまらなそうに大きく鼻を鳴らした。

「どいつもこいつも軟弱者ばかりよ。まったく、歯ごたえのない」

　怪物は呆れたようにつぶやき、次の建物を破壊しようとのしのしと歩いていった。

　だが、その前に立ちはだかる者がいた。

「ま、魔族め！　これ以上好きにはさせないぞ！」

　その家の住人だろうか、人間にしては立派な体たい軀くをした若い男が、怯え混じりの視線で怪物を睨にらみつけている。

　両手でクワを握り、頭には鍋なべを被っている。村人の装備としてはかなり上等と言えるだろう。

　ガタガタと震えながらクワを構える男を見て、牛頭の怪物は愉快げに舌なめずりをした。

「ほぉ、少しは骨のある奴やつが出てきたな。どぉれ、遊んでやろう」

「でやあああ！」

　大男が、力いっぱいクワを振り下ろす。怪物はそれを槍で受け止めた。ミシリ、と槍が軋きしむ。だが、それだけだ。

「どうした？　そんなことでは俺を倒すことはできんぞ？」

　ぐ、と怪物が力をこめると。わずかにクワが押し戻された。恐らく、膂りよ力りよくでは怪物の方が上。このままでは、いずれ村人の方が押し切られるだろう。

「うぅ……だ、だけど！　倒せなくても、みんなが逃げる時間を稼ぐぐらいは……」

　男が小さくそうつぶやくと、怪物は愉快げに口を歪ゆがめた。

「ほほう、なるほどなるほど。お前が俺と戦っている間に他ほかの奴らを逃がすつもりか。ぐわははは！　人間にしては知恵が回るではないか！　どおれ、その小細工に免じて、この《無双》の無敵の武術を見せてやろう！」

　怪物──《無双》の四天王はそう言うや、両手で持っていた槍から左手を離した。

　無論、そうすれば槍にこめた力は弱まる。それまで押されていた大男が、逆に四天王を押し返した。当然だ。大男は両手でクワを持っている。いくら人間と魔族の膂力差があれど、両手対片手ならば大男の方が強いだろう。

　四天王、血迷ったか──そう思われたのもつかの間。

「ぎゃあああ！」

　次の瞬間には、有利な状況に立っていたはずの大男がクワを取り落として尻しりもちをついていた。一体何が起こったというのだろう。

「くくく……貴様はこう思ったのだろう『勝てなくても、クワで槍を押さえていれば攻撃できないだろう』と……だがなあ」

《無双》の右手は相変わらず槍を摑つかんでいる……そして、左手には、腰から抜いた剣！

「俺はこんなふうに、両手で別々の武器を持つことができるのだ！　これが俺の無敵の武術よ！　ぐははははは！」

　そう《無双》は槍から離した左手で剣を抜いて、クワを持つ大男の手を叩たたいたのだ。

　両手で槍を持ったままでは膠こう着ちやく状じよう態たい。いずれは押し切れるにせよ時間がかかってしまう。

　しかし、槍から片手を離せば、自由になった手で武器を持って攻撃することができる。まさに四天王にふさわしいと言うべき恐るべき武術であった。

「み……右手と左手で、別々の武器を持つだなんて……これが……四天王の力……」

　男が後ずさりながら絶望的な表情で《無双》を見上げると、《無双》は嘲あざけるように笑った。

「ぐふふ、こうすることで俺は右手と左手で別々のものを攻撃することができる！　これが何を意味するかわかるか？」

《無双》は右手の槍で右側の家を、左手の剣で左側の家を攻撃した。槍一本で破壊を行っていたときは一つのものしか攻撃できなかったが、両手に武器を持った今、二つのものを同時に攻撃できるのだ。

「これで俺が二人になったも同然！　貴様らの村ももうすぐおしまいだなあ！　ぐははははは！」

《無双》は両手で武器を振り回し、村をどんどん破壊していく。もはやそれを止められる者など居ない。

　当然である、四天王一人でも勝てないのに、二人になったも同然。難しい言葉で言うところの二倍になったも同然なのだ。かなうわけがない。

　ああ、人は魔族に勝てないのだろうか……誰もの心が諦あきらめに支配されかけた。そのときだった。

「お前が《無双》の四天王だな！　俺が来たからにはこれ以上好きにはさせないぜ！」

　ただ一人……いや、二人。《無双》に立ち向かう者が居た。

「ああん？　俺の力を見てまだ生意気な言葉を吐く余裕があるとは。どこのどいつだァ？」

「俺だ！」

《無双》は苛いら立だたしげに声の元を見た。視線の先では、《聖剣》を構えた竜一が背後にミシェルをかばいながら《無双》を睨んでいた。
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　牛頭の大男。《無双》の外見については事前に聞いていたが、それでもミシェルは驚きよう愕がくを隠すことができなかった。

（すごく大きい。それに武器をいっぱい持っている……リュウのことを疑うわけじゃないけど、でも……）

　ミシェルはちらり、と竜一の顔色を窺うかがった。彼の目は大きく見開かれていた。

「あいつが《無双》なんだよな……すげえ」

　ゴクリ、と竜一は喉のどを鳴らした。

「武器をいっぱい持ってるしデカい。格好いい……！」

　だが、その反応は怯えではなかった。

「リュウ、怖くないの？」

　ミシェルが問うと、竜一は首を横に振った。

「やるって决めたんだ。今更怖がってなんか居られないぜ！　それに、あれぐらいならヒーローショーで見た奴と大差ないさ！」

　竜一は小学生である。日曜朝にはまだ特撮を見る習慣があった。それが、彼の心を恐怖から守り、ミシェルを気遣う余裕を生んでいた。

「ミシェル。下がっててくれ、危ないぜ」

「リュウ、大丈夫？　相手はあの《無双》の四天王。武器をいっぱい持ってるのよ？」

　ミシェルの青い瞳ひとみが、わずかに不安げな光を湛たたえていた。竜一は明るい声で答えた。

「なに、武器の数が強さじゃないさ！」

「……わかった。リュウ、頑張って……!!」

　ミシェルは竜一に言われた通り少し後ろに下がり、ちょうどしゃがんだ人間ぐらいの高さがある茂みの隣に移動した。

　ミシェルと、そして村人達は、対たい峙じする《無双》と竜一を固かた唾ずを吞のんで見守った。

「あの人は……？」

「なんでも、新しい王様らしいぜ！　《賢王》様の残した《聖剣》の封印を解いたんだって！」

「すごいや！　それなら四天王にも勝てるかもしれない！」

「でも四天王はあんなにたくさん武器を持ってるんだよ……？」

「ところであんなところに茂みなんてあったっけ？」

　ミシェルと村人達に見守られて竜一は堂々とした足取りで《無双》に近づいていく。

《無双》もゆっくりとした歩みで竜一に向かっていく。どすん、どすんと響く足音が、《無双》の持ったたくさんの武器の重量を物語っていた。

　竜一とて小学生としては体格が十分良い方である。しかし、牛頭の大男である《無双》と比べると大人と子供……いや、まさに巨人と小人だった。

「ぐはははは！　そうかそうか！　お前が《聖剣》の封印を解いた人間か！　まさかこんな子供だとはな！　どおれ、この《無双》の四天王がお前を倒してやろう！」

「へっ！　こっちこそ！　今からごめんなさいしても許してやらねえかんな！」

　だが、それでも竜一は一歩も引く様子がない。竜一は《聖剣》を抜き放ち、《無双》に向けて勢い良く振り下ろした。

《無双》はそれを左手の剣で受け止めた。竜一は更に強く《聖剣》を握る手に力をこめる。

　そのとき、竜一の視界の端を何かがよぎった。

「馬ば鹿かめ！　まんまとこの手に引っかかるとはな！　人間など所しよ詮せんこの程度よ！」

　それは《無双》の右手の槍だ。村人の口から悲鳴が溢あふれた。

「な、なんてこった！　両手に武器を持つと防御と攻撃が同時にできるのか!?」

「それじゃあ無敵みたいなものじゃないか！」

「やっぱり四天王は強かったんだ！　勝てるわけがない！」

「くくく……やはり《無双》に勝てるわけがありませんか。少々買いかぶりすぎていましたかねえ」

「あれ？　今、茂みの方から声がしなかったか？」

「気のせいじゃない？」

　だが、振り下ろされた槍は空を切っていた。竜一が当たる寸前に飛び退のいていたのだ。

「ほう……運が良かったな」

　馬鹿にするように《無双》が笑う。だが、竜一は臆おくすることなく答えた。

「運？　違うぜ。俺はちゃんと、そっちの武器で攻撃されるかもしれないって気づいてたのさ！」

　竜一の言葉に、ミシェルと村人達が小さく歓声を上げた。だが、《無双》はこらえきれないというように鼻をふくらませ大きな笑いを漏らした。

「ぐふふ、減らず口を叩く。だが、それに気づいてどうなる。こちらの武器は二本、そちらは一本、二対一も同然であることは変わらないぞ」

《無双》に言われて観衆達は気づいてしまった。たとえ一度攻撃を回避できたところで、竜一の武器が《聖剣》一本なことは変わらない。それに対して《無双》は右手と左手で合わせて二本の武器を持っている。不利な状況に変わりはないのだ。

　青ざめたミシェルは、己を奮い立たせるように叫んだ。

「そ、それでも……そうだ！　リュウもその辺に落ちている木の棒とかを拾えば……」

　だが、その希望も彼女の隣にある茂みが否定した。

「ふふふ、無駄だ。愚かな人間よ。木の棒は脆もろい……ちゃんとした武器を二本持っている《無双》にはそれでは勝てんぞ」

「そ、そんな……リュウ……」

　さらに顔色が青くなるミシェル。そして隣の茂みから頭を出しているフードの女はそれを見て優越感に満ちた笑みを浮かべた。

　と、そこでミシェルが首をかしげた。

「って、あれ？　あなたは？」

　さっきまで隣には茂みがあっただけで、こんな人が頭を出してはいなかったはずだ。

（しまった！）

　フードの女の正体はもちろん《策謀》の四天王だ。彼女は人間どもの絶望があまりにも愉快だったので話しかけてしまったが、そのせいでミシェルに違和感を持たれてしまった。

　このままでは正体がバレてしまう。だが、この程度のアクシデントで揺るがないからこその《策謀》の四天王。

「さっ！」

《策謀》はとっさに葉っぱの生えた枝で顔を隠した。これで周りからは茂みのようにしか見えないのだ。

　現に、ミシェルも完全に《策謀》の姿を見失っていた。

「あれ？　誰だれか居たような気がしたんだけど……気のせいかしら……？」

　一方、竜一と《無双》の戦いは竜一の防戦一方だった。

《無双》の武器は二本、竜一の武器は一本、根本的に手数が違うし、そもそも槍やりが長いから竜一からは攻撃しづらいのだ。こうなるのも当然だったと言えよう。

「ぐはははは！　少々見るべきところがあるかと思ったが、貴様もその程度か！」

「いい気になるのはまだ早いぜ！」

《無双》の剣が空を切ると同時、竜一は突然背を向けて走り出した。

「なるほど？　ぐふふ、遠くに行けば攻撃されないと思ったか……だが、その考えは甘いぞ」

《無双》は槍をしまうと、背中の籠かごから別の武器を取り出した。それは黒くて折れ曲がった片手で持てる大きさの鉄の塊だった。

「貴様がいくら離れても無駄なこと。これは《魔王》様よりいただいた『ケンジュウ』という武器でなあ……」

《無双》は竜一に向けて『ケンジュウ』……拳けん銃じゆうを構えた。そして、

「この『ケンジュウ』は！　こうやって使えば遠くの敵を攻撃できるのだ！」

　思いっきり投げた！

「どうだ！　このちょうど良い大きさと重さ！　握りやすい形！　こんなに投げやすい武器は貴様ら人間には作れまい！　ぐわはははははは！」

　回転しながら飛来する拳銃。竜一は間一髪、《聖剣》で弾はじいた。

　とっておきの拳銃攻撃を防御された《無双》。だが、余裕の笑みが崩れることはない。

「ぐふふ……見事見事、まさか俺の『ケンジュウ』を弾くとはな。だが、俺が持っている『ケンジュウ』は一つではないのだ。まだまだいくらでも攻撃できるぞ」

《無双》は背中の籠から拳銃を二つ取り出すと、両手で構えて、ぐふぐふ笑った。

「へ、やれるもんならやってみな！」

　不利な状況に置かれてもなお、竜一は余裕を失わなかった。

「よく言った！　俺の両手に持った『ケンジュウ』……名付けて『ニチョウケンジュウ』の威力を味わうが良い！」

　竜一は再び逃げ出す。そして《無双》はそれを後ろから追いかけながら拳銃を次々投げつける。これでは距離をとっても防戦一方のままだ！

　防戦一方の竜一に、村人達の間に絶望的な空気が流れ始めた。

「そんな……やっぱり、四天王には勝てないのか」

「両手に武器を持つだけじゃなくてそれを投げて遠くを攻撃するなんて……四天王は強すぎる」

　そんな中、ミシェルだけはまだ竜一を信じることを止やめていなかった。

「リュウ、頑張って……！」

「はははは！　無駄無駄！　この状況で何ができる！　さあ、やってしまえ《無双》！」

「貴様に言われずとも！」

　息を吞むミシェル、高笑いする《策謀》、そして『ケンジュウ』を投げる《無双》。このまま竜一は負けてしまうのだろうか。

「って、あれ？　今誰か居たような……」

「む？　そう言えば聞いたことのある声が……」
















　そしてまた《策謀》が喋しやべってしまったので、違和感を抱くミシェルと《無双》。

（しまった……！）「ささっ！」

　再び葉っぱの生えた枝で顔を隠す《策謀》。

　だが、ミシェルとて【10まで数えられる】とうたわれた賢者の娘である。二度目はそう簡単に騙だまされたりしない。

「ううん……茂み、しかないけど……」

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめるミシェル。だがしかし、それでも《策謀》の四天王は一枚上を行く。

「にゃー」

「あ、猫ちゃん」

「なんだ、猫か」

　見事な猫の鳴きマネで、ミシェルも《無双》も《策謀》の存在を疑うことすらなかった。

　そうして、防戦一方のまま竜一がやられてしまうのではないかと思われた戦い。

　しかし、時間が経たつに連れて状況が変わってきた。

「はぁ……はぁ……ま、待て……」

　竜一を追いかける《無双》の息が、目に見えて荒くなっている。『ケンジュウ』の飛距離が落ち、《無双》の走る速度も明らかに遅い。一体《無双》の身に何が起こったというのだろうか。

「馬鹿な……追い詰めているのは俺のはずだぞ……なのに、なぜ……」

　大粒の汗を全身から滴らせながら、《無双》は困惑した。

《無双》の様子を見て、竜一は足を止め振り返る。《無双》本人にすら原因不明の不調。だが、これも全すべて竜一の狙ねらい通りであった。

「ようやく気づいたようだな！」

「貴様……何をした……!!」

《無双》へと近づいていく竜一。迎え撃つように《無双》が拳銃を投げるが、ヘロヘロと力なく見当違いの方向へと飛んでいった。

「気づいていないのなら教えてやるぜ。そいつはな……疲労さ！」

「疲労だと!?　だが戦っていたお前も条件は同じ、それなのになぜ俺の方が疲れているのだ！」

「俺はただ走ってただけさ……それに比べて、お前は武器をいっぱい持ってたし拳銃を投げたりしてた……重いものを持ってそんなにいっぱい運動したら、疲れるのも当然だぜ！」

　そう、《無双》がすごく重そうな武器をいっぱい持っていることに気づいた竜一は最初からこれを狙っていたのだ。

　解説を聞いた村人達が感嘆の声を上げた。

「す、すげえ！　こんな方法があるなんて！」

「まさか重いものを持って動いたら疲れるなんて想像もしてなかった！　《聖剣》の封印を解いただけのことはあるぜ！」

　沸き上がる村人達。だが、《無双》は息も絶え絶えながらなおも不敵に笑う。

「ぐははは！　だが、それを聞いてなお戦う義理はない！　今日はここまでだ！」

　言うやいなや背し負よっていた武器を捨てて、《無双》は踵きびすを返して走り出した。

　武器を持っていたときと比べてその足取りはあまりにも軽やかだ。これでは竜一には追いつけないかもしれない。

　竜一は足を止めた。そして足元に落ちていた拳銃を拾った。

「そして、お前の間違いはもう一つあるぜ。拳銃は確かに遠くを攻撃できる武器だ。だが、お前の使い方は全然違ったんだ……銃には安全装置ってものがついてる。それを外さないと使うことができないんだぜ」

　かちゃかちゃ、と手元の拳銃を弄いじくり安全装置を外した竜一。そして逃げていく《無双》に向けて構え、

「覚えておきな！　これが拳銃の使い方だぜ！」

　思いっきり、投げた！

　拳銃は回転しながら飛んでいき、《無双》の後頭部にぶつかる。そしてその衝撃で銃弾が暴発！　弾は明後日あさつての方向に飛んでいくが、反動で銃本体が《無双》の頭に強くめり込む！

「ぐわあああああああ！」

　頭を強打された《無双》はその場にどすんと倒れ、動かなくなった。気絶したのだ。

「か、勝ったのか……？」

「すげえ音だ！　四天王が投げたときとは桁けた違ちがいの威力だ！」

　村人達が口々に竜一を褒め称たたえる中、竜一は大きく息を吐いて座り込んだ。

　紙一重の戦いだった。もしも拳銃の使い方を思い出せなければ負けていてもおかしくなかっただろう。

（ありがとう。父ちゃん。俺に、銃の使い方を教えてくれて）

　かつて、父と一緒にアクション映画を見た後、父は興奮気味にモデルガンを持ち出して熱心に使い方を教えてくれた。安全装置の外し方まで教えてくれたところで母に「子供に何教えてるの！」と父は怒られていた。

　あの日の思い出がなければ、竜一は《無双》に負けていただろう。

　物思いにふける竜一の意識は、身体からだに当たる柔らかな感触で現実に引き戻された。

「すごい！　すごいわ、リュウ！　まさか四天王を倒してしまうなんて！　あなたは本物の勇者よ！　村の人達も喜んでるわ」

　ミシェルが竜一に抱きついてきていたのだ。彼女の青い目には、安あん堵どと喜びの涙が浮かんでいる。

　だが、その言葉に竜一の表情は曇った。

「リュウ？」

「まだ、一人倒しただけだぜ。他ほかの奴やつらも倒さないと、皆が平和に暮らせないんだろ？」

　竜一は辺りを見回した。そんなにひどい怪け我がをした人はいないようだが、家などは随分壊されてしまっている。その事実が少し、歯がゆかった。

「だったら、もっと頑張るしかないぜ！」

　竜一の言葉を聞いて、ミシェルは少しだけ心配そうな表情を浮かべた。

「リュウ……！　でも、無理はしないで、四天王は残り……えっと……１、２……」

「三人だぜ」

「そう！　三人もいるのよ！」

　不安そうに竜一の顔を見るミシェル。それを、竜一はまっすぐ見つめた。

「わかってる。でも、やるぜ」

「リュウ……」

　決意を新たにする竜一とミシェル。

　──故に、二人は気づかなかった。いつの間にかミシェルの隣でガサゴソしていた茂みがなくなっていたことに……
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　一人魔王城で留守番だった《最速》の四天王は、武器庫を訪れていた。

（悔しいですが、僕は《無双》のデカブツより弱いですからねェ……しかし、あいつが強い理由はわかりきっていますよォ。それは、武器をいっぱい持っているから！　ということは、僕も武器をいっぱい持てば《無双》より強くなれることは明らかですねェ）

　そう考えたので、とりあえずいっぱい武器を見繕おうと思ったのだ。

　瘦そう身しんを窮屈そうに丸めて、武器を手に取りながら吟味する《最速》。どれを使おうかと考えていたところで、武器庫に新たな人物が入ってきた。

　両手に葉っぱの生えた枝を持った女性、《策謀》である。

「《最速》！」

「おやァ……？　今、声をかけられたような……しかし茂みしかありませんねェ？」

《策謀》は木の枝を捨て、フードを払った。そこには二本の角を生やした妖よう艶えんな美女が現れた。

「《最速》。《無双》がやられましたよ」

「《策謀》、いつの間に？　おや、髪に葉っぱがついていま……《無双》がやられたですってェ!?　一体なぜェ!?」

　瘦身をのけぞらせ驚く《最速》。

《策謀》は恥ずかしそうに髪についた葉っぱを取りながら答えた。

「弱点をつかれたのです。武器をいっぱい持ったまま戦うとすごく疲れる、というね」

　その話を聞いて《最速》の額に、冷や汗が浮かんだ。

「当然と言えば当然、むしろなぜ気づかなかったのか疑問に思うくらいの弱点ですが、まさか人間ごときにそこをつかれるとは……」

「ク、ククッ、そうですねェ！　全く《無双》は情けない奴ですねェ！」

　そう言いつつも切れ長の目を悔しそうに歪ゆがめる《策謀》。

《最速》は《策謀》に気づかれないようにこっそりと選んでいた武器を捨てた。

「しかし己の戦い方の弱点にも気づかないとは《無双》もその程度だったのでしょうね。そう言えば《最速》、あなたはここで何を？」

「クヒャッ！」

《最速》は尖とがった耳をビクリと震わせ、武器を隅の方に蹴けり寄せながらあらぬ方向を向いた。

「そそそ、掃除ですよ！　あまりにも暇でしたからねェ！」

「そんな些さ事じ、誰だれかにまかせておけばいいものを……しかもまだ何か散らかっているではないですか」

　床に転がっている武器に目を付けた《策謀》はそれを拾おうとした。《最速》はそれを遮った。

「と！　とにかく！　《無双》がやられたのであれば次は僕が行かせてもらいましょうかねェ！」

　ダラダラと汗を垂らしながら《最速》がそう言うと、《策謀》の整った眉がひそめられた。

「いいのですか？　《無双》がやられたのですよ。相手の強さは相当のもの……もう少し、様子を見た方が……」

「クックック、無茶をする気はありませんよォ。幸い、《王都から出て右の村》付近には魔族が支配している村がいくつかありますからねェ。正面からぶつかる以外の戦い方を見せてあげようじゃあありませんか。ねェ！」

《策謀》は少し考えてから頷うなずいた。

「ふむ、期待していますよ……しかし、《無双》め。確かに戦闘後半になってくると弱くなってくるとは思っていましたが、あんな弱点があったとは……自分の戦い方の弱点ぐらい把握していればいいものを……そう思いませんか、《最速》？」

《策謀》の言葉に返事はなかった。いつの間にか《最速》の姿が消えていた。

「ふ……やれやれ、《最速》というだけあって気の早いことです。ところで、この武器庫、やたらと色んな武器が散らばっているのですがなぜなんでしょう。まったく、掃除をするならきちんとすればいいのに」

　武器庫の暗がりの中、《策謀》が《最速》の散らかした武器を片付ける音が響き、やがて消えていった。








偏差値10の俺が魔族に支配された村を救えたワケ









　きらびやかな灯あかりに照らされた室内に、たくさんの者達が集まっていた。

　うち、座っているのは二人だけ。残りのたくさんは部屋の中を警備するかのように立っていた。

　座っているうちの片方。でっぷりと太った中年の男が、ワイン片手に卑屈に笑った。

「いやいや、こんな辺へん鄙ぴな村までようこそいらっしゃいました。歓迎いたします、《最速》様」

　彼の身体は人間だが、醜く笑う頭部は豚そのもの。ひと目でわかる、魔族だ。

　座っているもう片方は細長い身体を窮屈そうに丸めた猫背の男──四天王の一人、《最速》だ。

《最速》もまた笑みを浮かべてワインを飲んでいた。

「ククク、辺鄙なんてとんでもありません。僕はここを素晴らしい場所だと思っていますよォ、《傲ごう慢まん》」

　太った男──《傲慢》と呼ばれた魔族は、ブタのように鼻を鳴らして笑った。

「ぶひひ、《最速》様にそう言っていただけるとは幸いです。しかし、本日はどのようなご用件で？　儂わしの支配するこの《王都から出て右の村から出て右の村》を見に来てくださった、ということでしたら本望ですが……」

　瞬間、《最速》の尖った耳がピクリと動いた。だが、それはすぐに笑みの裏に隠され、《傲慢》が気づくことはなかった。

「人間が二人、この村に近づいていましてねェ。あなたにはそれを排除していただきたいのですよねェ」

　その言葉に、《傲慢》は訝いぶかしげに首をひねった。

「ぶひひ？　人間が二人でございますか？　いえ、もちろん不服というわけではございませんが……しかし、そのような些事でわざわざ《最速》様がこちらまでいらっしゃったのですか？」

「些事、ねェ……確かにただの人間であればそうでしょう。が、《聖剣》の封印を解き、あまつさえ《無双》を倒した人間とあれば話は別、ですねェ」

《最速》の口から苦々しげに紡がれた言葉は、《傲慢》を啞あ然ぜんとさせるには十分だった。

「《聖剣》の封印を人間が解いたのですか!?　そ、それに四天王の中でもかなり強いと言われる《無双》様が人間ごときに敗れたと!?」

「えェ、その通りですねェ。驚くべき事態ではありますが……しかし、これはあなたにとっても好機なのではないですかねェ」

「ぶひ？」

　細長い指を弄もてあそびながら、《最速》は張り付いたような笑みを浮かべる。

「《無双》が敗れたことで、四天王に新たな人員が追加される可能性が出てきましてねェ……常々『自分を四天王に加えて欲しい』と言っていたあなたには、またとない機会じゃありませんかね？　無論、今回のことがうまく行けば僕からも口添えさせていただきますよォ？」

　驚きよう愕がくに染まっていた《傲慢》の顔が、みるみるうちに醜い笑みへと歪んでいく。

　口に含んだワインが溢あふれることも気にせず、彼は醜く笑う。

「ぶひひ……そういうことでしたら是非もありません。この《傲慢》が、必ずやその人間を倒してみせましょう」

「ええ、期待させていただきますよォ」

　その言葉を聞くと、用は済んだとばかりに《最速》はマントを羽織り、席を立った。

（クックック……《傲慢》め。四天王に加わりたい、とはいやはや……思い上がりも甚だしいですねェ。あなたのような愚か者に四天王がつとまるとは思えません……せいぜい、この僕が利用してさしあげますよォ）

　そんな内心を誰にも悟らせず、《最速》はその場から去っていく。

　一方、残された《傲慢》はもはや喜びを隠そうともしない。

「ぶひひひ！　ついにこの日が来たぞ！　儂が四天王になれるのだ！　ぶひひひひ！　いつも『今のままではお前を追加したら四天王が四人でなくなってしまう』などとわけのわからんことを言われておったが、今度こそ本当に四天王になれるぞ！」

「しかし、《傲慢》様……一体どのようにしてその人間どもを倒すおつもりで？」

　部屋を警備していたたくさんのうちの一人が問いかけると、《傲慢》は上機嫌に笑いながら答えた。

「ぶひひ……なぁに、どれだけ賢いといえど所しよ詮せんは人間。この村の奴やつらと同じく、儂の手にかかればひとひねりよ」

「しかし、相手はあの《無双》様を倒したのですよ？」

「《無双》ゥ??　あんな奴は所詮タダの武術バカよ！　バカ正直に戦いを挑むなど、愚かな人間と同レベル！　儂が本当に賢い者の戦い方──数の力という奴を見せてやるわ！　ぶっひっひっひっひっひ！」
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　竜一達が王都に戻り、《四天王》全員を倒したいという決意を伝えると、賢者は驚愕を露あらわにした。

「リュウ様!!　確かに、《無双》を倒せたリュウ様ならば、他ほかの四天王を倒せるかもしれません。ですが、危険です！」

　慌てて竜一を止めようとする賢者に、竜一は首を横に振った。

「確かに危険かもしれない……だけど、放ほうっておいたら皆が困るんだぜ？　だったら俺が倒してくるぜ！」

　賢者は困り果てた表情でミシェルを見た。だが、彼女もまた竜一と同じ思いを胸に抱いているようだった。

「お父様、リュウの決意は変わりません。そして、私も」

　二人の確固たる決意の言葉。それを聞いた賢者は、少しだけ悩んだ後に諦あきらめたように頷いた。

「わかりました。そうまで言われるのでしたら止めません。リュウ様がご不在の間、王都のことはおまかせください。この賢者ラシェル、10まで数えることしかできませんが、精一杯留守を守らせていただきます」

「ありがとう、おっちゃん！」

　竜一は笑顔で礼を言ったが、賢者の表情は晴れなかった。

「リュウ様、四天王達は王都を出てずっと右に行った場所にある《魔王城》に居ると言われています。しかし……お気をつけください、《魔王城》への道は途中で曲がっていたり二つに分かれていたりして、とても迷いやすいのです」

　賢者の忠告に、ミシェルが自信ありげに胸を張った。

「大丈夫です、お父様。私、道案内は得意ですもの」

　賢者はそんなミシェルの様子に、髭ひげを撫なでながら小さくため息をついた。

「ミシェル、お前はまだ若いのに右と左がちゃんとわかる聡そう明めいな子だが、少しばかり調子に乗りやすいところがある。リュウ様の言うことをよく聞いて、注意深く行動するようにな」

「お父様は心配性ね。大丈夫よ。ね、リュウ？」

「おう！　ミシェルは頼りになるぜ！」

　父の忠告もミシェルはどこ吹く風だ。

　賢者は少しだけ不安げな表情を浮かべたが、それ以上は何も言わなかった。

　こうして、竜一とミシェルは四天王を倒すため、果てしなく右へと続く旅へと向かったのだった。
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　道中で魔族と出くわすこともなく、王都から出て右へと続く旅路は平穏そのものだった。

　穏やかな日差しを浴び、他愛もない話をしながら二人は歩き続けた。

「そう言えばミシェル。ミシェルの名字は何ていうんだ？」

　そんな中で出てきた竜一の問いに、ミシェルはきょとんとした。

「リュウ、『ミョウジ』って何？」

　逆に問い返されて、竜一は考えながら答える。

「名字が何かって？　えっと……ほら、俺の名前は『田中竜一』だろ。その『田中』のところが名字なんだぜ」

「『タナカ』が『ミョウジ』なの？　でも、私の名前には『タナカ』ってついてないけど……」

　ミシェルが首をかしげると、竜一は難しい顔で唸うなった。

「名字は『田中』だけじゃなくていっぱいあるんだけど……ううん、なんて言えばいいのかな……難しいぜ」

　竜一の中身はあくまで小学生男子である。難しいことを説明するのはやっぱり難しいのだ。

　腕を組んでウンウン唸る竜一を見て、ミシェルはクスクスと笑った。

「『リュウ』にも難しいことってあるのね。なんかちょっと安心したわ」

「そりゃあ、俺だってまだまだわからないことだらけだぜ！　父ちゃんみたいに物知りになれるように頑張ってるんだぜ？」

　そう言ってぐっと拳こぶしを握る竜一。

　そんな竜一の姿が意外だったのか、ミシェルは目を丸くした。

「リュウはそんなに頭がいいのに、まだまだ頑張ってるのね」

「おう！　母ちゃんが言ってたぜ『人間は一生勉強だ』ってな！　だから俺も毎日頑張ってるんだぜ！」

「すごいわ……私がリュウぐらい頭が良かったら、それだけで満足しちゃいそうなのに」

　嘆息するミシェルに、竜一は難しい顔で言った。

「うーん、満足っていうんじゃなくて……新しいことを知るのが楽しいっていうか……ううん、やっぱり難しいぜ」

「ふふ、今日のリュウは難しいばっかりね」

「面目ないぜ」

　そんな他愛もない話をしながら歩いていると、なにやら二人の耳に何かをこするような音が聞こえてきた。

　竜一は耳に手を当てて辺りを見回した。どうやら、彼の正面。この道の先から音は聞こえてくるようだった。

「ミシェル。これ、何の音だかわかるか？」

「ううん。わからない……この先にあるのは《王都から出て右の村から出て右の村》だけど……前に来たときは、こんな音はしていなかったと思う」

　その言葉に、竜一は表情を引き締めた。竜一のただならぬ様子に、ミシェルも気を引き締める。

　竜一は腰の《聖剣》をいつでも抜けるように手をかけながら、ミシェルはその背後に隠れながら、慎重に道を進んでいく。

　先へ進むにつれて、音はだんだん大きくなっていった。

　やがて、二人は《王都から出て右の村から出て右の村》へとたどり着いた。

　村に人ひと気けはない。ボロボロの家が立ち並び、ただ二軒、村の中心にある金ぴかの悪趣味で豪華な屋敷と、その隣に建てられた大きな倉庫のような建物だけが整備されているようだった。

　建物の外を歩いている者は居ないが、大きな倉庫から響く音がそこに人が居るであろうことを示していた。

「何の音なんだぜ？」

　竜一は倉庫に近づいていった。

　倉庫の表に回り、扉をノックしようとしたところで、ふいに誰だれかが竜一に声をかけた。

「お止やめなさい。そこを開くのは危険です……」

　声をかけたのはよぼよぼの老人だ。しわくちゃの顔を歪ゆがめながら、老人は言葉を続けた。

「どこのどなたかは存じませぬが、悪いことは言わないから立ち去りなさい。この村は《傲慢》と呼ばれる魔族に支配されているのです……」

「魔族に支配されてるだって!?」

「そんな！　王都にはそんな話、伝わってきてないわ！」

　驚愕する二人に、老人は無理もないと言いたげに首を振った。

「村の者達は倉庫の中に集められ、毎日無理やりひどい目に遭わせられているのです……王都に連絡しに行く余裕などありません……」

「ひどい目だって！」

　老人は倉庫の窓を指差した。

「こっそりと、中を覗のぞいてみなさい……」

　促されるままに、竜一とミシェルは窓から倉庫の中を覗き込んだ。

　倉庫の中にはたくさんの人間とたくさんの魔族が居た。魔族達は手に鞭むちを持ち、人間達を睨にらんでいる。

　倉庫の真ん中には太い大きな柱が立っており、柱からは何本もの持ち手のような横木が突き出ていた。人間達はみなその横木を押し、ぐるぐると柱を回していた。

「おらおらァ！　人間どもォ！　回す速度が遅くなっているぞ！」

「はぁ……はぁ……そんなことを言われても……一体何で、俺達はこんな棒をぐるぐる回しているんだ……」

「なにィ！　逆らおうと言うのか！」

「はぁ……はぁ……せめて……理由を……」

「俺達は知らんがきっと《傲ごう慢まん》様には深い考えがあるに違いないのだ！　わかったらもっとぐるぐる回せェ！」

「ひぃ……」

　柱をぐるぐるする速度が落ちると、魔族が鞭で地面を叩たたいて人間達を脅していた。

　脅された人間達は柱をぐるぐるする理由もわからず、ただひたすらぐるぐるし続けるしかないのだった。

　あまりの光景に、ミシェルは口を押さえて嘆いた。

「そんな……！　何をさせられてるのかよくわからないけどひどいわ……！」

　竜一も《聖剣》にかけた手がわなわなと震えている。

「こんなよくわからないことをさせるなんてひどすぎるぜ！」

「ええ……ですが、いくらよくわからないことをさせられようとも、我々は歯が立たないのです。なにせ、魔族がたくさん居ますので……」

　言われて、竜一はもう一度倉庫の中を見た。

「いち、に、さん、し、ご……本当だ。結構たくさん魔族が居るぜ」

「でしょう？　一人や二人の魔族なら、こちらも大人が一人二人居れば追い払うこともできます。しかし……あんなにたくさん魔族が居ては、どうしようもありません……」

　老人は沈痛な面持ちでつぶやき、真剣な眼まな差ざしで竜一とミシェルを見た。

「さあ、早く立ち去りなさい。魔族に見つかれば、あなた方もよくわからないことをさせられます。今なら、まだ見つからずに済みます」

　ミシェルと竜一は顔を見合わせ、頷うなずいた。

「いいや、立ち去らないぜ！　俺達はこういう状況の人達を助けに来たんだ！」

「なんと……お気持ちは嬉うれしいです。ですが……あなたはまだ若い。できることは……」

　いくら力強い言葉を言っても竜一は小学生だ。老人は言葉を選んで竜一の提案を断ろうとした。

　だが、そんな老人をミシェルの言葉が遮った。

「安心してください、おじいさん。リュウは《無双》の四天王を倒したんですよ！　今度もきっとへっちゃらだわ！」

　ミシェルの言葉に、老人はしわくちゃの顔の奥で目を見開いた。

「し……四天王を……!!」

　老人の驚いた様子に、竜一は自慢げに胸を張った。

「おう！　倒したぜ！　そういうわけだから、安心してくれよな！」

「し、しかし……あれだけたくさんの魔族が居るのですぞ。いくら四天王を倒せるほどのお方とは言え難しいのでは……」

　竜一は思案げに首をかしげた後、小さく首を振った。

「うーん、まだなんとも言えないぜ。他ほかの人達に話を聞きたいんだけど、みんなずっとよくわからない棒をぐるぐる回させられてるのか？」

「いいえ、棒をぐるぐるするのは昼の間だけです。夜は人も魔族もみな眠くなるので、監視もなくなりぐるぐるする必要もなく、みな家で寝ております」

「じゃあ、夜になったらみんなを集めてくれないか？」

「お安い御用ですとも！」

　老人は微かすかに震えながら、力強く頷いたのだった。
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　その日の夜。

　日が沈むと、魔族達は豪華な家へと去っていた。監視の目がなくなった隙すきをついて、竜一は村人達を村の広場に集めた。

　集められた村人達の顔には疲労が浮かんでいる。無理もない。毎日よくわからない棒をぐるぐる回させられているのだ。疲れもたまるだろう。

　それでも、彼らはリュウの話を聞くために、疲れた身体からだをおしてここまでやってきてくれたのだ。

「おお、あなたが《聖剣》の封印を解かれた新たな王様なのですか!?」

「それに《無双》の四天王を倒したなんて……」

「どうか我らをお助けください！」

　村人達は竜一を取り囲み、口々に言葉を投げかけた。

　一斉に話しかけられ、竜一は困ったような顔をした。

「落ち着いてくれよ。いきなり色々言われても困るぜ。俺はまだ皆の名前も知らないんだぜ？」

　おお、と村人達は頷き、口々に名乗り始めた。

「私はこの村の村長、マイケルでございます」まず最初に初老の男性が名乗った。

「俺は村長の弟のマイクだ」続いて村長に似ているが髭ひげが生えた男が言った。

「僕はマイケルの息子で村一番の働き者ミケル」村長を若くして髭を生やしたような男はそう言って力こぶを見せた。

「ワタクシはマイクの友人のマイソン」「マイソンの祖父のバイソンでございます」「ミケルの兄のミハエル」「マイセン」「マイゼル」「マイケル」

「待てぃ！」

　自己紹介をしていた村人達は、突然上がった叫び声に言葉を止めた。

「誰だ！」

　いつの間にか、広場の入り口に一人の男が立っていた。身長は竜一と大差ないが、月夜に映える漆黒のマントと格好いい装飾の施された仮面が只ただ者ものではない雰囲気を醸し出している。

「私はツッコミの使者、ツッコミ仮面！　今の自己紹介に三つ！　ツッコミどころがあった！」

　ツッコミ仮面は指を三本立て、村人達と竜一とミシェルに突きつけた。

「一つ！　いきなりそんなに言われても普通は覚えられない！」
















　ミシェルが確かに、と頷いた。

「二つ！　途中から自己紹介がループしていたぞ！　二回は！　自己紹介しなくていい！」

　竜一がそう言えばと頷いた。

「そして三つ！　同じような名前が！　多すぎる！　紛らわしいわ！　覚えられるか！」

　村人達がそう言われても……と思いつつ頷いた。

　ツッコミ仮面が立てた三本の指が全部折られたところで、竜一が口を開いた。

「ところで、あんたは誰なんだぜ？」

　四つ目のツッコミどころであった。

　その疑問に答えたのはツッコミ仮面ではなかった。

「リュウ、知らないの？　ツッコミ仮面様よ！」

　驚きを露あらわにしたミシェルに、竜一は首をかしげた。

「ツッコミ仮面様？」

「そう、どこからともなく現れてはツッコミを入れていくツッコミの使者よ。そのツッコミのあまりの的確さから、賢者をも上回る知性を持つのではと言われているわ」

「そうなのか、すごいぜ！」

　キラキラした目で竜一はツッコミ仮面を見た。

　竜一と目が合うと、ツッコミ仮面は何かに悩むように暫しばし言葉に詰まった。

「ん、どうしたんだ？　俺の顔に何かついてるのか？」

　竜一が首をかしげると、ツッコミ仮面はマントの裾すそで顔を隠しながら首を振った。

「君は…………いや、まだ早いか……もし、君が旅を続けるのならば、また会う機会もあるだろう。ツッコミすべき場面があれば私は現れる」

「そうなのか！　ツッコミがある場所に現れるなんて大変だぜ！」

　この場で最も頭の良い二人のやり取りにツッコミを入れられるものは誰も居なかった。

「願わくば、君がツッコミに目覚めんことを。では、さらばだ！」

　ツッコミ仮面はそれだけ告げると、マントを翻しどこへともなく去っていった。

「まさか本物のツッコミ仮面様に会えるなんて……感動ね」

　ミシェルと村人達は手を振ってツッコミ仮面を見送った。

　そんな中、ただ一人、竜一だけが顎あごに手を当てて何かを考えていた。

　彼が思い出しているのはツッコミ仮面のツッコミだ。

（そして三つ！　同じような名前が！　多すぎる！　紛らわしいわ！　覚えられるか！）

　何かが頭の隅に引っかかっている。ここに、答えがある、竜一の直感がそう告げていた。

　竜一が唸うなりながら頭をひねっていると、村人が心配そうに声をかけてきた。

「リュウ様、大丈夫ですか？」

「おっと、大丈夫だぜ。村長のマイクさん」

「マイクは俺ですが村長のマイケルはあっちです」

　マイクが村人の方を指差した。そこには村人がたくさん居たが、みんな同じような名前で誰だれが誰だか竜一は今一覚えきれていなかった。

「……ん？　覚えきれない。多すぎる……もしかして……」

　竜一は何かがひらめいたように手を叩き、多分村長であるおそらくマイケルと思われる人に声をかけた。

「マイケルさん！　この村はなんで魔族に征服されてるんだっけ？」

「それは……魔族がたくさん居てとても逆らえないからです」

「その魔族って、昼間あのよくわからない棒のところに居た奴やつで全員か？」

「いいえ、魔族達のリーダーである《傲慢》だけは居ませんでした。奴はいつも自分の部屋に籠こもって偉そうにしているのです」

　マイケルの返答に、竜一はニヤリ、と笑った。

「そうか、魔族が『たくさん』居る……それが鍵かぎだったんだ！」

「何がわかったの、リュウ？」

　ミシェルに問われて、竜一は力強く頷いた。

「ああ！　これなら、魔族に勝てるぜ！」

　ミシェルの問いに竜一が答えると、辺りの村人達が驚きにざわめいた。

「なんだって！　もう解決方法を思いつくなんて！」

「一体どんな解決方法なんですか!?」

　村人に問われて、竜一は強く頷いた。

「昼間、じいちゃんが言ってたよな。一人二人の魔族だったら、大人が一人二人居れば追い払える。でも、魔族がたくさん居るから何もできないって」

「はい。その通りでございます」

「つまりそれは、こっちが魔族よりたくさん居ればあいつらを追い払える、ってわけだ」

　村人達にとっては難しい話だった。だが、それでも彼らは未来を作るため必死になって竜一の説明に食らいついていった。

「ええっと……はい、そうであるかと……ですが、魔族はあんなにたくさん居るのですよ？　こっちがもっとたくさん居るなんて……どうやってそんな……」

　不可能だ、と言わんばかりの村人達。だが、竜一は揺るがなかった。

「いいや、少し工夫すれば、すぐに証明できるはずだぜ」

　まるで魔法のような話だ。だが、それでも、まっすぐに村人達を見る竜一の視線に、噓うそはないように思えた。

「じゃあ、じゃあ、その方法を使えば……」

　少しずつ、村人達の間に熱が伝でん播ぱしていく。だが、一つだけ懸念事項がある。竜一はそれを村人達に告げた。

「ただし！　一つ条件があるぜ」

　何か、と村人達は竜一に不安げな視線を向けた。

　竜一は村人達を見回し、ゆっくりと言葉を紡いだ。

「この村を救うためには、俺だけの力じゃ足りない。みんなが協力してくれないとダメなんだ。みんな、力を貸してくれるか？」

　その言葉に、村人達は顔を見合わせた。

「そう言われても……あんまり難しいことは、できないかもしれないし……」

　不安げな表情を浮かべる村人達、彼らに向けて、竜一はなおも言葉を続けた。

「失敗とか、怖いかもしれないけどさ。でもやらなくちゃできるかはわからないんだぜ？　やってみたら、案外簡単かもしれないんだ。だから、頑張ってみようぜ！」

　ぽつり、ぽつり、と村人達は迷いながら頷いた。

　やがて、村人の全員が竜一の提案を受け入れた。それを受けて村長のマイケルは竜一にたずねた。

「それで、我々は何をすればいいのです」

　竜一は頷き、答えた。

「よし、まずは一列に並んでくれないか？」





────






　村で一番豪華な屋敷にて。

　今日も今日とて一日人間どもを虐げていた魔族達は、日も沈んだのでそれぞれの部屋ですやすやと寝ていた。

　この村を征服する魔族のリーダーである《傲ごう慢まん》も同じく、自室のベッドで惰眠を貪むさぼっていた。

　だが、突然部屋へと入ってきた兵士により、彼の安眠は破られた。

「《傲慢》様！　たいへんです！」

「ええい、こんな夜更けになんの用だ！　くだらんことだったら貴様もあのよくわからないぐるぐる棒を回させるぞ！」

　起こされた《傲慢》は眠い目をこすりながら不機嫌そうに答えた。

　魔族の兵士は焦った様子で《傲慢》に告げる。

「人間どもが反逆してきました！　屋敷の前に人間達が集まってきています」

　動揺する兵士とは対照的に、《傲慢》はその報告を聞いても眠そうな態度を崩さなかった。

「なぁにが反逆だ。愚かな人間どもの弱点はわかっておる、さっさと追い払え」

「それが……」

　言いよどむ兵士の態度に業を煮やし、《傲慢》はナイトキャップを剝はぎ取ると豚鼻を鳴らしながら立ち上がった。

「ええい、もうよい！　儂わしが直々に人間どもを追い払ってくれるわ！　罰として貴様にぐるぐる棒を回させるのはその後だ！」

「ひ、ひぇっ！　どうかお慈悲を……」

　へなへなとへたり込む兵士を引きずりながら、《傲慢》はその豚頭から荒い鼻息を吐き出しつつ、屋敷の外へと出た。

　屋敷の外には村人達が集まっている。彼らは横一列に並び、屋敷と魔族達を睨にらんでいる。

　たくさんの魔族達もまた村人達を睨んでいるが、怯ひるむ様子のない村人達の様子に困惑を隠しきれていない。

「愚かな村人どもめ！　何をやっている！　こんなことをしてただで済むと思っているのか！」

《傲慢》が一喝すると、村人達はびくりと肩をすくめた。

　その様子に、やはり人間どもは愚かだ、と傲慢は鼻をぶひぶひと鳴らして笑った。

「ふん、今は儂らも眠い。今ならまっすぐ帰らせてやる。明日あしたはぐるぐる棒をいつもよりいっぱい回させるからな、覚えておけ！」

　だが、怯おびえつつも村人達は帰る様子がない。

《傲慢》はより苛いら立だちを露わにし、口の端からつばを飛ばして叫んだ。

「どうした！　お前らの前にはこれだけたくさんの魔族が居るのだぞ！　怖かったらさっさと帰れ！」

「おっと、騙だまされないぜ！」

　村人達の列から一人の男が前に出た。竜一だ。

「なにぃ？　何が騙されないだぁ？」

《傲慢》は苛立たしげに鼻を鳴らした。そんな《傲慢》に、竜一は勢い良く指を突きつけた。

「お前たちがたくさん居るだって？　もう騙されないぜ！　そのために、みんな横一列に並んでいるんだぜ！」

《傲慢》は竜一の言葉を鼻で笑った。

「ぶひひ、横一列に並んだからって、何ができるというのだ！」

「それが知りたければ、お前達も横一列に並んでみな！」

「ぶひひ、良かろう。ちょっとした余興だ。お前ら、横一列に並んでみろ」

《傲慢》に促され、魔族達も横一列に並んだ。

　たくさんの魔族が横一列に並んだ光景は壮観だ。村人達の中には、恐怖のあまり叫び出しそうになる者も現れた。

　だが、最初に上がったのは恐怖の叫びではなかった。

「あれ？　魔族はあんなにたくさん居るのに、並んでみるとまるで村人よりも列が短いわ？」

　ミシェルの指摘に、村人達と魔族達双方からどよめきが上がった。

「な、何をバカなことを！」

「だって、横一列に並んで向かい合ってみるとわかりやすいけど、村の人達の列の方が魔族の列より長いわ！」

　確かに、ミシェルの言う通り村人達の列の方が魔族達よりも長かった。

「こ、これはどういうことなんだ……!?」

「だって魔族はあんなにたくさん居たんだぜ……!?」

　口々に疑問をのべる村人達、竜一は胸を張ってそれに答えた。

「なあ、ミシェル。前におっちゃんが言ってたよな『この国の住民のほとんどは『１、２、たくさん』までしか数えられません』ってさ」

「ええ、そうよ。だけどそれが何なの？」

「単純なことさ、みんな魔族が二人より多いから『たくさん』だと思いこんでいただけなんだ！　村の人達の方が『もっとたくさん』いるのにな！」

　竜一の言葉に、村人達は感嘆の声を上げた。

「そうか……たくさんはたくさんだから、てっきり魔族はすごくたくさん居てどうしようもないと思っていた……」

「だけど、俺達の方が『もっとたくさん』居たなんて……考えもしなかったぜ……」

「すげえ！　さすが新王様だ！」

　沸き立つ村人達、それを見て《傲慢》は歯ぎしりをした。

（ぶひぃ!?　まさか人間達が自分達の方がたくさん居ることに気づくとは！　そしてそれに気づかせるためにあえて人間どもと我々を一列に並ばせて長さを比べるとは、なんという策略！　……こ、この男、儂の手には負えんぞ！）

　脂汗をかく《傲慢》。そして自分達の方が少ないことに気づいて震える魔族達。

　彼らを見て、竜一は高々と宣言した。

「さあ、どうする？　この村を解放して出ていくなら、こっちも手荒なことはしないぜ？」

　魔族と村人達の睨み合いは長くは続かなかった。

　夜明けを待たずに魔族は村から出ていった。

　もう二度と、村によくわからない棒をぐるぐる回す音が響くことはなかった。

「やったぜ！　村長のマイソンさん！」

　竜一がそう言って村長の肩を叩たたくと、村長は答えた。

「マイソンは甥おいの名で私はマイケルです」

「おっと、そうだったぜ……ううん、おんなじような名前で覚えづらいなあ。なんでみんなこんなに似たような名前なんだぜ」

　竜一がたずねると、村長は困ったように答えた。

「こればかりは仕方ないのです。家族は家族とわかるように、似たような名前を付けるようにしているので……」

「そっか……こういうときこそ名字があればいいんだけどな……」

　竜一がつぶやくと、隣で話を聞いていたミシェルが首をかしげた。

「こないだも『ミョウジ』の話をしていたわよね、リュウ。確か……『タナカ』が『ミョウジ』なんだっけ？」

　ミシェルの言葉に竜一は頷うなずいた。

「そう。俺の名前は『田中竜一』で、『田中』さんちの『竜一』って意味なんだぜ」

　しばらくミシェルは考え、そして何かに気づいたようにぽんと手を打った。

「あ！　わかったわ！　『ミョウジ』は家族の名前なのね！　それがあれば、同じような名前をつけるようにしなくていいってことなのよ！　ね、村長のマイセルさん！」

「マイケルです。しかし、なるほど……それは確かに良い案ですね。さすがは新王様！　お許しがいただければ、是非我が村でも『ミョウジ』というものを導入してみようと思います」

「おう！　頑張ってくれよマイセンさん！」

「マイケルです。早速村人達に伝えてきます」

　村人達へと向かっていくマイケルを見送りながら、竜一は難しい顔をした。

　それに気づいたミシェルは、首をかしげて問いかけた。

「どうしたの、リュウ？」

「俺が名字があった方がいいって思ったのは、そもそもツッコミ仮面が『紛らわしいわ！』ってツッコんだからだ。それに、村の人の方が魔族よりいっぱい居るのに気づけたのもツッコミ仮面のツッコミのおかげだ。つまり、ツッコミ仮面は村人がすごくいっぱい居ることにも、みんな似たような名前だとおかしいってことにも気づいていたんだ……」

　ぽつぽつと紡がれる竜一の言葉の重大さは、ミシェルを戦せん慄りつさせるには十分だった。

　竜一ですらツッコミ仮面のツッコミがなければ気づけなかったことに、ツッコミ仮面は最初から気づいていた可能性がある。

　それはつまり、ツッコミ仮面は竜一に匹敵するほどの知恵者かもしれない、ということだ。

「敵か味方かツッコミ仮面……何者なんだぜ……」
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　月明かりの下、ひらひらと白い蝶ちようが舞っている静かな夜。

　静寂を破るように、ドスドスと鈍い足音が夜よ闇やみの中に響いていた。

「ぶひっぶひっ！　ま、まさかあの人間があんなに頭が良いとは！　聞いてないぞ！」

　でっぷりと太った腹を揺らし、息を切らしながら、《王都から出て右の村から出て右の村》を追い出された《傲慢》と配下の魔族達は走っていた。

「ええい！　何もかも台無しだ！　これも全すべて《最速》がこんな仕事を押し付けたせいよ!!」

　憤ふん懣まんやるかたないといった様子で走る《傲慢》。

　闇の中を舞う蝶が、ふっと《傲慢》の頰ほおを撫なでた。《傲慢》はそれを苛立たしげに振り払おうとする。

「おやおや、よく聞こえなかったのですがァ……誰だれのせいと言いましたかねェ？」

　その背中に、冷ややかな声がかけられた。

　月明かりの下、細身の男が立っている。魔族四天王の一人、《最速》だ。

「さ……《最速》様!?　いつの間に……」

　病的に白い肌を幽霊のように闇夜に浮かび上がらせながら、《最速》は嘲あざけるように笑った。

「ヒッヒッヒ、私を誰だと思っているのです？　《最速》の四天王ですからねェ。気づかぬうちに追いつくなど、あまりにも容易たやすいことで……さァて、もう一度聞きますよ《傲慢》。誰のせいと言ったんですかねェ？」

　ぐ、と言葉につまる《傲慢》。その姿を見て《最速》は深くため息をついた。

「《傲慢》、あなたには失望させられましたよォ。この件はしっかりと、《魔王》様に報告させていただきます。あなたが四天王になる道は閉ざされたと言っていいでしょうねェ、ヒッヒッヒ……」

「ぐ……ぐぐ……」

《傲慢》は苦しげに呻うめくと、やけになったように声を上げた。

「ええい！　こいつを捕らえろ！　《魔王》様に報告されたら我々はおしまいだぞ！　こいつさえ居なければどうとでもごまかせる！　捕らえろ！　捕らえろ！」

　言われるがままに《最速》を取り囲む部下達。だが、《最速》は冷ややかな笑みを崩さない。

　彼はゆらりと片手を上げ、そして……

「──」

　何事か、言葉を発した。

　たったそれだけで、《最速》の姿はまるで煙のように消え去っていった。

「ば……馬ば鹿かな……どこに行ったというのだ!?」

《傲慢》達は辺りを見回すが、ひらひらと飛ぶ蝶以外の影はない。

「これが……これが四天王の力なのか……？」

　やがて彼らは諦あきらめたように膝ひざをついた。

　蝶はひらひらと身体からだを風に揺らしながら、やがてどこかへと去っていった……
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ツッコミ仮面おにいさん「よいこのみんなー、こーんにちはー。ツッコミ仮面のおにいさんだよー。い世界人でもわかることわざ教室の時間だよ！

　今日はい世界の皆と一緒に、ことわざの勉強をしていこうね！

　まず最初に勉強することわざはこれ！　『朝ちょう三さん暮ぼ四し』だよ！　みんな、わかるかなー？」

ミシェルちゃん「うーん、難しくてわからないわ」

ツッコミ仮面おにいさん「じゃあ、ヒントをあげよう。

　これは『朝に三個、夕方に四個もらってたおやつを、朝に四個、夕方に三個もらえるようになったら朝の数が増えたって喜んだ』っていう昔話から作られたことわざなんだ」

ミシェルちゃん「？？？　朝にもらえる数が増えたからいいことなんじゃないの？」

りゅういちくん「いいや、違うぜミシェル！　朝に三個、夕方に四個だと３足す４で七個。朝に四個、夕方に三個だと４足す３で七個！　つまり一緒なんだぜ！」

ミシェルちゃん「ほんとうだわ！」

りゅういちくん「つまり、このことわざの意味は！」

ツッコミ仮面おにいさん「お！　さすがりゅういちくん！　わかったのかな？」

りゅういちくん「足し算ができないと困る！　だぜ！」

ツッコミ仮面おにいさん「もう少し視野を広く持って欲しいな！」





○朝三暮四：目先のことにとらわれて本質が見えていないということ






ツッコミ仮面お兄さん「えーっと、次のことわざは『二に兎とを追う者は一兎をも得ず』だよ。わかるかなー」

《むそう》くん「ぐふふふ……この《無双》様の手にかかればこの程度楽勝よ」

ツッコミ仮面おにいさん「おっ！　《むそう》くん、じゃあどういう意味か答えてみようか」

《むそう》くん「人間は一本しか武器を持てないから、二匹の兎を追いかけても一匹の兎しか捕まえられぬということよ！」

ツッコミ仮面おにいさん「う……ん！　ちょっと引っかかるけど！　でも！　近い！　つまり、それがどういうことかというと!?」

《むそう》くん「しかしこの《無双》様は両手に武器を持てるから二匹の兎も捕まえられるのだ!!」

ツッコミ仮面おにいさん「視野を！　広く！　持とうか！」





○二兎を追う者は一兎をも得ず：欲張ると損をするということ






ツッコミ仮面おにいさん「……ええっと、次は『一石二鳥』だけど、わかる人は……」

《むそう》くん「はい！」

ツッコミ仮面おにいさん「嫌な予感しかしない！」

《むそう》くん「一個しか石がないのにどうやって二羽の鳥を攻撃するのだ……まったくわからん……」

ツッコミ仮面おにいさん「しかもわかってねえのかよ！」





○一石二鳥：一つの行為で二つの利益を得ること






ツッコミ仮面おにいさん「『猿も木から落ちる』なんだけど」

りゅういちくん「これはわかるぜ！　木登りの上う手まい猿だって木から落ちることがあるってことだろ！」

ツッコミ仮面おにいさん「お！　さすがりゅういちくん！　それじゃ今度こそ！　つまりどういう意味？」

りゅういちくん「どんなものだって落ちることがある……つまり万有引力！」

ツッコミ仮面おにいさん「リンゴか!!」





○猿も木から落ちる：上手な人も失敗することがあるということ






ツッコミ仮面おにいさん「はぁ……はぁ……ことわざ教室のはずなのにツッコミしてばっかじゃないか……ツッコミ切れないぞ……ええと、次は」





○多事多端：するべき仕事が多いこと






ツッコミ仮面おにいさん「やかましいわ！」








偏差値10の俺が《最速》を倒せたワケ









《傲ごう慢まん》を追い払ってから、村では一晩中、宴うたげが開かれていた。

　人々は大いに喜び、歌い、浮かれた。

「リュウ様！　これも全てリュウ様のおかげです！」

　村人達が次々感謝の言葉を告げてくるので、竜一はこそばゆそうに顔を赤くした。

「へへっ、あんまり褒められると照れるぜ。それに、あいつらを追っ払えたのは俺だけの力じゃない。みんなが協力してくれたからだぜ！」

　竜一の言葉を謙けん遜そんと取ったのだろう。村人はとんでもないと首を振る。

「そんな。我々はただ一列に並んだだけ、全てリュウ様のお力です」

　その言葉を聞き、竜一はすっと目を細めた。

　思い出すのは元の世界の小学校での事、竜一がまだ低学年だった頃ころの思い出だ。

　低学年だった竜一達は、先生の指示にも従わず一列に並べなかった。そして怒られた。

　すごく怖かったな、と竜一は思う。女子は何人か泣いていたし、竜一もちょっと泣きそうだった。

　そのときのことと比べれば……村人達がしたことが簡単などとは言えなかった。

「『ただ一列に並ぶ』。それができるのは、十分すごいことなんだぜ」

「しかし、この方法を考えてくださったのはリュウ様ですし……」

　今一つ納得がいかない、という風に村人はつぶやいた。リュウはその肩にぽんと手を置いた。

「でも、俺一人が一列に並んでもあいつらには勝てなかったんだぜ？」

　竜一の言葉に村人達ははっと目を見開いた。

　魔族を追い払うために一列に並ぶ、というのを考え出したのは竜一だ。

　しかし、竜一だけが一列に並んでも一人しかいないので魔族を追い払うことはできない。

　魔族を追い払えたのは、村人がたくさん居たからなのだ。

「俺は俺にできることをやって、みんなはみんなができることをやった。全部その結果だぜ！」

　……少し離れた場所で、村人と竜一のやり取りを眺める者が居た。

　ミシェルだ。彼女は一人、竜一のことを見ていた。

（やっぱりリュウはすごい。頭もいいし、リュウの言葉はみんなを元気にしている……新しい王様にふさわしい……）

　そこで、ミシェルは少しうつむいた。

（それに比べて、私はどうかな……私にできたのは、リュウを道案内することぐらい。他ほかに道案内できる人が居たら、私なんて必要ないのかもしれない……）

　ぐるぐる、ぐるぐる、と、難しい問いがミシェルの頭の中を渦巻いた。

　竜一ぐらい頭が良ければ、この問いに答えが出せるのかもしれない、とミシェルは思った。でも、ミシェルは竜一ほど頭が良くない。だったら無理だ、とミシェルは諦めようとした。

「どうしたんだぜ、ミシェル？　元気ないな」

　ふと、竜一がミシェルの顔を心配そうに覗のぞき込んだ。

「ううん、なんでもないの。リュウは、私なんかよりずっとすごいな、って」

　ミシェルがそう言うと、竜一は大きく首を横に振った。

「だから違うって！　俺はただ、俺にできることを考えて、やってみただけだぜ。どっちがすごいとかじゃない。ミシェルには、ミシェルにしかできないことがあるんだぜ！」

「私にしか、できないこと……？」

　道案内はミシェルにしかできないことではない。ならば、それはなんだろう。ミシェルは竜一に聞こうとし、思いとどまった。

（リュウはなんでもできるからすごいんじゃない。自分にできることを考えたから、すごいんだ。だったら私も、私にできることを考えなくちゃいけない……）

　ミシェルは笑顔を浮かべ、頷うなずいた。

「ありがとう。リュウ」

「これぐらいどうってことないぜ！　ミシェルも、何かあったら言ってくれよ。俺で良ければ力になるぜ！」

「うん。ありがとう、リュウ。私はもう大丈夫だから、村の人達と話をしてあげて」

　竜一はなおも心配そうだったが、ミシェルに促されて村人達の輪の中に戻っていった。竜一を見送ってから、ミシェルはもう少しだけ考えてみることにした。
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　一夜明けて。

《王都から出て右の村から出て右の村》はまだ興奮冷めやらぬ様子であった。

　村人達は竜一にもっと滞在することを望んでいた。だが竜一は、

「悪いな、皆。俺は四天王を全員倒さなくちゃいけないんだ！」

　と譲らなかった。

「わかりました……。残念ですが、仕方ありません」

　竜一の態度についに村長が根負けし、せめて、ということで村の入り口まで村人総出で見送りにきたのである。

「ですが、また機会があれば是非お立ち寄りください。この村長のマイケル……いえ、ヤマダ・マイケル。リュウ様にいただいた『ミョウジ』に誓って、精一杯おもてなしさせていただきます」

「おう！　楽しみにしてるぜ！　おっちゃん、それまでに名字を漢字で書けるように練習しといてくれよな！　こうだぜ！」

　竜一はそう言ってサラサラと地面に『山田』と書いた。

　村長のマイケル改め山田マイケルは、それを見て力強く頷いた。

「ええ、難しいですが、必ず成し遂げてみせます！　私だけではありません。村の他の者達も、必ずや『ミョウジ』を『カンジ』で書けるようになることでしょう」

「へへっ、そう言ってもらえると、俺も頑張って全員分の名字を考えたかいがあるぜ！」

　山田マイケルや山川マイソン、山田マイクらに見送られて竜一とミシェルは《王都から出て右の村から出て右の村》を後にした。

「リュウは本当にすごいね。私、こんなに頭のいい人、他には《賢王》様しか知らないわ」

　村から出て少し経たった頃。昼の日差しを浴びながら草原の中の道を歩いている途中で、ミシェルはぽつりとそんな言葉を口にした。

「《賢王》様、って前の王様だよな。そういえば、前に俺に雰囲気が似てるって言ってたっけ。どんな人だったんだ」

　竜一がそう返すと、途端にミシェルの顔が曇った。

「とても……頭のいいお方だった。いつまでも続くんじゃないかってぐらいたくさん数を数えられたし、《ひらがな》や《カタカナ》だけじゃなくて《カンジ》もすごくたくさん知っていたの」

「へー、すごい人だぜ！」

　感心したように竜一が言うと、ミシェルも同意するように頷いた。

「ええ、本当にすごいお方だった。王国の人達はみんな《賢王》様のことを尊敬していたの……でも、いつしか《賢王》様はだんだん元気がなくなっていって……居なくなってしまった」

「居なくなったって？」

　竜一の問いにミシェルはただ首を横に振った。

「わからない。突然、王都のどこにも居なくなってしまったの。残されていたのは封印された《聖剣》だけだった。その後ぐらいからいきなり《四天王》や《魔族》が暴れるようになって、私達すごく困っていたの……。だから、リュウが来てくれたとき、本当に嬉うれしかった」

　ミシェルは温かな笑顔で竜一の顔を見た。竜一は頰ほおを赤らめて、少し視線をそらした。

「し、《四天王》はそのときから出てきたのか。そういや《四天王》ってこないだ倒した《無双》以外にはどんな奴やつが居るんだ？」

「ええっと、私も詳しくはないんだけれど……すごく強くて賢くて手下がすごくいっぱい居る《統率》と、すごく素早くてあっという間に見えない攻撃をしてくる《最速》だったかな？」

　それを聞いて竜一は首をかしげ、指を三本立てた。

「ミシェル、それじゃ二人しかいないから《無双》と足しても三人しかいないぜ」

　ミシェルはきょとん、とした表情で竜一に問い返した。

「リュウ、足す……って何かしら？」

「足し算さ。１と２を足すと３になるんだぜ！」

　竜一は右手の指を一本、左手の指を二本立てた。

「えっと、こっちが《無双》一人だから指一本だろ。で、こっちが《統率》と《最速》の二人だから二本。これを合わせるとミシェルが名前を言った四天王の数になるんだ」

　ミシェルは、竜一が立てた指を一本ずつ丁寧に数えた。

「えっと、こっちが指一本で、こっちが二本で。いち、に、さん……本当だ！　３だわ！　リュウ、すごいわ！　これが足し算なのね！」

　ミシェルははしゃぎながら、何度も竜一が立てた指の数を数えた。

「そうだぜ！　ちょっと聞いただけで足し算を覚えられるなんてすごいぜ、ミシェル！」

　そんなミシェルの様子に、竜一は少し照れたように目をそらした。

　何度も３まで数えていたミシェルの顔に、ふと不安げな表情がよぎった。

（また、私はリュウに教えてもらうばかりだわ……リュウは本当にすごい人。だけれど……こうやって頼ってばかりじゃあ、また《賢王》様みたいに居なくなってしまうかもしれない）

「どうしたんだぜ、ミシェル？」

　急に不安そうになったミシェルに、竜一は気遣うように声をかけた。

　ミシェルは自分の心中の不安を口に出そうとした。だが、口から出てきたのは違う言葉だった。

「う、ううん！　なんでもないの！」

　ミシェルは気まずそうに視線をずらした。そのとき、ミシェルの視界の端を何かがよぎった。

　それは白い大きな翅はねのちょうちょだ。ちょうちょはヒラヒラと、風に揺られながら、草原を越えて林の方へと飛んでいった。

　大きなちょうちょを見て、ミシェルはピンとひらめいた。

（そういえば、リュウはちょうちょが好きだって言っていたよね。あれを捕まえればお礼になるかもしれない）

　それがいいに違いない、とミシェルは強く頷いた。

「リュウ！　ちょっと待ってて！」

　それだけ言うと、竜一の返事も待たずにミシェルは駆け出していた。
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　ちょうちょはヒラヒラと、ちょうどミシェルが捕まえられそうで捕まえられないぐらいの速度で林の奥へ奥へと飛んでいった。

　ミシェルは気づいていなかったが、彼女が追いかけているちょうちょは下の方が棒につながっていた。

　当然、その更に下には棒を持ってちょうちょを操る男の姿がある。尖とがった耳をした細身の男、《最速》の四天王だ。

（ククク……計画通り、ですねェ。知略は《策謀》だけの特権ではないのですよォ……！）

　そう、このちょうちょはミシェルをおびき出すための《最速》の罠わなだったのだ。ちょうちょを見ると追いかけたくなる気持ちの裏を搔かいた巧妙な罠であった。

　竜一から十分にミシェルを引き離したことを確認すると、《最速》はちょうちょのついた棒を放ほうり投げた。

「あれ、ちょうちょは？」

　代わりにミシェルの前に現れたのは耳の尖った細身の男──《最速》だ。

「クックック、愚かな人間よ。あなたは騙だまされてここにおびき出されたのですよォ？」

「あなたは……!?」

　びくり、と身をすくめるミシェルを見て、《最速》は優越感たっぷりに笑った。

「僕は《最速》の四天王。あなたを捕らえてあのリュウという男を倒すための人質として使わせてもらいますよォ」

「そんな……！」

《最速》に事実を告げられミシェルはよろめいた。だが、それも一瞬だ。

（ダメ……！　リュウに迷惑をかけちゃダメだわ……！）

　すぐに持ち直すと、ミシェルはキッと《最速》を睨にらみつけた。

「騙されたかもしれないけど、そうと聞いて黙ってはいられないわ。私を人質にできるなんて思わないことね！」

　ミシェルはその辺に落ちていた棒を拾い、《最速》に向けて構えた。それを見て、《最速》はこらえきれないとばかりに肩を震わせて笑った。

「ヒッヒッヒ、無駄なことを……よろしい。僕が《最速》と呼ばれる理由を味わえば、邪魔をする気力もなくなることでしょう！」

　最速はゆっくりとミシェルに近づいてくる。ミシェルは棒を構えて《最速》を凝視した。

　あと少しで《最速》を棒で叩たたけるところに入る。ミシェルがそう思ったのと《最速》が動いたのはほぼ同時だった。

「あっ！」

　と叫びながら《最速》がミシェルの背後を指差した。

（えっ!?　何かあるのかしら……もしかして、リュウが!?）

　釣られてミシェルは背後を見た。だが、そこには林が広がっているだけだった。キョロキョロと見回してみるが、やっぱり特別なものがあるようには見えない。

　そう思ってがっかりしたところで、ミシェルの手に衝撃が走った。振り返ると、いつの間にか近づいてきていた《最速》がミシェルの手から棒を奪い取っていた。

「ヒッヒッヒ……これが僕が《最速》と呼ばれている理由ですよォ。『あっ！』という間の早業で、人間どもが気づく間もなく動くことができるのです。さてさて、僕も無駄なことはしたくないのでねェ。おとなしく人質になってはもらえませんかねェ？」

《最速》の言葉にミシェルは戦せん慄りつした。

　確かに《最速》の動きは全く見ることができなかった。見えないほど速い動きをされたら、もしかしたらリュウでさえも何もできずに負けてしまうかもしれない。

　ならば、答えは一つだ。

「絶対に嫌です！」

　ミシェルの叫びに、《最速》はやれやれと首を振った。

「ヒヒッ、強情な奴ですねェ。素直に人質になっていれば、痛い目に遭わずに済んだものを……後悔していただきますよ……『あっ！』」

　再び《最速》がミシェルの後ろを指差して叫んだ。

（もしかして……今度こそリュウが!?）

　ミシェルは振り返った。何もなかった。代わりに背後から衝撃が走った。振り返ると《最速》にパンチされていた。

「さてさて、この僕の《最速》攻撃……あと何発持ちますかねェ？」

　ニヤニヤと笑う《最速》に、ミシェルは強気な視線を返した。

　それがいつまで持つかは、ミシェルにもわからなかった。

（リュウ……ごめんなさい……迷惑かけちゃって……私、バカだったね……やっぱり……私なんかがリュウと一緒にいちゃいけなかったのかな……）

　ぎゅっと、ミシェルは目をつぶった。まぶたの裏によぎるのは、リュウとの思い出だ。

（いいか、ミシェル。知らない人についていったらダメなんだぜ）

　あのときのリュウの言葉。

（ミシェル。落ちてるものを食べるとお腹なかを壊すんだぜ）

　彼はこれを、どんな表情で言っていただろうか。

（ミシェル。ちょうちょを追いかけるのは楽しいけど、迷子になるから気をつけなくちゃいけないんだぜ）

（ごめんなさい、リュウ。私があなたの言葉をちゃんと守っていれば……）

　悔しさが、ミシェルの胸中に満ちる。

　回想しているミシェルを見て諦あきらめたと思ったのか《最速》はニヤニヤと笑いながら語りかけてきた。

「おやおやァ？　限界が近いようですねェ……どれどれ、次で決めてあげましょう……『あっ！』」

《最速》がミシェルの背後を指差して叫んだ。だが、ミシェルはまだ回想中なのでそれを聞いていなかった。

（失敗とか、怖いかもしれないけどさ。でもやらなくちゃできるかはわからないんだぜ？　やってみたら、案外簡単かもしれないんだ。だから、頑張ってみようぜ！）

（リュウ……）

「そうだ……リュウに教えてもらったんだ！　やってみれば、できるかもしれないって！　だから、私は諦めない！」

　ミシェルが目を開くと、目の前には拳こぶしをめいっぱい振りかぶる《最速》が居た。

　回想していて《最速》の話を聞いていなかったため、ミシェルは後ろを振り向かなかったのだ！

「え、わ、えい！」

　ミシェルが《最速》の身体からだを押すと、細身の《最速》は尻しりもちをついた。

　ミシェルは驚いたように《最速》を見た。そして驚いているのは《最速》も同じだった。

「バカな……僕の《最速》を破るだとォ……!?　ぐ、偶然に決まってますよォ！」

　確かに、ミシェルが《最速》の技を破ったのは偶然だろう。

　だが──

「もしかして……あなた、本当にすごく速いんじゃなくて、私が後ろを見ている間に動いていただけなんじゃないの？」

　──ミシェルは知っているのだ。考える事の大切さを。

「!!　バカな……人間ごときが、なぜそれを……」

「リュウに教えてもらったのよ！　できないことなんてないって！」

　わなわなと身体を震わせながら《最速》は立ち上がった。

「ヒ、ヒヒッ……僕の技の正体を見破ったことは褒めてさしあげますよォ。だがそれがどうしたっていうんです！　女一人、《最速》の技なしで倒すことだって簡単なんですよォ！」

　細身の身体でひょろひょろと向かってくる《最速》。ミシェルはその攻撃を防御するが、戦い慣れていないため防御しきれない。

　せっかく《最速》の正体に気づけたのに、もうだめなのか……そう思ったミシェルに、一筋の光明が差した。

「あっ！」

　ミシェルは《最速》の背後を見て、驚きの声を上げた。

（僕の後ろに何が……!?　いや、待て、この女は僕の《最速》の正体を知っている……とすると、これはそれを真ま似ねしたのですねェ。ヒヒヒッ、人間にしては恐るべき知性ですが、僕は騙されませんよォ）

「無駄です！　これでェー！」

《最速》はミシェルの声を無視して殴り掛かろうとした。だが、その手を誰だれかが摑つかんだ。

「おいおい、知らないのか。女の子を叩いちゃいけないんだぜ」

　そこには竜一が立っていた。
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　時間は暫しばしさかのぼる。

　待ってて、と言ってミシェルが駆け出していってしまったので、竜一はおとなしく待っていることにした。竜一はおバカだが、素直な小学生男子なのである。

　穏やかな日の差す昼下がりだった。草原に気持ちの良い風が吹き、遠くから鳥の声が聞こえてくる。

　竜一はしばらく待っていた。だが、やがて待つことに飽きてきた。小学生男子なのである。飽きもする。

「ミシェルー？」

　ミシェルの名前を呼んでみたが、返事はない。大きな声で何度か呼び直してみたが結果は同じだった。

　竜一は得心したように頷うなずいた。

「なるほど……さては、迷子だな？」

　落ち着いた様子で竜一はそうつぶやいた。彼にとって、知らないところで迷子になることはよくあることなのである。

「ええっと、ミシェルが行ったのはあっちの方だから……よし、行ってみるか！」

　ミシェルの向かった方角を確認すると、迷いのない足取りで竜一は林の中へ進んでいった。
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　林の中でも一番高い木、その上の方に一つの影があった。フードを被かぶった女、《策謀》の四天王だ。

「ふふふ、《最速》め。手柄を独り占めするつもりだったのでしょうが……私の裏を搔くには少々甘かったようですね」

《策謀》はスカートを押さえつつ枝の上に立ち、辺りを見回した。

「《最速》がどれだけ速かろうと、こうやって高いところから捜せば簡単に見つけることができますからね。これが真の知恵というものですよ」

　しばらくして、彼女の目は二つの影を捉とらえた。《最速》とミシェルだ。

《策謀》は落ちないように注意しながら枝に腰掛け、二人の戦いを見張ることにした。

「しかし人質とは考えましたね。これが上う手まくいくのなら良し、上手く行かなくても……ふふふ、私があなたの敗北を活いかしてあげますよ……くくく、はーはははは！　はーっはっはっはっはっ！」

「そこの人、なんで高いところで笑ってるんだぜ？」

《策謀》が高笑いしていると、木の下から声をかけられた。

《策謀》が声のした方を向くと、下から見上げる竜一と目が合った。本来見つからないようにしなければいけない相手に見つかってしまう痛恨のミス。

　だが、こういう事態に備えてこそ《策謀》の四天王である。

「し、しまった。さっ！」

《無双》の監視をしていたときにしたように、《策謀》は両手に持った木の枝で顔を隠した。

「何してるんだぜ？」

　だが、竜一は首をかしげるばかりだ。

（ば、ばかな……私の木の枝が通用しないだと……!?　ならば……!!）

「わんわん」

　伝家の宝刀、鳴きマネである。

　今までこれの通じなかった人間はいない。《策謀》は自信ありげに枝の隙すき間まから竜一の様子を窺うかがった。

　竜一は怪け訝げんな顔で《策謀》の方をじっと見ていた。

《策謀》は気づいていなかったが、木の下から上に居る《策謀》を見上げると角度がつくのだ。正面から見えないように木の枝で顔を隠しても、この場合は全く意味がない。まさに頭隠して尻しり隠さず。策士策に溺おぼれるとはこのことだ。

　竜一から見れば、《策謀》は突然木の枝を持って犬の鳴きマネをし出した人である。そもそも隠れようとしている風にすら見えない。

　竜一は《策謀》の突然の行動に首をかしげつつ、返事をしてくれないかじっと見つめて待っていた。

（鳴きマネまで、通じていないのか……!?　そ、そんなわけが……）

　一方、《策謀》もまだ実はバレていない一いち縷るの可能性にかけて枝を下ろすことができずにいた。二人の間に走る緊張。それを切り裂いたのは第三者の声だった。

「いい加減諦めろや!!」

　二人の頭上、《策謀》が乗っているのよりも更に木の上から響いたツッコミ。

　そう、敵か味方か謎なぞの男、ツッコミ仮面だ。

　ツッコミ仮面はまず《策謀》へ一ひとツッコミ。マントを翻して木から飛び降りると、

「そして！　なんで！　あんなにあからさまに怪しいことをしている奴やつにツッコまないんだ少年！　ボケ殺しか！」

　と、着地から流れるように竜一にツッコミを入れた。

　突然の乱入者に啞あ然ぜんとする《策謀》。一方の竜一は目の前に現れたツッコミ仮面に冷静にたずねた。

「目の前に怪しい人が現れたらツッコミを入れた方がいいのか？」

「もちろんだとも！」

　力強く肯定するツッコミ仮面。その答えを聞いて、竜一は頷いた。

「だったら言わせてもらうぜ！　今一番怪しいのはアンタだ、ツッコミ仮面のおっちゃん！」

　ビシッとツッコミ仮面を指差し宣言する竜一。

　己に突きつけられた指を見て、ツッコミ仮面は額を叩たたいて笑った。

「おおっと、これは正論が来た。さすがは《聖剣》の封印を解いただけのことはある」

　はっはっは、とツッコミ仮面は笑った。

「あ、ツッコミ仮面のおっちゃん。高いところにいたならちょうどいいや」

　そんなツッコミ仮面に、竜一は聞きたいことを聞くことにした。

「ミシェルとはぐれちゃったんだ。それで木の上に登って遠くを見て捜そうと思ってたんだけど……おっちゃん、さっきまで木の上に居たんだろ？　ミシェルのこと見なかったか？」

　竜一に問われ、ツッコミ仮面は首を横に振った。

「ふむ……残念ながら私はツッコミの使者。ツッコミ以外のことを語る口はそれほど持たない」

「それは残念だぜ……そっちのお姉さんは何か知らないか？」

「へぇあ!?」

　突然話を振られて、《策謀》は裏返った声で悲鳴を上げた。

　どうしていいのかわからず、とりあえず枝で顔を隠し続ける《策謀》。しかし、

「いまさら隠してもバレバレだろうが！」

　ツッコミ仮面の容赦ないツッコミがそれを許さない。

　仕方なく顔を出した《策謀》は、なんとかこの場をしのごうと言葉を紡いだ。

「え、ええっと、お、女の子でしたっけ？　女の子なら、ええっと……あっちの方で……」

「正直か！」

　ツッコミ仮面のツッコミは、《策謀》に雷に打たれたような衝撃をもたらした。

　せっかく《最速》が竜一とミシェルを引き離したのに、ここで教えてしまっては何の意味もない。ツッコミ仮面のツッコミでそれに気づいたのだ。

　いや、もしも普段の《策謀》であったら「女の子」まで言ったところで喋しやべってはまずいことに気づいただろう。

　だが、得意の《枝で顔を隠して鳴きマネ》が通用しなかったことで彼女は動揺していたのだ。

（私の動揺を誘い情報を引き出したのですか……!?　この男、想像以上に危険かもしれません）

「お、あっちなのか。ありがとう！　じゃ、ツッコミ仮面のおっちゃんも元気でな！」

　竜一は頭を下げると、教えられた方に走っていった。

（しかも私を放置する……!?　今、木を蹴ければ私はバランスを崩して落ち、怪け我がをするかもしれない。この《策謀》の四天王を倒す絶好の機会です。なのにそれを無視する……私など、眼中にないということですか!?）

《策謀》はぎゅっと唇を嚙かみ、走り去っていく竜一の背中を凝視した。
















「ふ、ふふふ……認識を改めましょう。あなたは恐ろしいほどに警戒すべき敵です……。ですが、私をここで見逃したこと、後悔させてあげましょう……！」

「そうか、努力するがいい。では私もさらばだ」

　そう告げてツッコミ仮面も去っていこうとした。だが、それを《策謀》が呼び止めた。

「待ちなさい。あなた、ツッコミ仮面と言いましたね」

「……ふ、だとしたら、何だと言うんだ」

《策謀》は木の上からツッコミ仮面を見下ろし、ツッコミ仮面は挑戦的な目つきで《策謀》を見上げた。

　交錯する二人の視線。次に口を開いたのは、《策謀》だった。

「……すみません、私一人では降りられないのでここから降りるのを手伝ってもらえませんか…………」

「降りられないのに木に登るな！」
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《策謀》に教えてもらった方へ走っていくと、微かすかに声が聞こえてきた。

　林の先に小さく、二つの影が見えた。片方は細身の男で、片方はミシェルだ。

「あっ！」

　細身の男がミシェルの背後を指差して何かを叫んでいた。その動作は、小学生である竜一には見慣れたものだった。

（あれは……何もないのにあっ！　って言うやつ！　ミシェル、騙だまされちゃダメだ！）

　ミシェルに声をかけるにはまだ遠い。間に合うか、焦りながら走る竜一だった。だが……

「リュウに教えてもらったのよ！　できないことなんてないって！」

　ミシェルは、騙されなかった。あっ、の仕組みに、自分の力で気づいていた。

（ミシェル……!!）

　程なくしてその光景が視界に入ってきた。

　森の中の少し開けた場所で、細身の男がミシェルのことを叩いていた。その姿からはあっ！　を使って人を騙そうとしていた知性は感じられない。ミシェルはそれになんとか立ち向かっている様子だ。

「あっ！」

　竜一と、ミシェルの目が合い、ミシェルが驚きの声を上げた。

　だが、細身の男はそれを無視してミシェルを叩こうした。自分で考えるよりも早く、竜一の身体からだは動き出していた。

　男の手を摑み、ひねり上げる。そして竜一は当たり前のことを口に出した。

「おいおい、知らないのか。女の子を叩いちゃいけないんだぜ」

《最速》と竜一の目が合った。《最速》は驚きよう愕がくに目を見開いた。

「ク、クケェ!?　バ、バカな……！　まさか本当に貴様が居るとは……!?　お、おのれェ！　貴様さえ来なければ僕が勝っていたものを!!」

《最速》の言葉を、竜一は強く否定した。

「それは違うぜ！　ミシェルは自分の力でお前の『あっ』を破ったんだ！　俺が間に合ったのはそのおかげだ。負けてたのは、お前の方さ！」

「クヒ……！　馬ば鹿かな。この僕が、こんな小娘の知力に負けたとでも言うのですか……!!」

　答え代わりの竜一のパンチを受け、《最速》は仰あお向むけに倒れて気絶した。

　ふぅ、と深くため息をついたところで、竜一とミシェルの目が合った。

　迷惑をかけてしまった負い目からか、ミシェルはバツが悪そうに目をそらした。

　竜一は、ぽんとミシェルの背中に手を置いた。

「ミシェル。遅れてごめん。それと……あいつとの戦い。すごかったぜ、ミシェル」

　竜一が笑顔で告げるとミシェルの目から涙が溢あふれた。竜一は、それを優しく拭ぬぐった。








偏差値10の俺が二つの村の間を平和にできたワケ









　魔王城にて。

　四天王達が会議していた部屋も、今はガランとしている。

　当然だ。四天王のうち、既に《無双》と《最速》が竜一に倒されている。《策謀》は相変わらずなにやら策を巡らしているらしく居ないし、《統率》とて滅多には来ない。

　今、この部屋に居るのはツバ広帽をかぶったマントの男、《飄ひよう々ひよう》ただ一人だ。

「やれやれ、誰だれも彼も、《魔王》様の言いつけも守らず先走っては返り討ち……魔王軍四天王が聞いて呆あきれるぜ」

　皮肉げに吐き出した言葉は、返答を期待してのものではなかった。この部屋に彼の言葉に応こたえる者はなく、ただ魔王城の深い闇やみが広がっているだけなのだから。

　だが

「《飄々》、四天王はどうしタ？　居ないのカ？」

　ぎぃ、と重い音を立てて、扉が開いた。

　女性と思わしき高い声とは対照的に、どすん、どすんと重く響く足音を鳴らしながら、一つの影が部屋に入ってきた。

　否いや、一人ではない。それが一つに見えたのは、小柄な少女が巨大な獣の上にまたがっていたからだ。

　少女は眼鏡をキラリと光らせて《飄々》を見下ろした。チョコレート色の肌に、小こ脇わきに抱えたなにやら複雑そうな機械が存在感を放っていた。

　そして少女にまたがられた獣と《飄々》の目が合った。獣は四足で歩いているにもかかわらず、視線の高さは《飄々》とさほど変わらない。

　灰色の毛皮、爛らん々らんと輝く瞳ひとみ、二足で立ち上がればおそらく《飄々》の倍近い体長があるだろうか。それは、巨大な灰色熊ぐまだった。

　熊と少女、四つの瞳を向けられた《飄々》は、返事とばかりに軽く口笛を吹いた。

「こいつは珍し……」

　ごつん！

《飄々》が何か言おうとしたところで、痛々しい音が辺りに響いた。熊にまたがっていた少女が、扉の上の方に顔をぶつけたからだ。いろんな魔族がいることもあって魔王城の設備は大きめに作られているが、それでも熊にまたがって通り抜けるようにはできていないようだった。

「～～っ！」

　少女は涙目だった。高く通った鼻の先が真っ赤になり、目には涙が浮かんでいる。

「……大丈夫か？」

《飄々》がたずねると、少女はキッと彼を睨にらみつけた。《飄々》は肩をすくめ、それ以上は何も問わなかった。

　少女は熊から降り、痛そうに鼻を撫なでながら部屋に入った。

「……改めて、あんたがここに来るとは珍しいな。どういう風の吹き回しだい、《統率》？」

　答えるように熊は低く唸うなり声を上げた。少女は鼻を撫でながら《飄々》に答える。

「《無双》がやられたと聞いたからナ。どういうことか確かめに来タ」

「おっと、情報が遅いな。先程《魔王》様がおっしゃっていた。倒されたのは《無双》だけじゃない。《最速》もさ」

「何？　どういうことダ？」

「大したことじゃあない。妙な人間が現れただけさ」

　怪け訝げんな表情を浮かべる少女に、《飄々》は《無双》と《最速》が倒された経緯を語った。

　それを聞いてもなお、《統率》は納得が行かないようだった。

「馬鹿ナ。人間ごときに四天王が二人も手玉に取られタ、だト？」

「信じないなら好きにすればいいさ。幸い、《魔王》様からも奴やつについては特に命令は出ていない。あんたが尻しつ尾ぽを巻いて逃げたって文句は言われないさ」

《飄々》の言葉は、空気を震わす咆ほう哮こうにかき消された。

　少女と熊、四つの目が、《飄々》を睨んでいた。

「逃げル、だト？　誰に口を利いていル」

　常人であればすくみ上がるような圧力。しかし、《飄々》はどこまでもさらりと受け流した。

「これはこれは、お元気そうで何よりだ……ああ、そういえば。《最速》が倒されたのは《王都から出て右の村から出て右の村》の近くって話だったな。あんたの縄張りの近くじゃないのかい、《統率》？」

　少女も熊も何も答えなかった。もう話すことはない、と少女は熊に飛び乗り、のしのしと部屋から出ていこうとした。

「……ふふ、そう来なくっ──」

　ごがん！

　熊に乗っていたので再び少女は扉の上の方に顔を強打した。だが、今回は熊がそこで止まらなかった。

　扉の上の方を顔の形にぶち抜いて、少女と熊は去っていった。顔をぶつけた少女は熊の上で悶もん絶ぜつしていたが。

「まったく、恐ろしいねぇ」

　ぱらぱら、と砕けた扉の上の方の破片が落ちてくるのを見ながら、《飄々》は大げさに肩をすくめた。
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《最速》を倒した竜一とミシェル。しかし、息をつく間もなく次なる脅威が二人の前に立ちはだかっていた。

「……リュウ」

　ミシェルは真剣な面持ちで辺りを見回している。周囲は見渡す限り木々ばかりだ。

　竜一もまた辺りを見回し、重々しく頷うなずいた。

「ああ、わかってるぜ。ミシェル……俺達が今、迷子になってるってことはな！」

《最速》と戦い、その後に適当に歩いたりしてみた結果、二人は完全に自分が林の中のどこに居るのかわからなくなってしまっていたのだ。

「ごめんなさい、リュウ……私が林の中に入ったばっかりに……」

　しゅん、と肩を落として小さくなるミシェル。竜一はその肩にぽん、と手を置いた。

「なあに、大丈夫だぜミシェル！　失敗なんて誰にでもあるもんさ！」

「でも……」

　なおも落ち込んだままのミシェルを、竜一は明るい声で励ました。

「間違えるのは仕方ない。できないことだって誰にでもある。大事なのは、次は失敗しないようにしよう、って考えることさ。そうやって反省して、みんな成長していくんだぜ！」

「リュウも、そうなの？」

　ミシェルに問われて、竜一は胸を張って答えた。

「もちろんさ！　俺だって失敗ばっかだ。できないことだって、いっぱいあるぜ！」

　できないことを語っているはずなのに、竜一の態度に陰はない。そんな彼の様子を見てミシェルは小さく笑った。

「良かった。やっぱりミシェルは笑顔が似合うぜ」

「……！　もう、リュウ！」

　竜一が笑顔を褒めると、ミシェルは途端に顔を赤くした。

「顔が赤いけど、大丈夫かミシェル？　あいつに叩たたかれたところが痛いのか？」

「べ、別にそういうのじゃない！　いいから、行きましょう」

　もっとも、竜一にはそれが何を意味するのかイマイチわかっていなかったが。彼は小学生男子なのである。感情の機微には疎い。

　ともあれ、元気を取り戻した様子のミシェルに安あん堵どしつつ、竜一は元の世界でのことを思い出していた。

　失敗してもいい、竜一にそう教えてくれたのは、彼の父だった。

　あれはいつのことだろう。母に叱しかられて父と竜一、二人で廊下に正座させられていたときのことだった。

（いいか、竜一。失敗は誰にでもあるんだ。失敗することが悪いことなんじゃない。失敗して、反省して、それで前に進もう。そうしないことが悪いことなんだ。失敗を恐れちゃいけないよ）

　竜一は頷いた。そしてなんで父ちゃんはいつも母ちゃんに叱られているのかたずねた。

（それはね、竜一。父ちゃんがいつも新しいことに挑戦してるからさ。ずっと同じことをしていれば失敗しないかもしれない。だけど、それだけじゃダメなんだ。失敗してもいい、新しいことをできるようになろう。そうやって少しずつ前に進んでいくことが、成長するってことなん……あ、いや、違うよ？　言い訳してるんじゃないんだ。だからその……はい……息子に変なことを吹き込んでごめんなさい……）

　再び母ちゃんに叱られた後、父ちゃんは少し小さくなって付け足した。

（……いいかい、竜一。挑戦は大事だけど、同じくらい挑戦する前に考えることが大事なんだ……失敗して怒られるのは仕方ないけど、できるだけそれを減らす努力はすべきなんだ……ごめんなさい……）

　あのときの言葉は、母ちゃんに叱られる父ちゃんの姿とともに竜一の心に深く刻まれている。

　竜一は迷子になっている状況をどうするのか考えながら、辺りを見回した。まばらに木が生えた林の中はそこそこ明るい。

　その中でも特に背の高い木を見つけて、竜一は頷いた。

「よし、あの木に登って遠くを見てみよう。そうすれば、どっちに行けば林から出られるかわかるかもしれないぜ！」

「……!!　そっか、高いところに登れば遠くまで見えるから、道がどこにあるかわかるのね！　すごい、リュウ！」

「なあに、これぐらい大したことじゃないさ。さっきミシェルを見つけられたのも、親切な人が木に登ってミシェルを見つけてくれたからなんだぜ」

「そうなんだ……その人に会えたら、私もお礼を言わないとね」

　竜一は荷物をミシェルに預けると、手近な木によじ登り始めた。

　ジャングルジムにでも登るかのようにひょいひょいと登っていくと、下の方から声がした。

「あなた、そんなところで何をしているの？」

　声の主は木から少し離れたところにいる少女だ。歳としはミシェルより少し下くらいだろうか、健康的な小麦色の肌と額から生えている小さな二本の角が特徴的な──おそらく、魔族であった。

　少女の存在に気づき、ミシェルは《聖剣》に手をかけた。

（リュウは木に登っているから無防備……私が守らなくちゃ！）

　だが、ミシェルが震える手で剣を抜くより先に竜一が声を上げた。

「俺は竜一っていうんだ。どっちに行けばこの林から出られるかわからなくて困ってるんだ。君は知ってるか？」

　竜一に問われて、少女は少し考えながら答えた。

「私は《無む垢く》っていうの。あっちの方に行けば林からは出て人間の村がある方に行けるけど……あなた達、随分汚れているわね。もし良ければ私達の村まで来ない？　大したことはできないけど、服と身体からだを洗うぐらいはできると思うわ」

　言われてみれば、竜一は木登りしたり林の中を駆け回ったりしたせいで泥まみれだし、ミシェルはそれに加えて《最速》との戦いのせいであちこちが汚れていて、自慢の金髪もややくすんでしまっていた。

　魅力的な提案ではあったが、ミシェルの身体から緊張が抜けない。相手は魔族なのだ。どんな悪い事を考えているかわからない。

　だが、ミシェルの心配をよそに、竜一は軽やかに木から飛び降りると笑顔で答えた。

「ありがとう！　お世話になるぜ！　ミシェルもそれでいいよな？」

「え、リュ、リュウ!?　だってあの子は魔族よ？」

　ミシェルに言われ、竜一は首をかしげてたずねた。

「そうなのか？」

　少女はそう言われて少し恥ずかしそうに角を隠した。

「そうだけど……迷惑だった？」

「ミシェル、迷惑だったか？」

　角を隠す少女の姿から敵意は見て取れない。そして、竜一もそれを当たり前のように受け入れた。

　ミシェルはなんだか自分が間違っているような気になってきて、慌てて首を振った。

「あ、ううん！　そんなことはないけど……その、魔族が優しくしてくれるなんて、初めてだったから……」

「私達の村はこの林の中にあって、普段は人間と会いませんから。人間に対して特別悪い思いを抱いてたりはしないんです」

　にっこりと笑って《無垢》がそう言うので、ミシェルもつられて笑った。言われてみればそういうこともあるのだろうとミシェルは思った。

「それじゃあ、ついてきてください」

　結局、《無垢》に案内されるまま二人は林の中を進んでいくことにした。





────






《無垢》に案内されるまま林の中を進んでいくと、程なくして木でできた簡素な家がいくつか立てられている小さな村へとたどり着いた。村の中心にある箱型の建物だけ少し大きく、存在感を放っていた。

「ようこそ、《林の中の小さな村》へ！　ゆっくりしていってね」

　ミシェルと竜一は辺りをキョロキョロと見回した。魔族の村と言っても、人間の村とさほど大きな違いがあるようには見えなかった。

「ところで、ここでどうやって汚れた服とかを洗うんだぜ？」

　竜一がたずねると、《無垢》はいたずらっぽく笑った。

「それはね。こっちに来て！」

　そう言って《無垢》が駆け出すので、慌てて竜一とミシェルは彼女のあとを追いかけた。

《無垢》が向かった先は村の中心にある少し大きな建物だった。中に入ると、この建物だけ木造ではなくすべすべしたタイルで壁や床が覆われていた。

　室内には金属製の台がいくつか並んでいて、つまみやら突起やらいろいろなものがごちゃごちゃとついていた。

《無垢》はそのうち何やら突起のついた金属製の管に手を向けた。

「ふふふ、なんとこれをひねるとね……」

　自慢げに《無垢》が突起をひねると、管の先から水が溢あふれ出た。

「ほら！　こうやって水が出てくるのよ！」

　ミシェルは目を丸くした。普通、水は井戸や川から汲くんできたり《なんでも作れる工場》でペットボトルに入った水を作ってもらったりして使うものだ。まさかこんな風にひねるだけで水を出せるものがあるとは、彼女は想像したこともなかった。

「へえ、ここには蛇口があるのか。便利だぜ！」

　対して、竜一はさほど驚いた様子ではなかった。

「あれ？　驚かないのね。それに《ジャグチ》の名前を知ってるなんて、リュウさんはすごく物知りなのね！」

「へへ、そう褒められると照れるぜ！　ところで、これはお湯は出せないのか？」

　竜一にたずねられて、《無垢》は不思議そうな顔で首をかしげた。

「《オユ》って何かしら？　《ジャグチ》からは水しか出ないけど……」

「お湯は……えっと、温かい水だぜ！　あると洗い物とか身体を洗うときに冷たくなくて便利なんだけど……」

「ふふ、そんなものがあったら便利ね。でも、《ジャグチ》からは水しか出ないの。ごめんなさいね」

「そっか……」

　竜一は少し残念そうに辺りを見回した。そして、つまみのついた金属製の台座を見つけると、表情を明るくした。

「お！　コンロとヤカンもあるのか！　これならお湯が作れるぜ」

「ほんと!?　その、えっと《コンロ》？　は使い方が伝わってなかったんだけど、リュウさんは使えるの？」

《無垢》が弾むような声でたずねた。竜一は頷こうとして、ピタと動きを止めた。

　しばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、竜一は真剣な眼まな差ざしで《無垢》にたずねた。

「……いいや、これは俺には使うことができないぜ。《無垢》、誰だれか大人の人を呼んできてくれないか？」

「大人？　この村にはあんまり年を取らない魔族しかいないから、誰が一番大人かって言われると難しいんだけど……」

《無垢》の返答に、竜一は残念そうに首を振った。

「ううん……それじゃあ、残念だけどこれは使えないぜ……期待させてごめんな。水だけありがたく使わせてもらうぜ」

「気にしないで。水は好きに使ってくれていいから。使い終わったら、《ジャグチ》をこっち側に回して水を止めてね」

　建物から出ていく《無垢》を見送ってから、ミシェルは首をかしげて竜一にたずねた。

「珍しいね、リュウ。使い方がわかるのにこの《コンロ》は使えないの？」

「ううーん、こればっかりは仕方ないんだぜ……。失敗するのはいいけど、同じ失敗は繰り返さない方がいいんだ。今の俺には、コンロを使うことができないんだぜ。お湯があれば、冷たくて風邪を引いたりすることがなくなるんだけどな……」

　なおも竜一は残念そうに答えた。

（そっか……リュウはなんでもできると思ってたけど、それもリュウが色々考えてるからできることなんだ……）

　ミシェルは竜一の言葉について少し考えていたが、目の前の竜一が取った行動にその思考は中断された。

「きゃっ！　リュ、リュウ！」

「ん？　どうしたんだぜ、ミシェル」

　ミシェルが急に叫んだので、竜一は何事かと振り向いた。服を洗うために脱いでいたので、今の竜一が着ているのは下着だけだった。

「服！　突然脱がないでよ！」

　そう言われて、竜一はああ、と頷うなずいた。デリカシーが足りない竜一を攻められまい。彼はまだ小学生男子なのである。

「ああ、ごめん。俺が悪かったぜ」

　竜一が上半身裸のまま頭を下げた。

　ミシェルは手の隙すき間まからチラリ、と竜一を見て、慌てて顔を隠し直した。

「いいから！　服を着て！」
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　二人は交代で服と身体を洗い、着替えた。洗った服は村の広場で干させてもらった。

　服を干していると村の魔族達が代わる代わる彼らの様子を窺うかがいにきた。どの魔族も、竜一やミシェルと大して変わらないぐらいの見た目の若く見える魔族達だった。

「おお、人間のお客様とは珍しい。《ジャグチ》しかない村ですが、ゆっくりしていってください」

「ありがとう！　世話になるぜ！」

「ええっと、ありがとうございます。まさかこんなに親切な魔族の人達が居るなんて、びっくりです」

　竜一が元気に、ミシェルがためらいがちに答えると、魔族は穏やかに笑った。

「いえいえ、困っている方は見捨ててはいけない、みんな仲良くしよう、というのがこの村に伝わる教訓ですので」

「教訓、ってどんなのだぜ？」

　竜一が首をかしげると、魔族は広場にある切り株に腰を下ろしてとつとつと語り始めた。

「昔、昔の言い伝えです。その頃ころからこの村には《ジャグチ》があり、みなそこから出る水を分け合いながら使って暮らしておりました。しかし、あるとき一人の若者が《ジャグチ》から出る水を独り占めしようとしたのです。まず最初に、彼は《ジャグチ》を取り外そうとしました。しかし、外した《ジャグチ》からはなぜか水が出なくなってしまったのです。村の者達はこれは欲張った罰だと思いました」

　話を聞いて、ミシェルは感心したように頷いた。

「そんな、不思議なこともあるんだ……」

　竜一は何かを言おうとしたが、よくよく考えると彼も蛇口から水が出る仕組みをよく知らないので黙っておくことにした。

「次に、彼は《ジャグチ》のある建物に立てこもり、水を浴びるように使いました。しかし、それも長くは続かなかったのです」

「どうしてなんだぜ？」

　竜一に問われて、魔族は深く頷き答えた。

「ずぅっと水を浴びていたら、若者は原因不明の熱を出し、くしゃみと鼻水が止まらなくなり、最後には倒れてしまったのです。幸い、村人達の看病で若者はすぐ元気になりましたが、それ以来、水を独り占めにすると悪いことがある。仲良くみんなで分けよう、ということになったのです」

　それを聞いて、ミシェルと竜一は首をかしげた。

「んん？」

「それって……？」

「どうかしましたか」

　問われて、二人は首を横に振った。せっかく昔話をしてもらっているのに、余計な事を言う必要はあるまい。

「いや、良い教訓だと思うぜ！」

　代わりに出てきた竜一の言葉に、魔族は深く頷いた。そして、遠い目をしてため息をついた。

「もっとも……我々が仲良くしたいと思っても相手がどう思っているかは別なのですが……お二人は仲良くしようと思ってくださって嬉うれしいです。どうかゆっくりしていってください」

　魔族は切り株から腰を上げると最後に頭を深く下げ、去っていった。

　その寂しそうな背中を見送りながら二人は首をかしげた。

「相手がどう思っているかは別、ってどういうことかしら」

「ううん、俺にもわからないぜ」

　広場には多少日が差していたが、それでも林の中で服はなかなか乾かなかった。あまり長くいすぎても日が落ちてしまうということで竜一とミシェルは生乾きの服を持って村を出ることにした。

　林を出るところまで《無む垢く》が案内してくれるというので、二人はそれに甘えることにした。

「いい人達だったぜ！」

「そうね……正直、魔族の人達があんなに優しいなんて思わなかったわ」

　林の中を歩きながら、口々に村のことを褒める竜一とミシェル。道案内をする《無垢》は、少しはにかみながら嬉しそうに笑った。

「ふふ、うちの村に人が来ることはあまりないから。そう言ってもらえると嬉しいな」

《無垢》がそう言うと、竜一は少し首をかしげた。

「あれ？　前もそう言ってたけど、でも近くに人間の村があるんじゃなかったっけ？」

《無垢》は首を横に振った。

「魔族と仲良くしようって人はあまり居ないし、そもそもこのあたりは《統率》様の領域だから怖がって人が来ることはあまりないの」

　その答えに竜一とミシェルはえっと声を上げた。

「《統率》って四天王のか？　そりゃ確かに怖がるはずだぜ」

「《統率》様はすごい方なんです。確かに恐ろしいけど……でも、そのおかげで近くの村と争ったりしないで平和に暮らすことができるから……」

《無垢》は明るい声で答えたが、その目にはわずかに寂しげな色がこめられていた。

「うーん、怖がられたりしないで、仲良くできればいいと思うんだけどなあ」

「ふふふ、リュウさんやミシェルさんみたいに言ってくれる人ばかりではないから」

　うんうんと唸うなる竜一を見て、《無垢》は寂しそうに笑った。

　しばらく歩いていると、林から草原に出ることができた。少し離れたところには道があった。

「ここまで来ればもう大丈夫かな？」

「うん、ここからなら次の村へ行けると思う」

　ミシェルがそう答えると、《無垢》は名残惜しげにしつつも頷いた。

「じゃあ、ここでお別れだね……お元気で、もしも、また会えたら……」

《無垢》が二人に別れを告げようとしたところで、その言葉を遮るように叫び声が響いた。

「うわー！　魔族だ！」

　幾人かの人間が、竜一とミシェルと《無垢》の姿を見つけて走ってきた。みな、緊張した面持ちで《無垢》のことを睨にらんでいる。

「見ろ！　人間が魔族に捕まってるぞ！」

「ま、待って！　この子は別に悪い魔族じゃなくて……」

　慌ててミシェルが説明しようとするが、人間達はミシェルの服を見て声を上げた。

「ああ！　そんなに服をビショビショにされて……生乾きじゃないか！　なんて悪い魔族なんだ！　捕まえてやる！」

　なんとか事情を説明しようにも、口々に騒ぐたくさんの人に話を聞かせるのは難しい。

　あっという間に《無垢》は捕らえられてしまい、竜一とミシェルは人間の村に招かれることになったのだった。
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　人々に連れられて村にやってきた竜一とミシェルは《無垢》が悪い魔族でないと説明しようとした。

　必死な二人の様子に感じるものがあったのか、村長だという男性がようやっと話を聞いてくれた。

　自宅に二人を招いて話を聞いた後、村長はゆっくりと首を横に振った。

「……相手はあの恐ろしい《統率》の村の魔族です。にわかには信じられませぬな」

「どうしてそんなにあの村のことを警戒してるんだぜ？　あの村は人間と争ったりしてないって言ってたぞ」

　竜一に言われて、村長は鼻息を荒くして答えた。

「争っていない？　馬ば鹿かな！　我々は奴やつらにされたことを忘れません！」

「えっ、何かされたんですか？」

　ミシェルが問うと、村長は力強く頷き、早口で語りだした。

「今からかなり昔のことでした。林に入った子供が、魔族の村に迷い込んだことがあったのです。いつもわんぱくで泥だらけになって遊んでいる子でしたが……魔族の村に入ったせいで……全身を水浸しにされて泥を落とされ、更には服も水でビショビショにされて帰ってきたのです。そしてその子はその服を着たまま遊んでいたら、翌日には熱を出してしまいました。それからも、何度か林に迷い込んだ子供がびしょびしょにされて帰ってくるということが繰り返されたのです……」

「それって、水で服と身体からだを洗ってくれたんじゃないのか？」

　竜一がそう言うと、村長はキョトンとした。

「水で……服と身体を洗う……？　服や身体は《なんでも作れる工場》で作った《なんでも洗えるマシーン》で洗うものでは……？　いや……しかし……言われてみれば子供たちの服も身体も綺き麗れいになっていたような気もする……だとしたら我々は勘違いを……」

　しばし逡しゆん巡じゆんした村長だが、やがて首を振った。

「だとしても、子供達が熱を出してしまったのも事実です」

　村長が言うと、ミシェルがおずおずと手を上げた。

「待ってください。私、あの村で言い伝えを聞いたわ。『ずぅっと水を浴びていたら、若者は原因不明の熱を出し、くしゃみと鼻水が止まらなくなり、最後には倒れてしまった』って。もしかして……魔族のみんなは濡ぬれたままで居ると熱を出すことに気づいていなかったんじゃない？」

　ミシェルの言葉に、村長はううん、と唸って考え込んだ。

「なるほど……それなら辻つじ褄つまが合う。ですが……もう、遅すぎます。……今更、魔族と仲良くすることなど……」

　村人達にとって、魔族は悪くて怖いという印象が刷り込まれてしまっているのだ。それを上書きするのは簡単なことではない。

　どうすればいいのだろうか。ミシェルは助けを求めて竜一を見た。だが、竜一からは返事の代わりにお腹なかがぐーと鳴る音が返ってきた。

「……まあ、この話はここまでということで。お腹が減っていらっしゃるのでしたら、我が村の名物《カップメン》をお食べください。うちの村にある《何かが作れる機械》から作った名物ですよ……正直あまり美お味いしくないのですが、うちの村の機械からはこれの醬しよう油ゆ味あじと塩味と味み噌そ味とカレー味と豚骨味しか作れないもので……」

　村長はそう言って、三人分のカップ麵めんを机に置いた。

「これはこうやって食べるものでして……」

　カップ麵の蓋ふたを開いた村長は、中から乾かん麵めんを取り出してボリボリとかじり始めた。

　ガタッ、と大きな音を立てて、竜一が椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「村長。この村でカップ麵はそうやって食べてるのか？」

「はい、その通りですが……」

　村長がそう答えると、竜一はニヤリと笑った。

「ついてきてくれ、村長のおっちゃん！　これがあれば『今更魔族と仲良くする理由』ってやつを、皆に教えてやれるぜ！」
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《林の中の小さな村》の、蛇口とコンロがある建物の中に《無垢》とミシェルと竜一、そして連れられてきた村長が集まっていた。

「まさか、魔族の村に来ることになるとは……それで、どうやって仲良くなる理由を教えていただけるのです？」

　村長がそうたずねると、竜一は手に持っていたヤカンをコンロに置き、村長の目を見て答えた。

「そのためにはアンタに協力してもらわなくちゃならないんだ。頼む、俺を信じて手伝ってくれ」

「……まあ、《聖剣》の封印を解いたほどの方が言うのなら……」

「ありがとう。それじゃあ、このコンロのここをひねってくれ」

　竜一に促されるまま村長がコンロをひねると、ボッと音を立ててコンロに火が付いた。

「なっ！」

「ええっ！　コンロから火が出るなんて！　知らなかったわ！」

「おっと、驚くのはまだ早いぜ！」

　しばらくすると、ヤカンから湯気が立ち上る。竜一はそれをカップ麵に入れて三分待つと、全員に差し出した。

「さ、これを食べてみてくれ！　これが本当のカップ麵だぜ！」

　恐る恐るカップ麵を受け取る三人。

　ゆっくりとカップの上蓋をめくると、辺りに美味しそうな匂においが漂い、目を見開いた。

「カ、カップ麵からこんなにいい匂いがするなんて！」

　食欲をそそる匂いによだれが溢あふれそうになるのをこらえながら、麵を持ち上げる。ほかほかと湯気を立てるそれを口に入れると、その瞬間、村長が驚きよう愕がくの声を上げた。

「あ、温かい！　それに柔らかい！　カップ麵がこんなに美味しかったなんて！」

「この温かい水……これがリュウさんの言っていた《オユ》なのね！」

「すごいわ、リュウ！　でも、こんなに簡単に《オユ》が作れるなら、なんで最初からそうしなかったの？」

　ミシェルに問われて、竜一は首を横に振った。

「それはできなかったんだ。絶対に守らなくちゃいけないルールが、あったんだ」

　竜一は目を細めて昔を思い出す。それは父ちゃんが珍しく母ちゃんと真剣なトーンで竜一に教えてくれたことだった。竜一はそれを守っていたため、コンロを使うことができなかったのだ。

「『コンロは大人の人がいなくちゃ使えない』……これがルールだったんだ。だから、魔族の村にははっきり大人って言える人がいないから火を使えなかった。そして、人間の村には蛇口もコンロもないから美味しいカップ麵が作れなかった」

　竜一は、《無垢》と村長に視線をやった。

「だけど、二つの村が協力すれば、美味しいカップ麵が食べられるんだぜ！　皆で仲良くすれば、いろんなことができるんだ。これでもまだ、仲良くする理由がないっていうのか？」

　村長は勢い良くカップ麵をすすった。そして、申し訳なさそうに笑った。

「……いえ、これは我々が間違っていました……その、今からでも仲良くしてもらえますか、《無垢》さん」

「はい！　大歓迎です、村長さん！」

　そうして、二人は笑いあった。輝かしい未来を感じさせる、明るい光景だった。
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　その頃ころ。

　林の入り口に、二つの……否いや、一人と一匹の影があった。

　一頭──灰色熊ぐまは、地面の臭においをかぐと、低い唸り声を上げた。

「そうカ……ここに、奴らガ……よし、行こウ。最強の四天王の力、人間に見せてやろウ」

　少女の言葉に応こたえるように、灰色熊──魔王軍最強の四天王《統率》は、もう一度大きく吠ほえた。








偏差値10の俺が《統率》に勝てたワケ









　深い闇やみの中、二人の四天王が向き合って座っていた。

　片方は牛頭の巨人《無双》の四天王、もう片方は耳の尖とがった細身の男《最速》の四天王だ。

「ふん、無様だな《最速》」

「ククッ。その言葉、そっくりそのまま返しますよ、《無双》」

　二人の四天王はしばし睨にらみ合い、どちらともなくため息をついた。

「これで残る四天王は二人、ですか……これはいささかまずいですねェ」

《最速》が心配げにそうつぶやくと、《無双》は不満げに鼻を鳴らした。

「心配はあるまい。《統率》が残っている」

「おや、珍しいですねェ。あなたは《統率》を嫌っていたのでは？」

　問われ、《無双》は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたかのように憎々しげに表情を歪ゆがめた。

「好かん。だが……奴の強さは本物だ。《統率》と初めて会ったときのことは今でも夢に見る。山のごとき体たい軀く、地を震わす咆ほう哮こう、そして奴に率いられた荒れ狂う餓獣の群れ……勝てん、と思ったよ、俺は」

　そう言って《無双》はぶるりと身体を震わせた。それは自信家の《無双》に似つかわしくない、弱さを感じさせる独白だった。

「……まあ、そうですねェ。確かに《統率》は四天王最強ですよ」

《無双》の言葉に《最速》も頷うなずいた。

　彼とて《統率》の圧倒的な力は十分に知っている。

　魔王軍の領地に突然現れた《統率》を、最初に討伐するために向かったのは《無双》と《最速》の二人だ。

　彼らは今でもはっきりと思い出すことができる。人間を遥はるかに超えた体軀、両手に持った武器ごと《無双》をなぎ倒す圧倒的な筋力、《最速》の「あっ！」に全く引っかからない知恵、そして《統率》に付き従う飢えた狼おおかみやイノシシや猫や犬の群れ……

　結局、《最速》と《無双》はほうほうの体で逃げるのが精一杯だった。

「もしも《魔王》様があの《通訳》とかいう女を連れて直々に《統率》を下しに向かってくださらなければ、やられていたのは我々かもしれん」

「……何にせよ、《統率》と戦うときがあの男の最後と言うわけですか。クックック！」

「そういうことだ。ぐははははは！」

　深い闇の中、二人の四天王は笑いあった。

「おいこら、お前ら！　あんまりうるさくすると晩飯抜きだぞ！」

「はい」

「すみません」

　看守に怒られて、二人はピタリと笑いを止めた。

　竜一に敗れた二人は王都に連れてこられ、扱いに困ったからとりあえず城の地下にあった牢ろう屋やに入れられているのだ。ちなみに牢屋に入っているのは他ほかに誰だれもいない。魔族との争い以外は王国は至って平和なのだ。

　二人は看守が居なくなったのを確認してから、できるだけ小声で笑い直した。

　笑い声は闇に溶けて、やがて消えていった。
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　カップ麵の事がきっかけとなり、村長の尽力もあって《王都から出て右の村から出て右の村から出て右の村》と《林の中の小さな村》の交流が始まることとなった。

　村人達は《無む垢く》に手荒なことをしたことを謝り、解放した。幸いにも《無垢》はすぐに村人達を許してくれた。

　そして、カップ麵とお湯の共有を行うため、二つの村の間で行き来がされることとなった。

《無垢》、村長、そして竜一とミシェル、更には村の魔族と人間達。運ぶ荷物がそれなりにあるので、そこそこの大所帯で連れ立って二つの村の間を行ったり来たりしていた。

　林の中を進みながら、魔族と人間は口々に竜一を褒め称たたえた。

「いやあ、しかしまさかコンロで水を温めるとは……我々では思いつきもしなかった発想です！」

　魔族がそう言って竜一を褒めれば、

「まさかカップ麵めんがあんな美お味いしいだなんて！　ほっぺが落ちるとはこのことです！」

　と人間が竜一を褒める。

「いやいや照れるぜ！」

　両方から褒めちぎられて、竜一は非常に照れている様子だった。

　ミシェルは、それをまぶしげに眺めていた。

「どうしたの、ミシェルさん。そんな遠い目をしちゃって」

　ミシェルの様子に気づいた《無垢》が首をかしげてたずねると、ミシェルはぎこちない笑顔で答えた。

「あ、ううん。やっぱりリュウはすごいな、って思って……」

　ミシェルがそう答えると、《無垢》は力強く頷いた。

「そうね！　今まで《林の中の小さな村》と《王都から出て右の村から出て右の村から出て右の村》はなかなか仲良くできなかったのに、こんなあっさりきっかけを作れるなんて考えたこともなかった。本当にすごい！」

「ええ、そうね」

「それに、ミシェルさんも！」

　突然の《無垢》の言葉に、ミシェルはとっさに反応することができなかった。

「え、わ、私？」

　目を白黒させるミシェルに、《無垢》は笑顔で答えた。

「水でびしょびしょになったら熱を出すなんて、私達は思いもしなかった。ミシェルさんが教えてくれなかったら、ずっと気づくことができなかったかもしれない」

　キラキラとした目で《無垢》に見つめられて、思わず目をそらした。

「あ、で、でもあれは話を聞いてたらなんとなくそうかなーって思っただけで、リュウだってもちろん気づいていたみたいだし、別に私だけがわかったわけじゃ……」

　ありがとう、とか軽くお礼を言えば良かったのかもしれないのに、ミシェルの口から出てきたのはまるで言い訳のような言葉だった。

　ミシェルの言葉を聞いて、《無垢》は小さく首を振った。

「いいえ。ミシェルさん。リュウさんが気づいていたとか、なんとなく思ったとか、そんなの関係ない。あのとき私がミシェルさんをすごいって思ったのは、間違いないんだから」

　すとん、とその言葉がミシェルの心に響いていった。旅の最中ずっと抱えていた、自分はリュウと比べると全然すごくない、という悩みが、少しだけ溶けていったような気がした。

「……ありがとう」

「いいえ！　お礼を言うのはこっちだよ！」

　今度はすっきりと、ミシェルはお礼を言うことができた。

「なになに？　何の話をしてたんだ？」

　二人の会話に興味を示した竜一が話しかけてきた。

　ミシェルと《無垢》は顔を見合わせ、笑った。

「乙女の秘密よ、リュウ。ね、《無垢》？」

「ねー、ミシェルさん」

「むー、仲間はずれは良くないんだぜ！」

　ふくれっ面の竜一を見て、ミシェルと《無垢》はくすくすと笑った。

　だが、牧歌的な雰囲気は長くは続かなかった。

「グワアアァ──ッ!!」

　突然の轟ごう音おんが、柔らかな雰囲気を切り裂いた。冷静に聞けば、それは何かの咆哮であると気づくことができただろう。だが、油断していた彼らにはその正体はわからない。ただただ、恐ろしい何かであることが伝わってくるだけだ。

　竜一とミシェルは何が起こったのかわからず辺りを見回している。だが、魔族と村人達は違った。

　彼らの顔には一様に恐怖が張り付いている。

「これは……まさか、《統率》様が!?」

「ひぇ……に、逃げないと！」

「一体どうしたんだぜ？」

　うろたえる一行に竜一がたずねると、魔族の内の一人が震えながら答えた。

「あの声は四天王の《統率》様のものです。この様子では、おそらくかなり不機嫌であると思われます……お、お逃げください！　見つかってはどうなるかわかりません」

「で、でも！　リュウは《無双》と《最速》を倒してるのよ！　きっとその《統率》だって……」

　ミシェルの言葉に老人は首を横に振った。

「《統率》様の強さは他の四天王とは別格です。それに加えて、配下にはたくさんの飢えた凶暴な狼や飢えた凶暴な犬や飢えた凶暴な猫や飢えた凶暴なイノシシなどがおります。いくらリュウ様が強くても、彼らに襲われればひとたまりもないでしょう……」

　事態の深刻さが伝わってきたのだろう。ミシェルはぶるりと身体からだを震わせた。だが、それでも彼女の目から光は消えていなかった。

「そうだ！　リュウ！　《王都から出て右の村から出て右の村》でやったのと同じようにするのはどう？」

《王都から出て右の村から出て右の村》は《王都から出て右の村から出て右の村から出て右の村》に来る前に二人が立ち寄った村だ。そこは卑劣な魔族に支配されていたが、竜一が村人を一列に並ばせることで見事魔族を撃退することができた。

　ミシェルは相手の数が多いのなら、そのときと同じように一列に並んで本当に数が多いのがどちらか思い知らせればいいのではと提案しているのだ。

「おお！　なんとそんな手段が！　では、我々《王都から出て右の村から出て右の村から出て右の村》の者達も協力しましょう！　これだけいっぱいが一列に並べば、きっと《統率》とやらも撃退できるはずです！」

　ミシェルの説明を聞いて気炎を揚あげる村長。だが、竜一は首を振った。

「いいや、それはダメだぜ。今回は相手の方が少ないかわからないんだ。もしもこっちが少なかったら逆効果だぜ。そして……相手は熊くまや狼や犬や猫やイノシシなんだ。《統率》って奴やつは頭がいいみたいだけど、狼や犬や猫やイノシシはそうとは限らない。きっと一列に並んで見せてもどっちが多いかなんてわからないぜ！」

　そう、あのときの竜一が使った作戦は相手にある程度の知力があり、どちらが多いか判断できることが前提なのだ。数の多寡がわからない動物が相手では効果を発揮しない。

「そんな……」

「《統率》様の部下が動物だから、リュウさんの知恵が通じないなんて……！」

　少女は深く悔しさのにじみ出るため息をついた。そして悔しいのはミシェルも同じだった。

　今まで、竜一の知恵が通用しない相手は居なかった。だから、まさか知恵の通じない動物が竜一にとっての天敵だなどと思いもしなかったのだ。

「数で負けてるかも……知恵も通じない……それじゃあ、飢えた犬と狼と猫とイノシシと熊を正面から相手しなくちゃいけないっていうの……」

　ミシェルのつぶやきに、魔族は首を振った。

「残念ですが……もう、時間もあまりありません。私と《無垢》は魔族ですからひどいことはされないでしょう。皆様は早くお逃げなさい」

「そんな！　だって相手は飢えた犬や狼や猫やイノシシや熊なのよ！　あなた達がひどいことをされないとは限らないわ！」

　その言葉に、魔族は力なく笑った。

　ミシェルは固く唇を嚙かんだ。何か方法はないか、彼女は必死に頭を巡らせていた。だが、彼女の考えだけでは解決策にたどり着くには何かが足りなかった。

　けれども。

「飢えた犬や狼や猫やイノシシ……か。ミシェル、それが鍵かぎになるかもだぜ！」

　竜一の声に、ミシェルは顔を上げた。

　彼女だけで考えなければいけないわけでも、竜一だけで考えなければいけないわけでもない。二人の力を、合わせることができるのだ。

「リュウ、何か気づいたの!?」

　ミシェルの言葉に、竜一は頷いた。

「やれることは、なくはないぜ」

　ぱっ、とミシェルの表情が明るくなった。そんな彼女を、竜一は真剣な眼まな差ざしで見つめた。

「ただ、絶対とは言えない。それに……」

「それに？」

　ミシェルが首をかしげると、竜一は悩ましげに答えた。

「一番危ない《統率》とは俺が直接向かい合う。だけど、もう一人、危ない目に遭うかもしれない役割があるんだ。もしかしたら、そっちの役割の方が重要かもしれない」

　竜一がそう言うと、彼の手を、ミシェルが握った。

「だったら、私がやる！」

　竜一は少し驚いた。だが、すぐ頷うなずいた。

「ミシェル、任せたぜ」

「わかった。絶対、やりきってみせる！　だからリュウ、教えて。私は何をすればいいの？」

　ミシェルの力強い視線に、竜一もまた強く頷いた。

「それは……」

　竜一がそう言ったところで、どこかから野犬の遠とお吠ぼえが響いてきた。きっと《統率》の軍勢だろう。そう遠くはなさそうだ。

　時間はあまりない。竜一は手早く作戦をミシェルに伝え、彼女と村長が林の奥へと去っていくのを見送った。





────






　遠く響く狼おおかみの咆ほう哮こうに、《統率》は獰どう猛もうな唸うなり声を上げた。どうやら、配下の狼が標的を見つけたらしい。

　遠吠えの下へと、《統率》の四天王は重々しく林の中を進んでいく。ずしり、ずしり、と踏み出す足が大地に深い爪つめ痕あとを刻んでいく。

　絶対強者灰色熊である《統率》にとって、魔族と人間との戦いは本質的にはどうでも良いものだ。ただ《魔王》が《通訳》を連れてきて《統率》と交渉したので手を貸している、それだけのことだ。

　だが、と《統率》は思う。縄張りを侵すのならば、容赦はいらない。

《統率》はこことは別の世界からやってきた熊である。どこにでも居る平凡なサーカスの曲芸熊だった《統率》は、所属していたサーカスの解散が決まったため、薬物による安楽死をされるはずだった。

　目を覚ました《統率》は愛用の自転車と共にこの世界に飛ばされていた。

《統率》がこの世界に縄張りを確立するまでそう長い時間はかからなかった。芸を仕込まれた熊である《統率》は力でも知力でもこの世界の動物や人間を大きく上回っている。

《統率》が低い唸り声を上げると、《通訳》が手元の小さな箱を操作して頷いた。

《統率》も知らないことだが、《通訳》の手元の小さな箱は『犬リンガル』というこことは別の世界でそれなりに売れたヒット商品だった。

　もともとは犬の言葉を翻訳するために使われていたものだったが、熊も同じ食肉目だしなんとかなるだろう、という《魔王》の読みが的中。今は《統率》の言葉を翻訳するために使われていた。

　身の毛もよだつ唸り声は、犬リンガルによって《通訳》にも理解できる形へと変換される。

［僕、早く遊びたいワン］

　犬リンガルから発せられた言葉を聞き、《通訳》は頷き、口笛を吹いた。

　合図とともに集まってくる動物達。それを見て《統率》は満足げに唸り声を上げた。

［みんなお利口で嬉うれしいワン］

「《統率》様にお喜びいただけて何よりダ。よし、行くゾ！」

《通訳》の号令、そして《統率》の咆哮。それに従うように、餓獣達は咆哮を上げた。

［早く遊びたいワン］

［お腹なかペコペコだワン］

［熊怖いワン］

　犬リンガルで訳される動物達の声を聞きながら《通訳》は彼らを率い、標的のいるであろう方向へと向かった。

　林の中を駆けていくと、程なくして《統率》率いる飢獣達は林の中を逃げていく竜一達の姿を捉とらえた。

《統率》はその姿を見て軽く唸りを上げた。なんと弱そうな生き物だろうか。これでは《統率》の勝利は決まったようなものだろう。

［遊んで欲しいワン］

　犬リンガルが《統率》の唸りをそう翻訳したので、《通訳》は竜一達の背を睨にらみながら威圧的な声を上げた。

「おい、オマエが《無双》と《最速》を倒した人間カ」

　ビクリ、と竜一と共に走る人間や魔族が身体を震わせた。竜一は彼らに何事かを告げると、足を止めて《統率》へと向き直った。

「おう、そうだぜ！」

《統率》の姿を前にしても竜一に動揺はない。その様子を見て、《統率》は小さく鼻を鳴らした。

「面白い。《統率》様が遊んでやろウ」

《通訳》が言い切るとともに、配下の獣達がガウガウと吠ほえ出した。

［僕も遊んで欲しいワン］

　犬リンガルによるとそんなところらしかった。

　だが、そんな声も《統率》が一吠えするとピタリと止まった。

［ううん、騒がしくて嫌だワン］

「《統率》様は喧けん騒そうがお嫌いダ。貴様など一人……一匹？　で十分ダ、と言っていル」

　威圧的に告げられた言葉だったが、竜一の反応は《通訳》の予想と異なった。

「もしかして、その熊と喋しやべれるのか？」

　竜一がそうたずねると、《通訳》は胸を張って答えた。

「当然ダ。私こそは《魔王》様より遣わされた《通訳》だからナ！」

「すごいぜ！」

　竜一に褒められ、《通訳》は照れたように頭をかいた。

「話ができるならちょっと聞きたいことがあるんだけど、通訳してもらってもいいかな？」

　竜一の問いに《統率》は不満げに唸った。

［早く遊んで欲しいワン］

「良かろウ。戯れに答えてやル、だそうダ」

　犬リンガルの翻訳精度はいまいちだ。

「ありがとう！　じゃあまず、なんで俺達を追いかけてくるんだぜ？」

《統率》は小さく吠えた。

［遊んで欲しいワン］と犬リンガルが通訳した。

「《無双》と《最速》を倒すとはなかなかやるヤツ。我が領地にやってこなければ見逃しても良かったガ、来るのならば遊んでやらねばならン」

《通訳》の通訳に竜一はふむ、と頷いた。

「それは申し訳ないことをしたぜ！　じゃあ、領地に入ったりしなかったら戦わないでいてくれたのか？」

《統率》は長く吠えた。

［それよりも誰だれか遊んで欲しいワン］と犬リンガルが通訳した。

「もとより人と魔族の戦いに興味はなイ。我が欲求を満たせる相手が居ればそれで良イ」と《通訳》が更に通訳した。

「のぞみって？」竜一

　吠える《統率》

［お腹減ったワン］犬リンガル

「この身体を支配する飢えヨ」《通訳》

　呼応するように吠える獣達

［僕らもお腹減ったワン］犬リンガル

　吠える《統率》

［うるさいワン］犬リンガル

　小さく唸る獣達

［熊怖いワン］

「獣共は所しよ詮せん力に怯おびえた弱者に過ぎヌ。貴様は我が飢えを満たせるカ？」これまでのやり取りをまとめた《通訳》の通訳。

「えーっと……」悩む竜一。

「長いわ！　何段階通訳挟むんだ！　《通訳》いらねえだろ！　竜一が犬リンガル使えや！」そしてツッコミ仮面のツッコミだ！

　竜一、《統率》、《通訳》、そして飢獣達が上を見上げると、そこには木の枝の上にツッコミ仮面が仁王立ちしていた。

「ツッコミ仮面のおっちゃん！」

「そういうわけで、このままではあまりにもやり取りが長すぎる！　そこの《通訳》から犬リンガルを借りて交渉をするが良い！」

　ツッコミ仮面のツッコミに、竜一は小さく首を振った。

「いや、その必要はないぜ」

「何……？」

　その返答はツッコミ仮面ですら予想外であったのだろう。ツッコミ仮面の疑問に、竜一は高らかに答えた。

「確かに《統率》と話してみたかったのも本音さ……だけど、この長い会話をしていた理由はそれだけじゃない。時間稼ぎさ！」

　そう、竜一は《統率》と会話をすることで時間を稼いだのだ。

《通訳》が居るのならば会話ができる。そしてその会話は通訳する時間だけ長引く。

　そこまで読んだ上で会話を持ちかけ時間を稼ぐ、これが竜一の策だった。

「何？　時間を稼いだだト？　だが、それで何ができル！　こちらには《統率》様と配下達が居るのだゾ！」

「配下がいる……果たして本当にそうかな!?」

　竜一がそう叫ぶと同時に、《統率》と《通訳》達の鼻を良いい匂においがくすぐった。

　お腹が空すいてくるような良い香りが林の中を漂い、配下の飢えた獣達もざわざわと鳴き声を上げ始めている。

［お腹減ったワン］［熊くま怖いワン］［あれは一体なんだワン？］

　匂いのもとは、林の奥から現れたミシェルと村長と《林の中の小さな村》の魔族達だ。彼らは両手に湯気を立てたカップ麵めんを持っている。

「さ、みんな！　ご飯よ！」

　笑顔で告げるミシェルだが、額には冷や汗が伝っている。

　竜一はこの作戦が通用するかは賭かけだと言っていた。もしも動物達がカップ麵に寄り付かなかったら……《統率》の軍勢を瓦が解かいさせることはできないのだ。

　緊迫した空気が辺りに漂った。人間も、魔族も、動物も誰も動かない。

　のしっと、大きな足が動いた。緊迫した空気を破ったのは《統率》であった。

「と、《統率》様!?　一体何ヲ……」

《通訳》の言葉にも答えず、《統率》はミシェルに近づいていく。

　緊張で微かすかに震えながらミシェルがカップ麵を差し出すと、《統率》は太い手を使ってそれを食べ始めた。

　竜一が、ミシェルが、動物達が、辺りの全すべての存在が、固かた唾ずを吞のんで《統率》の動向を見守っている。

　一口、カップ麵を食べると《統率》は低く唸った。

［懐かしい……味がするワン……］

　つっ、と《統率》の頰ほおを涙が伝った。

　この世界へとやってきて幾星霜。もはや薄れてきていた記憶が、彼女に記憶を呼び起こさせる。

　飼育員が夜食で食べていたカップラーメン。美お味いしそうな匂いがしたので分けてもらいたかったが、飼育員は塩分がどうのと言ってあまり食べさせてくれなかった。あのときと同じカップラーメンがここにあるのだ。

　貪むさぼるようにラーメンを食べ終えると《統率》は天を仰ぎ咆哮した。

「これは……」

　その内容を自分では訳しきれぬと思ったのだろう。《通訳》は、辺りに聞こえるように犬リンガルの音量を上げた。

［あっさりとした魚介系スープに細ほそ麵めんが非常によくマッチしています。具はカップラーメン相応といった感じですが、チャーシューがフリーズドライではなく真空パックの物を使っているため非常にジューシーで好感が持てます。少々塩分がキツいのが動物向きではありませんが、総じて満足度の高いラーメンと言えるでしょう。☆3.5］

「なんで犬リンガルがラーメンレビューできるんだよ！」

　青い空に《統率》の咆哮とツッコミ仮面のツッコミが響いていった。

《統率》の声を聞き、獣達も恐る恐るカップラーメンに口をつけ始める。一口食べると後は止まらない。皆、貪るようにラーメンを食べ始めた。

［美味しいワン］

［びっくりだワン］

［やや麵が柔らかいもののブレの範囲内。お湯の温度が低すぎたのではないかと思われます］

「レビュアーが多い！」

　次々にラーメンを食べ、レビューをする獣達。《通訳》は信じられないといった表情で立ち尽くしていた。

「馬鹿ナ……なぜ、こんなことニ!?」

「わからないのか？」

　自分もカップラーメンを食べながら、竜一が《通訳》にびしっと箸はしを突きつけた。

「配下が飢えた凶暴な獣って聞いたとき思ったのさ……もしかしてみんなお腹が空いてるから凶暴なんじゃないかってな！　だったらお腹いっぱいになれば敵対する理由はなくなるぜ！」

「な、なニ!?」

「そして、食べ物なら《王都から出て右の村から出て右の村から出て右の村》にカップ麵がいっぱいある！　お湯は《林の中の小さな村》に十分ある……あとは力を合わせれば、あなたの配下の獣達のお腹をいっぱいにするのは簡単なのさ！」

　ちなみにカップラーメンは塩分が多すぎるので動物に食べさせるのはおすすめできない。良い子は真ま似ねしないようにしよう。

「箸で人を指すのは行儀が悪いので止やめなさい！」

「あ、ごめん」

　ツッコミ仮面に指摘されて竜一は箸を置いた。

「そんナ……馬ば鹿かナ……」

「確かに《統率》は熊くまだから強いし怖い。それで獣達も従っていたんだろう……だけどさ、怖さで支配するよりも、みんな満足な方がいいじゃねえか。そう思わないか？」

「……」

《通訳》は愕がく然ぜんと膝ひざをついた。

　彼女は犬リンガルで動物達の気持ちを把握していると思いこんでいた。だが……結果はこれだ。言葉にできない気持ちを、読み取ることができていなかったのだ。

「負けたヨ……なあ、私達もそれ、もらってもいいカ……？」

　竜一は頷うなずき、カップラーメンを《通訳》に差し出した。

「もちろん！　喧けん嘩かの後は、ご飯を食べて仲直りだぜ！」
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ツッコミ仮面おにいさん「よいこのみんなー、こーんにちはー。ツッコミ仮面のおにいさんだよー。い世界人でもわかる地理教室の時間だよ！

　今日は、りゅういちくん達の旅路をおさらいしながらい世界の地理を学んでいこうね！

　まずは《王都》、ここはりゅういちくんが初めて来た場所だね。ここには王城があって、《賢王》様が居たお城があったり《聖剣》が封印されていたり《なんでも作れる工場》があったりしたよ！」

りゅういちくん「前の《賢王》様が居なくなったから、俺が新しい王様になったんだぜ！　でも、俺が旅に出ちゃったから今は【10まで数えられる】賢者ラシェルさんが留守番をしてくれてるんだ！」

ツッコミ仮面おにいさん「改めて聞くと不安さがスゴイね、その肩書き。

　さて、次に向かったのがここ、《王都から出て右の村》だ」

ミシェルちゃん「王都から出て右の方にある村ね！」

ツッコミ仮面おにいさん「おにいさんとしては早く方位磁石が発明されるといいなって思うよ！」

りゅういちくん「ここでは《無双》の四天王と戦ったんだぜ！　両手に武器を持ってて、『拳けん銃じゅう』まで使いこなすスゴイ奴だったぜ……」

ミシェルちゃん「リュウの機転と、安全装置のことがなければ勝てなかったかもしれないわ……」

ツッコミ仮面おにいさん「ちなみに安全装置を外していても外していなくても銃を投げるのはすごく危ないよ！　良い子のみんなは止めておこうね！」

りゅういちくん「次は『王都から出て右の村から出て右の村』だぜ！　ここは魔族《傲ごう慢まん》に支配されていてみんなよくわからないものをグルグル回させられて虐げられていたんだ！」

ミシェルちゃん「すごくつらそうだったわ……あのよくわからない棒をぐるぐる回すものはなんだったのかしら……リュウとみんなの力で魔族を撃退できて本当に良かったわ……」

ツッコミ仮面おにいさん「ちなみに古代ローマではオリーブ油を取るための石いし臼うすに手で棒を押してグルグル回すタイプの物があったけど、この場合は何も関係ないね。なんだったんだあれ」

りゅういちくん「そして、この先の森の中で《最速》の四天王とミシェルが戦ったんだぜ！」

ミシェルちゃん「《最速》の目にも留まらぬ早業……仕掛けがわからなかったら絶対に勝てなかったわ……」

ツッコミ仮面おにいさん「あらためてツッコむことはないかな。気づいて良かったね！」

りゅういちくん「その次が『林の中の小さな村』！　ここは魔族の村だったんだ！　『王都から出て右の村から出て右の村から出て右の村』と仲が悪かったんだけど……仲良くなれて良かったぜ！」

ツッコミ仮面おにいさん「そろそろ右の数に疑問を持って欲しい」

ミシェルちゃん「ここでは《統率》も仲間になったのよね……リュウったら、デレデレしちゃって！」

ツッコミ仮面おにいさん「その対応にも疑問を持って欲しいな！　なんで《統率》の方に嫉妬するんだ！　せめて《通訳》だろ！」

ミシェルちゃん「で、次が魔王城前の最後の村《すごく右の村》だけど……あれ？　おにいさん、これじゃ王都の右側じゃないわ」

ツッコミ仮面おにいさん「お？　ついに疑問を持ったかい？」

ミシェルちゃん「地図間違って描かいたんじゃない？」

ツッコミ仮面おにいさん「惜しい！」

りゅういちくん「ううん……どういうことなんだぜ……？」

ツッコミ仮面おにいさん「果たしてこの謎は解けるのかな？　それじゃあみんな、また次回～」

















偏差値10の俺が《飄ひよう々ひよう》を倒せたワケ









　魔王城にて。

「……《統率》が、敗れましたか」

　薄暗い闇やみの中、《策謀》は嘆くようにつぶやいた。

　彼女の理性は信じられないと叫んでいた。

《統率》は最強の四天王だ。身体能力では《無双》を圧倒的に上回り、《最速》の技すら通用しない。《統率》と飢えた獣達の群れは魔王軍における最大戦力だった。それが負けるなどありえない、と《策謀》の理性は叫んでいた。

　だが、《策謀》の感情──理屈では言い表せない部分がありえぬ話ではない、と言っていた。

　あの男──竜一といったか。規格外というのならば奴こそがそうだ。両手に武器を持った《無双》よりも強く、目にも留まらぬ《最速》の技を破り……あろうことか《策謀》の策すら見破った。三度、奇跡と言っていい勝利を引き起こしたのだ。なぜ四度目がないと言えようか。

　そして現実は《策謀》の理性を上回った。これで、残された四天王はあと……

「俺と、お前だけだな。《策謀》」

　思索に耽ふけっていた《策謀》の意識が、突然かけられた言葉で現実へと引き戻された。

「《飄々》ですか」

　目深に被かぶっていたツバ広帽を微かすかに動かし、《飄々》は《策謀》を見た。その目には強い意志の炎が燃えていた。

「俺達四天王のうち三人がやられた。残すは俺とお前二人のみ……これが何を意味するかわかるか、《策謀》？」

「……待ってください、《飄々》。あなたは何を……」

《策謀》は何を言っているのかわからないと言いたげに頭を振った。《飄々》は皮肉げに口角をあげて宣言した。

「待たねえよ……運と命きが来たのさ」

　帽子の奥から覗のぞく目は《飄々》の決意をありありと語っていた。

　視線の圧力に押されながらも、《策謀》は《飄々》に反論した。

「何を言うんですか、《飄々》。あなたは間違っている！」

「間違っている？　はっ、四天王が三人やられたこと以上の間違いがあるっていうのか、《策謀》」

　ぐっ、と《策謀》は言葉に詰まった。その反応に《飄々》は軽くため息をついた。

「わかってくれとは、言えないさ。だが俺にだって四天王の意地がある。止めても無駄だぜ」

《策謀》はしばしの間、逡しゆん巡じゆんした。《飄々》の顔を見、自分の手元を見、数を数えるように指を何本か折り、そして深く頷いた。

「わかりました。《飄々》。これ以上は何も言いません……うまくいくことを、期待しています」

「さあて、期待になんぞ応こたえられるかね……」

　ツバ広帽を目深に被り直し、《飄々》はその場から立ち去った。行く先は言うまでもなかろう。四天王を倒した憎きあの男のところへだ。

《飄々》の姿を見送ってから、《策謀》の肩がわずかに震え出した。

　段々とそれは大きくなっていく。それに加えて、こらえきれないとばかりの笑い声が《策謀》の口から漏れ出した。

「ふふふ……はははは！　まったく……《飄々》、あなたは私を楽しませてくれますね！　いいでしょう。あなたがどこまでやれるか拝見させていただきますよ。なあに、心配はいらない……あなたの敗北は、私が役立ててあげますからね」

《策謀》の高笑いが魔王城の闇に響いていき、やがて消えていった。





────






《王都から出て右の村から出て右の村から出て右の村》にて。

　村は喧けん騒そうに満ちていた。

　ヤカンを持った人間がせわしなく走り回り、水瓶を持った魔族がコンロのある建物にひっきりなしに出入りしている。カップ麵めんの段ボール箱を担いだ狼おおかみを連れて林の中から出ていく魔族が居たかと思えば、イノシシの背中にヤカンとコンロを乗せて林の中に入っていく人間が居た。

　人と、魔族と、獣。その三者が水と、火と、カップラーメンのように親密な関係を構築していた。

　今はまだトラブルも多いだろう。だが、それもすぐになくなるだろうと思わせられる活力がそこにはあった。

「リュウさん、ミシェルさん、本当に行ってしまうの？」

　村の出口で、荷物を背し負よった竜一とミシェルに、《無む垢く》が寂しげにたずねた。

「ごめんなさい、《無垢》」

「俺達は《四天王》を倒さなくちゃいけない。だから、ここで立ち止まってるわけにはいかないんだ」

「……そっか。じゃあ、仕方ないですね」

　うつむいた《無垢》の肩に、ぽんと手が乗せられた。

　竜一は《無垢》に笑顔で告げた。

「なに、全部終わったらまた会えるさ！」

　竜一の笑顔に、《無垢》もまた笑顔を返した。

　続いて村長が、パンパンにものが詰まった袋を持ってきた。

「リュウ様、ミシェル様。この度は本当にありがとうございました……まさか《林の中の小さな村》や《統率》と和解できるとは想像だにしておりませんでした。お二人には感謝してもしきれません」

「へへっ、そう褒められると照れるぜ！」

「せめてものお礼です。これをどうぞ」

　渡された袋の中にはカップ麵と銀色の筒が詰まっていた。竜一はそれを見て、少し困ったような笑顔を浮かべた。

「うーん……村長のおっちゃん。ありがたいけど、でも、カップ麵だけでお湯がなくちゃ食べられないぜ」

「いいえ、その点は問題ありません」

　村長は袋に入れられた銀色の瓶を指差した。

「これは村に代々伝わる魔法のアイテムなのです」

「魔法のアイテムだって!?」

　竜一は驚いた。

「これに入れておくとお湯がサメないのです。これがあれば、きっとカップ麵を食べることができるでしょう」

「あ、魔法瓶ってわけか」

　竜一は少しがっかりした。

「でも……本当にいいのか？　大切なものなんだろ？」

「ええ、リュウ様は我々の恩人ですから。これぐらい、お安い御用です」

　竜一は少しだけ悩み、袋を受け取った。

「わかった。じゃあこれは借りておくぜ。魔王を倒したら返しに来るから、そのときはよろしくな」

　村長は目を見開き、頷うなずいた。

「わかりました。そのときは盛大にお祝いさせていただきます」

　そうして、竜一とミシェルは村から去っていった。

　去り際、ミシェルは少しだけ寂しそうに《無垢》と村長を見ていた。

「どうしたんだぜ、ミシェル」

「ううん、ちょっと……遠くまで来たな、って」

　気がつけば、二人の旅路も王都から出て随分と右まで来ていた。《王都から出て右の村》を抜け《王都から出て右の村から出て右の村》を越え、《林の中の小さな村》、そして《王都から出て右の村から出て右の村から出て右の村》。魔王城まであと少しだ。

「帰りの話をしたら、王都は今どうなってるのかな、とかちょっと気になっちゃって……」

「寂しいか、ミシェル？」

　竜一に問われて、ミシェルは少し悩んでから首を縦に振った。

「うん、少し。でも大丈夫！　だって私は王都一の賢者【10まで数えられる】ラシェルの娘だもの！　これぐらいへっちゃらよ！」

「そっか、ミシェルは強いな」

　ミシェルの目が少しだけ潤んでいたのを、竜一は見なかったふりをした。

　竜一が露骨に見なかったふりをしたのに気づいて、ミシェルは慌てて目元を拭ぬぐい、ごまかすように竜一に問いかけた。

「リュウは、お家うちのことを思い出して寂しくなったりしないの？」

「んー、ちょっとなるけど、でも慣れっこだからな！」

「慣れっこ？」

　ミシェルが首をかしげると、竜一は頷き語り始めた。

「うちは父ちゃんが単身赴任で普段居ないから、普段は母ちゃんと二人なんだぜ。母ちゃんもたまに仕事で遅くなったりもするし、一人になるのはよくあることなんだ」

「そうだったんだ……ごめんなさい」

　気まずそうな顔をするミシェルに、竜一は慌てて首を振った。

「気にすることないぜ！　慣れてるし、それに一緒にいられる時間は短くても、父ちゃんの言ったことは俺の胸に刻まれてるからな！」

　竜一の父は幼い頃ころから単身赴任で家にあまり居なかった。彼の記憶の中の父の姿は、どれも夏休みや冬休みに帰ってきたときの思い出だ。

　確かに、一緒に居た時間は短かったかもしれない。だが、竜一は父からいろんなことを教わった。

（竜一、父ちゃんが居ない間、母ちゃんのことをしっかり守っていてくれよ）

　単身赴任に行く前、父は決まってそう言って竜一と指切りをした。

（竜一、人と人はいつ会えなくなるかわからない。だから、いつでも後悔することがないように、全力で仲良くするんだぞ）

　携帯を忘れていて電話に出てくれなかったことを問い詰めたとき、父は竜一をたしなめるようにそう言った。

（竜一、噓うそをつくと、自分の心も相手の心も傷つけるんだ。だから絶対噓をついちゃいけないよ）

　母ちゃんに内緒でゲームを買って二人で正座させられているとき、父は穏やかにそう語った。

　どれもこれも、竜一にとって忘れられない思い出だ。

「そっか……リュウはお父さんが大好きなんだね」

「ああ！　大好きだし尊敬してるぜ！　ミシェルもそうだろ？」

「うん！」

　そんな話をしていて家族のことを思い出してしまったのか、二人の間には少しだけしんみりとした空気が流れていた。

　だが、そこで二人に声をかけてくる者があった。

「ふン！　随分と辛気臭い顔をしているナ、人間！」

　二人の前に、大きな影が差した。随分と高い、竜一やミシェルの倍はありそうな影。そう、《統率》と《通訳》だ。

「《統率》！　《通訳》！　どうしたんだぜ？」

　驚いた竜一が問いかけると、《統率》はまるで猫のようにゴロゴロと喉のどを鳴らした。

［仲良くして欲しいワン］

　犬リンガルに表示された文字を見て《通訳》は言った。

「貴様ら人間に興味がわいてきたからナ！　魔王城まで案内してやル！」

「本当か!?　ありがとう、《統率》！　嬉うれしいぜ！」

　竜一が頭を撫なでてやると、《統率》は嬉しそうに目を細めて鳴いた。

［嬉しいワン］

「べ、別に勘違いするんじゃないゾ！　興味があると言ってもそれはお前の行いにダ！　好きとかそういうのじゃないからナ！」

《通訳》の通訳精度はイマイチである。

「そうなのか？　俺は《統率》のこと格好いいし好きだけどなあ。わっ！」

　竜一に撫でられたお返しとばかりに、《統率》は竜一の頰ほおを舐なめた。

「か、軽々しく好きとか言うんじゃなイ！　それに女子に格好いいは褒め言葉かどうか微妙だゾ！」

「いや、《通訳》じゃなくて《統率》を格好いいって言ったんだけど」

《通訳》は首をかしげた。

「ン？　合ってるだろウ。《統率》様は女子だゾ」

「えぇっ!?　お前、女の子だったのか!?」

　驚く竜一に、《統率》は短く吠ほえて答えた。

［好きだワン］

「へ、変な想像とかしないでよネ！　エッチ！」

　あくまで《通訳》の通訳は《統率》の言葉の通訳であることを再度強調しておこう。これは全すべて《通訳》が犬リンガルと《統率》の様子から読み取った結果を訳したものなのだ。

《統率》は再び竜一の顔を舐め、そしてミシェルに視線を向けると小さく鼻を鳴らした。

「……！　リュウ！　いつまでも遊んでないで、その子が案内してくれるって言うなら、さっさと行きましょう！」

「どうしたんだミシェル？　怒ってる？」

「怒ってない！　行きますよ！」

　ミシェルは竜一の腕を摑つかみ、ずいずいと歩いていく。

《統率》は反対側からペロペロと竜一の顔を舐めている。身体からだが揺れるので《通訳》は振り落とされまいと必死になって摑まっている。

「おいおい。二人共、歩きづらいって！」

「じゃあ、そっちが先に離れてよ」

「グルルゥ！」

《統率》とミシェルは睨にらみ合った。どうやらどちらも譲る気はなさそうだ。

　竜一は途方に暮れた。彼の知力でも、この問題はどうやって解決すればいいのかわからなかった。

　ともあれ、《統率》と《通訳》の加わった一行は右へ、右へ、魔王城へ向かって草原の道を進んでいった。

　次の村まであと少しぐらいだろう、というところまで来たところで、道の真中に何者かが立っていた。

　それはツバ広帽を被かぶりマントを羽織った男だ。ちなみに関係ないが男のちょっと後ろの方には不自然な茂みがあった。

　男は帽子に手をかけ、ニヒルに佇たたずんでいた。

「フッ……やれやれ、こんなに容易たやすく会えるとは、ね。これも運ひつ命ぜん……いよいよ運と命きが満ちた、ってことかね」

　男は帽子のつばをくいっとあげて、竜一達を見た。

「こんちわー」

「こんにちは」

［こんにちワン］

「こんにちハー」

　竜一達はとりあえず挨あい拶さつをした。そもそも名乗られてもいない知らない人なのだ。他ほかに反応しようがない。

「ハハハッ！　おいおい！　挨拶とは滑こつ稽けいだ！　俺とお前の間にある運命かんけいはそんなに穏やかなものだったかい？」

　竜一とミシェルは顔を見合わせた。

「……えっと、ミシェル、知り合い？」

「ううん。リュウの知り合いじゃないの？」

　竜一とミシェルは首をかしげた。二人共このフレンドリーに話しかけてくる相手が誰だれなのかさっぱりわからないのだ。《統率》と《通訳》は関かかわりたくないのか知らないふりをしている。

「さあ！　御託は抜きだ。始めるとし……」

　ツバ広帽の男はなおも語り続けようとしたが、後ろからボスン！　と木の枝で叩たたかれたので言葉を止めた。男の後ろにあるのは茂みだけだが。

　叩かれて、男が被っていたツバ広帽が落ちた。

　帽子の下に隠されていたのは角の生えた頭……明らかな魔族の証あかしであった。

「フッ……名乗らなかったのは悪かったかな。だが、これを見ればわかるだろう。俺とお前の間にある運命いんねんの正体が！」

　男は竜一を指差した。竜一は軽く会釈した。

「あ、にいちゃん、魔族の人なんだ。どうもー」

「……」

　男が硬直したので、そのまま竜一とミシェルは通り抜けようとした。

　だが、男がばっと手を広げたので通り抜けられなかった。茂みもいつの間にか邪魔な位置に動いていた。

「待ちな……そうは行かねえぜ。お前は人、俺は魔族。だったらやるべきことは一つ、だろう？」

　竜一とミシェルは首をかしげた。あるいは以前だったらこの場で戦いが始まっていたかもしれないが、さっきまで魔族と人と動物で仲良くカップラーメンを食べていたし、そもそも《統率》と《通訳》が仲間なのだ。もう二人は別に魔族だからって敵だと考えてはいなかった。

「……ええい！　四天王！　俺は四天王の《飄ひよう々ひよう》だ！　《無双》と《最速》の仇かたきを取るため、そして裏切り者《統率》に引導を渡すため！　貴様を倒させてもらう！」

　ツバ広帽の男──《飄々》が竜一とミシェルにビシッと指を突きつけて宣言した。《統率》と《通訳》はあくまでも知らないふりをした。

「なんだって！　にいちゃん四天王なのか！」

「そんな……！　最初から言ってくれれば良かったのに！」

「ふ……まさかこんなに伝わらないとは思っていなくてな。所しよ詮せん、人間と魔族はわかり合えないってことさ」

　竜一はびっくりしながら《聖剣》を構えた。そう言えばこれ使うの久しぶりだな、と思った。

《飄々》は武器も構えず悠々と立っている。

「ええっと、《飄々》。あんた、武器は出さなくていいのか？」

　竜一の問いに《飄々》は皮肉げに口の端をあげた。

「フッ……相手の心配をする余裕なんてあるのかい？　いいから、どっからでもかかってきな」

《飄々》はそう言って悠然とした態度を崩さない。

　ゴクリ、と竜一はツバを飲み込み、真正面から切りかかった。

「いやぁぁぁ！」

　裂れつ帛ぱくの気合い、踏み込み。それらを受けて、

「ギャァァァ！」

《飄々》は普通に斬きられた。

「……えっと？」

　あまりにも当たり前のように斬られた《飄々》に竜一は首をかしげた。

「だ、大丈夫か？」

　竜一が声をかけると、すぐに《飄々》は立ち上がった。その姿は飄々としておりダメージを全く感じさせない。

「フフ……なるほどな。さすがは三人の四天王を倒しただけのことはある……だが、今のは小手調べだ。次からが本番だぜ」

　立ち上がった《飄々》は、相変わらず手ぶらで竜一と向き合った。その目にはただならぬ力が籠こもっている。

　竜一の額を脂汗が伝った。だが、このまま睨み合ってもらちがあかない。竜一は意を決して切りかかった。

「いやぁぁぁ！」

　その瞬間、《飄々》の目が輝いた。そう、竜一の攻撃は既に一度《飄々》に見られている。

「ギャァァァ！」

　そして二度目も《飄々》は普通に斬られ、倒れ、飄々と立ち上がった。やはりダメージがあるようには見えない。

「フッ……これはハンデだ。今のでお前の強さは完かん璧ぺきにわかった……宣言しよう。お前は俺に勝てない。それがこの戦いの運命けつまつだ」

《飄々》は高らかに宣言した。一方的に斬られているとは思えないほどの飄々さだった。

　そして……確かに攻めているのは竜一だった。しかし、彼の手がわずかに震えていた。

（リュウ……どうしたの？　今は明らかにリュウの方が有利なのに、なぜそんなに震えているの……？　もしかして、あいつの強さに押されているの……？）

　心配そうに見守るミシェル。だが、今の竜一はそれにすら気づかない。

「似てる……」

　ポツリ、と竜一がこぼすのを、ミシェルは聞いた。竜一の目に浮かぶのは……郷愁と、動揺。

　その感情の揺らぎを見て、ミシェルははっと何かに気づいた。

「もしかして、リュウ」

「ああ。あいつの言動……父ちゃんに、似て」「待てぇええええい！」

　そのとき、草原を駆ける一陣の風！　ツッコミ仮面だ！

「あ、ツッコミ仮面のおっちゃん！　どうしたんだ！　今日はなんか変なタイミングだぜ！」

　息を切らしながら駆け込んできたツッコミ仮面は、竜一の肩に手を置いて問いかけた。

「少年！　君はあれが父ちゃんに似てると言ったか！」

「うん！　言ってることがちょっと似てるぜ！」

　竜一が頷うなずくと、ツッコミ仮面が膝ひざから崩れ落ちた。
















「ど、どうしたんだツッコミ仮面のおっちゃん!?　今日のあんた、なんか変だぜ？」

　心配する竜一。そしてそれを見て《飄々》はニヒルに笑った。

「フッ……どうやら、そいつは役に立たないようだな。諦あきらめろ、お前らはここで俺に負ける運命さだめにある」

《飄々》の言葉に反応しツッコミ仮面が飛び起きた。その目には燃えるような熱い意志が浮かんでいた。

「少年！　もう一度聞こう！　アレが父ちゃんに似てるのか！」

「ああ！　ちょっと似てるぜ！」

「あの格好いいことを言おうとして全部『運命』になってるような語ご彙い力の奴やつがか！」

「父ちゃんも似たようなもんだったぜ！」

　ツッコミ仮面が揺らいだ。だが、踏みとどまった。

「あの口ではそれっぽいことを言ってるけど実際何も考えてないような奴がか！」

「父ちゃんも結構そういうとこあったぜ！」

　ツッコミ仮面がたじろいだ。だが、強きよう靭じんな意志力が彼に倒れることを許さなかった。

「くっ……ならば……おい！　《飄々》！　一つ質問に答えてもらおう！」

　竜一が言を翻さないと見て、ツッコミ仮面は《飄々》に狙ねらいを変えた。

「フッ……なんだ」

「今まで倒された四天王の名前を言ってみろ！」

「そんなことか……《無双》　《最速》　《統率》だ」

「じゃあ残ってる四天王は！」

「この俺、《飄々》と《策謀》……そんなことを聞いて何がしたい？」

《飄々》が怪け訝げんな表情を浮かべたところで、ミシェルがあっ！　と声を上げた。

「待って！　今の、何かおかしいわ！」

「フッ……何がおかしいと言うんだ」

「だって……今まで会った四天王が《無双》《最速》《統率》の三人でしょ。で、残ってるのがあなたと《策謀》の二人だから……」

　ミシェルは右手の指を三本、左手の指を二本立てた。

「いち、に、さん、し、ご……ほら！　おかしいわ！　これじゃ四天王が五人になっちゃう！」

　ミシェルの指摘に、場の空気が凍りついた。

　今まで、斬られても斬られても立ち上がってきた《飄々》が、ぐらり、と膝をついた。

「な……馬ば鹿かな……だ、だが！　そんなことが何だと言うんだ！」

「それは……」

《飄々》の剣幕に言葉に詰まるミシェル。竜一が、その言葉を引き継いだ。

「前に賢者のおっちゃんが言ってたぜ。『四天王が四天王って名乗ってるのは、４まで数えられることをアピールするためだ』ってな」

「……っ!!」

　その言葉を聞いた瞬間、《飄々》は衝撃を受けたかのように目を見開いた。

「だったら、おかしいよな……お前は四天王が自分を含めて五人になってることに気づいていなかった！　それはつまり４まで数えられてないってことだぜ！　さあ、これをどう説明するんだ、《飄々》！」

「馬鹿な……俺は……俺は四天王のはずでは……」

　愕がく然ぜんと、力なく膝をつく《飄々》。《統率》と《通訳》はあくまでも知らないふりをする。

　そして彼の後ろでゆっくりと逃げ出そうとしている茂みを、ツッコミ仮面がぐいっと引き止めた。

「その説明は彼女にしてもらおうか。なあ、《策謀》？」

　そう、茂みは《策謀》の偽装だったのだ。彼女はいつも通り得意の偽装で茂みのふりをして《飄々》の戦いぶりを監視していたのだ。

「あっ！　親切な人！　アンタ四天王だったのか!?」

　茂みから引っ張り出された《策謀》を見て、竜一は驚きの声を上げた。

「く……くくく！　バレてしまっては仕方ありません！　私こそ最後の四天王《策謀》！　そしてそこのそいつは四天王でもないのに魔王城に入り浸っていたただの魔族《飄々》です！」

《飄々》を指差し、《策謀》は高らかに宣言した。《飄々》はもはや飄々とした態度も維持できぬほどぼろぼろだった。

「貴様……俺を騙だましたのか!?」

「騙したとは人聞きの悪い。我ら四天王はただ、四天王でもないのに会議に来るあなたを追い出したりしなかっただけのこと。勝手に勘違いしたのはあなたでしょう？　恨むなら、４まで数えることすらできない己の愚かさを恨むのですね！」

「おのれ……おのれぇぇぇぇ!!」

《飄々》の悲しき慟どう哭こくが、辺りに響いていった。

「少年、悲しい事件だったが……改めて聞くぞ。この４まで数えられない奴が父ちゃんに似ているのかい？」

「いいや……父ちゃんだったら、こんな悲しい結末にはならなかったぜ……」

「そうだろう……」

　竜一の父への不名誉な扱いは解けた。だが、その代償は《飄々》にとってあまりにも大きかった。誰も、それ以上は何も言うことができなかった。

　周りの人間の目がかわいそうな《飄々》に奪われている隙すきに、いつの間にか《策謀》は逃げ出していた。立ち上がれない《飄々》を囮おとりに使う、あまりにも卑劣な策であった。

　──こうして、《飄々》を巡るあまりにも悲しい事件は終わった。４まで数えられない。たったそれだけのことが導いた、あまりにもいたましい悲劇だった。

　──だが、過去ばかり振り返っていることはできない。竜一も、ミシェルも、ツッコミ仮面も、先に進まなければならないのだ。

　──残る四天王はただ一人。《策謀》のみ。決着のときは、近い。








偏差値10の俺が《策謀》を倒せたワケ









　と、言うわけで。

《飄ひよう々ひよう》を巡る悲しき事件は一応の決着を見せ、竜一とミシェルは犠牲になった《飄々》のためにも必ずや《策謀》を倒す、と誓って旅路を進んだ。《統率》と《通訳》はすごく哀れなものを見る目で《飄々》を見ていた。追い打ちだった。

　そして、一行はついに魔王城直前にある村、《すごく右の村》までたどり着いた。

　村に入ると、満面の笑みを浮かべたすごく背の高い男が二人を出迎えた。

「《すごく右の村》へようこそ！　リュウ様、ミシェル様、お待ちしておりました！」

「どうも！　……って、なんで俺の名前を知ってるんだぜ？」

　見知らぬ相手に名前を呼ばれて、竜一は不思議そうにたずねた。

　背の高い男は恥ずかしそうな笑みを浮かべて、ミシェルにちらりと視線を向けた。

　ミシェルは少しだけ記憶を探ると、あっと声を出した。

「あ！　あなた、《聖剣》の封印を解くために王都に来ていたでしょう？」

　ミシェルにそう言われて、背の高い男は頭をかきながら答えた。

「ええ、そうです。ご存ぞん知じの通り私には《聖剣》の封印を解くことができませんでしたが……。リュウ様が《聖剣》の封印を解く姿を間近で見られて、本当に感動しました！」

「いやー、そんな。大したことをしたわけじゃないぜ」

　背の高い男にキラキラとした視線を向けられて、竜一は照れたように笑った。

「リュウ様、この先を急がれるのでしょうか？　もしよろしければ、どうやって《封印》の解き方に気づけたのか、お話を聞かせていただきたいのです。私がリュウ様の話をしてから、村の者達もリュウ様に興味津津で……」

「うーん、そう言ってもらえるのは嬉うれしいけど……」

　竜一は困り顔でミシェルを見た。

　魔王城まではあと少し、急げば日暮れ前に着けるぐらいの時間だ。

　だが、それだと帰りは暗くなるだろう。ここで一泊するのも一つの手だ。

　どちらを選んでも一長一短。ならばせっかくだし話をしてもいい、と竜一は思った。

　しかし、話をするのはいいがその間ミシェルにはどうしてもらおうか。

　一緒に来てもらってもいいが、多分暇だろう。竜一は校長先生の話のように他人が長くて難しい話をしているのを聞くのが好きではなかった。そして自分が好きでないことを他人にやらせるのは良くないとも思っていた。

「あ、もちろんミシェル様とええっと、そちらの……」

　竜一が悩んでいるのを悟り、背の高い男はミシェルと《統率》と《通訳》も誘おうとした。

　だが、《統率》の姿を見て言葉に詰まった。

　恐らくこの男は《統率》が四天王であることを知らない。知っていればこの程度の反応では済まないだろう。恐らく、ただの熊くまだと思っているはずだ。

　だが……忘れてはいけない。一般的に、ただの熊とはすごく怖いのだ。

　男の様子を見て、ミシェルはニコリと笑って《統率》の肩を叩たたいた。

「いいよ、リュウ。私達は三人で村を見て回ってるから、行ってきなよ」

《統率》も小さく唸うなった。

「べ、別にあんたのためじゃないからナ！」

《通訳》が訳した。

「ありがとう、そういうことならお言葉に甘えるぜ」

　竜一は深々と頭を下げ、そのまま背の高い男についていった。

　背の高い男と一緒に行く竜一の姿を見送ってから、ミシェルと《通訳》は同時にため息をついた。

「えっと、それじゃあ見て回ろうか、《統率》、《通訳》」

《統率》はぷい、と顔をそむけた。

「勘違いするなヨ！　別にあんたと仲良くしたいんじゃないんだからナ！」

《通訳》はそう言い、ミシェルは再びため息をついた。ミシェルにはこの言葉から、こちらに対して好意的なニュアンスを読み取ることができなかった。

《統率》は竜一に対して強い興味を持っていた。だが、ミシェルに対しては挑発的な態度を取ることが多い。

　竜一に気を遣ってああ言ったが、三人で楽しく村を見て回れるとはミシェルには思えなかった。

　ミシェルは辺りを見回した。

　王都ほどではないにせよ《すごく右の村》は賑にぎわっている。家がいっぱい立ち並び、人もたくさん居る。

　だが……たくさん居る人達はみなミシェルと《統率》達のことを遠巻きにしていた。これもひとえに《統率》の放つ剣けん吞のんさのせいである。

「ううん、どうしよっか……」

　ミシェルが悩んでいると、《統率》が鼻を鳴らしながら歩き出した。

「どうしたの、《統率》？」

「ふン！　ついてきたいなら勝手にすればいいじゃなイ！」

《通訳》がそう言うので、ミシェルはあとをついていった。

　村の中心の広場にはこの村にある《割合色々作れる工場》で作られたいろんな物が並べられていて、村人達が必要な物を取っていっていた。

　だが、広場の中に入ると《統率》のせいで騒ぎになってしまうだろう。三人は足を止めてどうしたものか悩んだ。

　すると、広場からちょっと離れたところにも食べ物が置いてあるのが目に入った。

　木の根元に皿が置いてあり、美お味いしそうな食べ物が山盛りになっている。そして皿の真上には大きな籠かごが縄で吊つるされていた。縄は木の横のまるで人一人が地面と同じ色の布を被かぶっているように盛り上がった場所へとつながっている。

　それを見て、ミシェルは目を輝かせた。

「わあ、美味しそうな食べ物！」

　ミシェル達もそろそろ小腹が空すいてくる時刻だ。

　竜一はたぶん背の高い男のところでおやつでもいただいてくるだろう。ならば、ミシェルと《統率》と《通訳》もおやつを食べてもいいのではないだろうか。

　フラフラと食べ物と大きな籠に近づいていく三人、その姿を見てほくそ笑む者がいた。

（くくく……最強の四天王といえど所しよ詮せんは獣。我が《策謀》の前には無力ですね。そしてあの男に見破られた経験を活いかして改良した私の新しい隠おん密みつ術、名付けて《地面と同じ色の布》……人間の小娘相手には少々やりすぎでしたかね？）

《策謀》の四天王だ。

　彼女は《地面と同じ色の布》を被ることで誰だれにも気づかれず木の根元に潜んでいた。もちろん、食べ物と籠も《策謀》が用意した罠わなだ。

（あの三人が食べ物のところに来た所でこの縄を放せばそれでおしまい。あの三人は袋のネズミ、というわけです。《最速》は情けない戦いをしましたが人質を取るという発想は良かった。使わせていただきますよ、くくくく……）

　縄を握り、今か今かと待ち構える《策謀》。

　だが、あと少しで籠の下に来る、というところでミシェルの足が止まった。

（ええい！　何をノロノロとしているのだ！　早く籠の下に行け！）

《策謀》の苛いら立だちとは裏腹に、ミシェルは立ち止まって少し考えると、《統率》の肩を摑つかんで引き止めた。

「何をすル！」

　お腹を空かせた《通訳》が苛立たしげに言うが、ミシェルは手を離さない。

「リュウが言ってたわ……『落ちてるものを食べるとお腹なかを壊すんだぜ』って。やっぱりあれは駄目よ！」

「むぅ……だガ……」

　なおも《通訳》は名残惜しげに食べ物を見ている。だが、《統率》は小さく唸った。

［その通りだワン］

「む……む……今回はリュウに免じてお前の言葉を聞いてやろウ！　勘違いするなヨ！　リュウに免じてだからナ！」

　そうして、三人はそこから離れていった。

（バカな……!?　あの男の策が私を上回ったとでも言うのか……!!　ですが、私の策はまだまだありますよ！）

《策謀》は新たな道具を取り出した。糸で吊されたちょうちょが先端についた棒だ。

　棒の先についているちょうちょは三匹。そして同じ棒が合計四本。合わせてすごくたくさんのちょうちょがついた棒だ。

（くくく……ちょうちょで釣るという《最速》の作戦は悪くありませんでしたが、私はさらにその上を行く……棒の先のちょうちょを増やし！　さらに《無双》の技を応用して棒は両手に持つ！　さらにさらに、片手に持つ棒の数は二本！　このちょうちょ天国があなた方を地獄に誘うのですよ……！）

《策謀》は布から棒を持った両手を出すと、ミシェルと《統率》の視界に入るように移動した。

　先にちょうちょ天国に気づいたのは《統率》であった。

　リュウの名前を出されてとどまったものの、腹を空かせた《統率》はいささか気が立っていた。

　その視界にやたらとたくさんのヒラヒラ動くものが入ったのである。野性の本能を忘れておらぬ《統率》としては、もう飛びかからぬわけには行かなかった。

「あ！　だめ、《統率》！　リュウが言ってたわ！　『ちょうちょを追いかけるのは楽しいけど、迷子になるから気をつけなくちゃいけないんだぜ』って！」

　続いて気づいたミシェルが《統率》を呼び止めようとするが、野性の本能を思い出した《統率》は脇わき目めも振らずにちょうちょへと飛びかかろうとする。動きが激しく《通訳》は振り落とされそうになっている。

（くくく……かかりましたね。あとはこのまま、追いつかれないように籠のところまで誘導すればおしまいよ……！）

　迫ってくる熊の迫力に脂汗をかきながら、《策謀》はちょうちょを巧みに操り、先ほどの木に吊した籠の下に《統率》を誘導しようとした。

　だが、そこで《統率》は足を止めた。

（ば、馬ば鹿かな!?　なぜ足を止めるのです《統率》!!）

　いくら《策謀》がちょうちょをひらひらさせても《統率》の足は進まず、逆に引き返し始めた。去っていく理由がわからず困惑する《策謀》の鼻に、ふっと、美味しそうな香りが届いた。

「《統率》！　お腹も減ったしこれを食べましょう？」

　ミシェルが両手にカップ麵めんを持って微笑ほほえんでいた。《統率》を止められぬと見た彼女は、村でもらったカップ麵に魔法瓶からお湯を入れて食べられるようにしたのだ。

　花より団子ならぬ、ちょうちょよりカップ麵であった。

（あんなにすぐに美味しそうなものを用意するとは……！　魔法でも使ったというのですか!?）

　魔法瓶であった。

《統率》は器用にカップ麵を食べ始めた。どことなくコミカルなその姿と美味しそうな匂においに、《統率》に対して怯おびえていた人達も徐々に彼女達の周りに近づいてきた。

「ほう、美味しそうな匂いだ。何を食べてるんだい？」

「熊さん、カワイイね！　撫なでていい？」

　ミシェルと《統率》と《通訳》は顔を見合わせて、笑った。

「良かったらみなさんもいかがですか？」

「撫でてもいいゾ。優しくナ」

　村の人達とミシェル達の和わ気き藹あい々あいとした交流が始まった。一方、《策謀》は苦々しげである。

（おのれ、ちょうちょもダメというのは予想外だ……！　ええい、危険はあるが、こうなったら……！）

　一段落したところで、新たな人影がミシェル達の前に現れた。

　まるで魔族によく生えている角が隠されているように不自然に盛り上がったフードを被った女は、ぱちぱちと拍手をしながら三人に声をかける。

「いやあ、素晴らしい！　お三方、私の家でもっと詳しい話を聞かせてはいただけませんか？」

　突然現れた謎なぞの人物に、観衆の一人が眉まゆをひそめた。

「なんだあんた、突然割り込んで」

「私はこの村の偉い人ですよ」

「偉い人ぉ？　あんたなんか見たことねえぞ」

「フードを被っていて顔が見えないからではないですか？」

　確かにそれもそうか、じゃあ偉い人なんだな、と観衆は納得した。

「さあ、お三人ともどうですか？　私の家に美味しいご飯が用意してありますよ」

　その言葉にミシェルは難しい顔をした。

　美味しいご飯は確かに魅力的だ。だが、

「『知らない人についていったらダメなんだぜ』ってリュウが……」

「まあまあ、いいじゃないですか。そのリュウだって背の高い人と一緒に行っちゃったでしょう？」

「背の高い人は王都で会ったことがあったし……そもそもなんでそのことを知っているの？」

　ミシェルの返答にフードを被った女は舌打ちをした。

「ええい、いいから来なさいと言っているのですよ！」

　フードを被った女が強引にミシェルの手を引っ張ろうとしたところで、《統率》が女に顔を近づけた。何かを確かめるように鼻をひくつかせた後、《統率》は女に向かい前足を振り下ろした。

「あっ！　何してるの《統率》！」

《統率》の爪つめで破られたフードの下からは、頭に二本の角が生えた端整な顔立ちの女が現れた。

　フードに顔を隠されていても、臭においはごまかせない。《統率》の動物的嗅きゆう覚かくはフードの女が魔族……《策謀》であることを見抜いていたのだ。

「角……うわあ、魔族だ！」

　観衆達の恐怖の視線を受けて、《策謀》は高らかに宣言した。

「くくく……裏切り者とはいえ元最強の四天王、よくぞ私の変装を見抜きましたね……！」

「あ！　あなたは本物の方の最後の四天王の人！」

「《策謀》です！　私を《飄ひよう々ひよう》と一緒にしないでいただきたいですね！　私はちゃんと４まで数えられるのですよ！」

《策謀》が高らかにそう宣言すると、広場に居る村人達が何事かとざわめいた。

「え、四天王？」

「四天王ってあの、４まで数えられるって噂うわさの魔族か……!?」

「そこの女が４まで数えられるって言ったぞ!?」

「そんな！」「ひぇっ、怖い！」「噓うそだ！」「どれどれ!?」

　人々が４まで数えられる魔族に怯おびえて逃げ出したり、あるいは一目見ようと命知らずが近づいてきたりして、辺りは騒然とした。

「はははは！　人間どもよ恐れるが良い！　私こそが《策謀》の……」

「えっ？　《策謀》の奴やつがいるのか？」

《策謀》が名乗りをあげようとしたところで、後ろから声をかけられた。背の高い男との話が終わり、竜一が戻ってきたのだ。

「あっ、本当に《策謀》だ！　こんなところで何してるんだぜ!?」

　竜一は驚いたように《策謀》を見た。《策謀》は苦々しげに表情を歪ゆがめた。

「くっ……合流されてしまうとは……あなたの手のひらの上で操られていただけということですかね……!!」

「手のひらの上？」

　竜一は身に覚えのないことを言われてキョトンとした。その隙すきを見逃す《策謀》ではない。

「ここは一時撤退させていただきますよ！」

　彼女はバッ、とフード付きのローブを脱ぎ捨てるとそれを竜一に向かって投げつけた。

　竜一はとっさにそれを《聖剣》で受け止めた。重みで刀身にローブがまとわりついた。

　ローブの下には木の枝や《靴底にバネが付いているのでジャンプ力がすごく上がる靴》、縄、大きなスコップなど《策謀》の作った様々な道具が隠されていた。

　そのため、やたらと重く、絡まると外しづらかった。

「くはははは！　次はこう上う手まくいくと思わないことですね！」

　絡みついたローブに手間取っている間に、手ぶらになった《策謀》は走って逃げ出していた。

《策謀》の逃げ足は意外と速く、すでに結構遠くに行ってしまっている。

「ああ、逃げられてしまったわ……」

　肩を落とすミシェル。しかし、竜一は自信ありげに笑った。

「いいや、まだ追いつく方法はあるぜ」

「そうなの、リュウ!?」

　竜一は《統率》を見た。統率は大きく吠ほえた。

［追いかけっこは得意だワン］
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「はぁ……はぁ……ここまで来れば……」

　村外れまで逃げてきた《策謀》は肩で息をしながら背後を確認した。

　竜一達の姿は見えない。どうやら逃げおおせたようだ。

「はぁ……はぁ……所詮は人間、この程度ですか……くはははは！」

　立ち止まり、息を整えながら笑う《策謀》。そのとき、彼女の耳に足音が届いた。

「馬鹿な……!?　もう追いつかれただと!?　一体どうやって!?」

　振り返る《策謀》。そこには信じられない光景が広がっていた。

「確かに俺一人じゃ追いつけないかもな……だけど、力を借りればこの通りだぜ！」

　現れたのは《統率》にまたがる《通訳》、竜一、ミシェルの三人だった。

「人間より動物の方が走る速度が速い……それは背中に人を乗せても変わらないんだぜ！」

《統率》は《策謀》の前で立ち止まり、三人をおろした。三人と一匹は《策謀》を取り囲み睨にらみつけた。

「こっちは三人と一匹、お前は一人……追い詰めたぜ《策謀》！」

「追い詰めた……？　くくく……ふはははは！」

「何がおかしい！」

「くっくっく……予定とは変わりましたが、これはこれで十分です。三人と一匹？　それはそこの熊くまの様子を見てから言うのですね！」

《策謀》は《統率》を指差した。《統率》はだらしなく舌を出し、荒い息をしていた。力なく唸うなったその声は、

［マジ疲れたワン］

　と犬リンガルによって翻訳された。

「背中に三人も乗せていれば疲れるのも当然……くっくっく、荷物をたくさん持ったまま動くと疲れるというのは、あなたには言うまでもありませんよね。《無双》を倒した竜一さん？」

　そう、さすがの灰色熊といえど背中に三人を乗せて全力疾走すれば疲れるのだ。

　これで《統率》は戦力として換算できなくなった。

「そして《通訳》と小娘はただの女子。戦力にはなりません……つまり！　事実上、私とあなたの一対一というわけです！」

「それがどうしたっていうんだ。俺は今まで三人の四天王に勝ってるんだぜ？」

　竜一は《聖剣》を構えた。その姿を見て、《策謀》はニヤリと笑った。

「ええ……あなたが他ほかの四天王を倒してきたことはよく知っていますよ。実のところね、私はあなたのことを尊敬しているのですよ。よくもまあ、あのように多彩な戦法を思いつくことができるものです」

「え、照れるぜ」

　突然褒められて、竜一は恥ずかしげに頭をかいた。

「だからねぇ、私もあなたの真ま似ねをさせてもらうことにしたのですよ！　気づきませんか、今の状況が何かに似ていることにね！」

《策謀》は何も持っていない両腕を広げた。様々な道具を仕込んでいたフードを脱いでいるので、完全に丸腰だ。

　それを見て、最初に気づいたのはミシェルだった。

「何も持ってない四天王と武器を持ったリュウ……もしかしてこれって、《無双》のときの……」

「ええ！　あのときの逆です！　私は道具を全すべて捨てて逃げた！　そしてあなたは《聖剣》を持っている！　これはつまり、このまま戦えばあなたの方が疲れるということです！」

　ミシェルの顔色がさっと青くなった。まさか竜一の使った戦法が利用されるなどと、夢にも思っていなかったのだ。

「こうなってしまえばこちらのもの……さあ、聞かせてください。自分の戦法で倒される気持ちをね！」

《策謀》は笑いながら素手で竜一に殴りかかった。竜一はそれを《聖剣》の腹の部分で受け止めた。

　ガツン、と鉄を殴る音が響き、《策謀》が悲鳴を上げた。

「ぐっ……！　私の、私の拳こぶしが……！」

　拳を押さえてうずくまる《策謀》。そんな彼女を、竜一は冷めた目で見下ろした。

「気持ちね……俺は今、すごく呆あきれてるぜ」

「馬鹿な……どんな魔法を使ったのです……!?」

「知らないのか？　武器を持ってると、素手のときより強いんだぜ？」

「な……に……」

「道具ってのはちゃんと使うと使わないときより便利なんだ。いいか、《無双》が負けたのは物を持ってたことが悪いんじゃない。ちゃんと使えない道具を無駄に持ってたことが悪かったんだぜ！」

「おのれ……おのれー！」

《策謀》は逃げるための道具を取り出そうとローブの中を探ろうとした。

　だが、そこには何もなかった。彼女の知略を支えていた道具は、全て彼女自身が捨ててしまっていたのだ。

「《飄々》は自分が４まで数えられない間違いに気づけた！　でも、お前は思い上がっていたから自分の間違いに気づけなかったのさ！　それがお前の敗因だ！」

「ギャー！」

　そうして、最後の四天王《策謀》は竜一の前に敗北したのだった。
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　もはや四天王もいなくなった魔王城。ここに今いるのは、ただ一人のみ。

　玉座に座る男は、手に持った紙に何か印を付けていた。

　しばし、《玉座の間》の静寂にさらさらと何かを書き込む音が響く。

　やがて、男は無造作に紙を捨て、ため息をついた。

　捨てられた紙に記されていたのは、この世界にあらざるもの……




　……ナンバープレースと呼ばれる、数字を読めねば絶対に解くことのできぬパズルで、あった。
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ツッコミ仮面おにいさん「よいこのみんなー、こーんにちはー。ツッコミ仮面のお兄さんだよー。

　今日は特別に、い世界のみんなにテストを受けてもらうよ！

　これで、みんながどれぐらい頭がいいのか分かるってわけだね！　嫌な予感しかしない！

　テストを受けるのは、四天王のみんなとりゅういちくんとミシェルちゃんだよ！　頑張ってね！」

りゅういちくん「頑張るぜ！」

ミシェルちゃん「リュウに教えてもらったことを活かせるときが来たわ！」

ツッコミ仮面おにいさん「うん、二人は頑張ってね」

《むそう》くん「ぐっふっふ……俺には秘策がある！　俺が一番に決まっている！」

《さいそく》くん「ふふふ……僕にも秘策がありますよォ。一番は僕に決まっていますねェ」

《さくぼう》ちゃん「ふふ……もちろん私にも秘策があります。一番は当然私ですね」

ツッコミ仮面おにいさん「嫌な予感しかない！」

《つうやく》ちゃん「ところで《飄ひょう々ひょう》はどこダ？」

ツッコミ仮面おにいさん「彼は四天王じゃないよ」

《つうやく》ちゃん「それは……そうカ……そうだナ……」

ツッコミ仮面おにいさん「悲しい現実はあるんだよ……さて、それではテスト始めるよ。席について……よし、始め！」

りゅういちくん「えっと……うん、これなら……」

ツッコミ仮面おにいさん「うん、りゅういちくんは普通に頑張ってるね！」

ミシェルちゃん「リュウ……お願い……！　力を貸して……!!」

ツッコミ仮面おにいさん「そういう気がないことはわかるけど、今そう言うとカンニングする気みたいだから止めようね！」

《さいそく》くん「あっ！」

りゅういちくん「なになに？」

《さいそく》くん（よし、奴やつがあっちを向いた隙にテストを覗き見れば満点確実！　これが僕の秘策ですよォ！）

ツッコミ仮面おにいさん「あっ！　て言いながら指をさせば気付かれるに決まってるわ！　堂々とカンニングするな！　失格！」

《さくぼう》ちゃん（くくく……《最速》はアイデアはいいですが詰めが甘い。叫んでは気づかれてしまうに決まっています。注意をそらす方法は声を出すだけではないのですよ……！）

りゅういちくん「あっ、ちょうちょ！」

《さくぼう》ちゃん「今っ！　サッ！」

ツッコミ仮面おにいさん「なんでちょうちょをぶら下げた棒ならバレないと思った！」

《さくぼう》ちゃん「しまった……！　これでは手が塞がっていて写せない……！」

ツッコミ仮面おにいさん「しかもカンニング出来てねえし！　失格！　ふう……そう言えば《無双》くんは静かだけど彼の秘策はなんだったんだ……」

《むそう》くん「くくく……両手に鉛筆を持てば右と左で別々の問題を解けると思ったが……まったく解けん……」

ツッコミ仮面おにいさん「だろうな！」








偏差値10の俺が《魔王》の秘密を解けたワケ









《すごく右の村》から《魔王城》までの道のりは、《統率》のお陰で驚くほどスムーズに進んだ。

　魔王城までの道は彼女が完かん璧ぺきに記憶していたし、道中で遭遇する魔族達は《統率》に対してすんなりと道を譲った。

《統率》を知る者はわざわざ最強の四天王に立ち向かおうとなど考えず、《統率》を知らぬ者も面と向かえばその圧倒的な威圧感に畏い縮しゆくし尻しつ尾ぽを巻いて逃げていったからだ。

　そして、《魔王城》に入ってからも簡単に進むことができた。

　もともと、《魔王城》には《魔王》と四天王、それと細々とした雑事を任せられる使用人達となぜか入り浸っていた《飄々》しかいなかった。全ての四天王を越えた今、魔王城に居るのは《魔王》と幾ばくかの非力な使用人だけなのだ。

　竜一達はすんなりと《魔王》の居る《玉座の間》の前までたどり着いた。

「この先に《魔王》がいるのね……」

　つぶやいたミシェルの声は震えていた。

　今まで戦ってきたことで、《四天王》の恐ろしさは身にしみてわかっている。

　両手で自在に武器を操り不完全ながらも拳けん銃じゆうまでも使っていた《無双》。

　驚くべき技術で目にも留まらぬ攻撃を駆使して襲い掛かってきた《最速》。

　これまでの四天王の敗北をも活用し恐るべき知略をもって立ちはだかった《策謀》。

　そして、名実ともに疑いようのない最強の四天王《統率》。

　あと《飄々》。

　いずれも、４まで数えられるという噂うわさに相違ない実力の持ち主だった。

　だが……《玉座の間》に居る《魔王》は、彼らを従えていたのだ。一体いくつ数を数えられるというのであろう。

　目の前にある《玉座の間》の扉は竜一どころか立ち上がった《統率》さえも頭のぶつけようもないほど巨大で、前に立っているだけでその圧迫感に押しつぶされそうになる。

　立ちすくむミシェルの顔を、温かく湿ったものが撫なでた。

「ひゃっ!?」

《統率》がミシェルの顔を舐なめたのだ。ミシェルの顔を見て、《統率》は小さく唸うなった。

《通訳》が犬リンガルを見て口を開こうとした。だが、竜一がそれをとどめた。

「言われなくたってわかるさ。《統率》は『今更何も心配することはないだろ？』って言いたいのさ。そうだろ？」

　肯定するように、《統率》は竜一の頰ほおも舐めた。犬リンガルの翻訳精度はイマイチだ。通じ合った心の方が、よっぽど正しく気持ちを伝えられる。

「《魔王》がどんな奴かは知らないが、俺達なら大丈夫さ。今までだってそうだった。これからだって、そうだ」

　ミシェルは竜一の顔を見返した。そして深呼吸をし、頷うなずいた。

　竜一が手をかけると、扉は微かすかに軋きしむ音を立てながら開いた。

《玉座の間》は広く、閑散としている。壁にはポツポツとあかりが点つけられており、広間を頼りなく照らしている。

　その奥へと進んでいくと、荘厳な玉座に一人の男が座っているのが見えた。

　手元の紙に何かを書き込んでいた男は、竜一達の存在に気づくと気け怠だるげにそれを脇わきに置き、顔を上げた。

「よく来たな、少年」

　竜一とミシェルは《魔王》の顔を見て息を吞のんだ。その顔には、馴な染じみ深いものがつけられていたからだ。

「あ、あなたは……」

「ツッコミ仮面！」

　玉座に座るツッコミ仮面は鷹おう揚ように頷いた。

「いかにも。私が《魔王》であり、ツッコミ仮面だ。そして……」

　ツッコミ仮面は、右手で仮面を外した。

「そんな……」

「あなたは！」

「まさカ!?」

　その顔を見て、三人は驚きよう愕がくの声を上げた。《統率》は欠伸あくびをした。

「《賢王》様が《魔王》だったのですか!?」「父ちゃんがツッコミ仮面だったのか!?」「《魔王》様がツッコミ仮面だっただト!?」

　お互いの口から別の言葉が出たことに気づいて、三人は顔を見合わせた。《統率》は何を今更、というように再び欠伸をした。

《魔王》であり《賢王》でありツッコミ仮面であった竜一の父ちゃんは、三人の様子を見て頷き、仮面を持った右手を高くかかげた。

「って、なんでこんな雑な変装で三人とも気づかないんじゃーい！」

　バチーン！　と、半ばやけっぱちな動作で《魔王》は仮面を地面に叩たたきつけた。非常にいい音が魔王城の広間に響いた。

「どういうことなんだぜ！　父ちゃん！」

「そ、そうです！　まさか《賢王》様がツッコミ仮面だったなんて！」

「違う！　ツッコミ仮面だった方に驚くな！　《魔王》だった方に驚け！」

《魔王》のツッコミは、彼がツッコミ仮面を装っているわけではない本物のツッコミ仮面であることをありありと物語っていた。

「えっと……父ちゃんがツッコミ仮面で《魔王》で《賢王》……何がどうなってるんだぜ？」

　竜一がなんだかよくわからない顔をしているので《魔王》がホワイトボードを取り出した。

「いいか、よく見るんだ竜一。まず、父ちゃんは単身赴任した。この単身赴任先がこの世界だ」

　キュッキュ、と音を立てながら《魔王》はホワイトボードに説明を書き込んでいく。竜一は手を上げて質問した。

「そうだったのか！　でもなんでこの世界に単身赴任したんだぜ？」

「それは父ちゃんが元々この世界の住人で、色々あって母ちゃんと出会ったことで頭が良くなったからだ。その辺の馴なれ初そめの話は恥ずかしいので置いておく」

「そういうふうに恥ずかしがってると母ちゃんがまた怒るぜ？」

《魔王》はピタリ、と動きを止め、竜一を真剣な目で見た。

「……竜一、母ちゃんには言いつけないでくれよ」

「わかったぜ」

　男と男の約束であった。

「で、父ちゃんはこの世界の人を賢くするために、《賢王》になった。だけど、いつまで経たってもこの世界の奴らの頭が良くならない。もしかしたら魔族の方が頭がいいんじゃないか、って思った。それで今度は《魔王》になって魔族を導いた。と、こういうわけだ。わかったかい？」

　父ちゃん→単身赴任→《賢王》→やっぱダメじゃね？→《魔王》、とホワイトボードに図を描かき、《魔王》は竜一達に向き直った。

　ミシェルはなおも信じられないような顔をしていた。そして竜一は挙手していた。

「はい、竜一」

「父ちゃん。その図にツッコミ仮面が入ってないぜ」

「ああ、そうだった。ツッコミ仮面はツッコミどころに耐えきれなくなって、ツッコムために変装をしていたんだ。わかったかい？」

　竜一は再び挙手をした。

「はい、竜一」

「なんでツッコミだったんだぜ？」

「……それは……」

《魔王》はそこで言葉を止めた。

　しばらく《魔王》が言いよどんでいるよそでミシェルが信じられないという様子で声を上げた。

「私にもわかりません！　なんで……なんで《賢王》様が……《魔王》に……」

「なんで、なんでだと？　この説明を聞いてもまだわからないか！　じゃあ教えてやろう！　いいか！　お前らの愚かさに愛想が尽きたからだよ」

　ミシェルは驚いたような顔をした。

「驚くなよ！　自覚なかったのかよ！　なんだ【10まで数えられる】とうたわれたって！　10まで数えられるなら！　普通！　20も30も数えられるだろ！

　なんで！　棒と箱があるのに！　背伸びで高いところの物を取ろうとする！　チンパンジーだってもう少し知性があるわ！

　あと《王都から出て右の村》ってなんだよ！　右とか左を！　地名に！　つけるな！　しかも住民の半分ぐらい左右の区別ついてねえじゃねえかよ！　ただでさえ意味がないのに！　もうそんな名前つけるんじゃねえよ！

　で！　《王都から出て右の村から出て右の村》……ってなんだよ！　わかりづらいわ！　右を！　増やすな！　そして《すごく右の村》ってなんだ！　右を！　増やすのを！　諦あきらめるな！」

《魔王》は息を荒らげながら叫んだ。あまりにも悲痛な叫びだった。

「だから人間を見捨てて《魔王》になったんですか!?」

「ああ、そうだよ！　魔族の方が若干頭が良かったからね！　４まで数えられるからね！　だから魔族に人間を支配させようとしたのさ！　……だが、そっちも期待はずれだったよ。

　なんで！　棒と箱があるのに！　ジャンプして高いところのものを取ろうとするんだ！

　なんで！　拳銃を！　投げる！

　なんで！　『あっ！』で！　騙だませると思うんだよ！　いや、この世界の住人ほとんど騙せてたけどさ！

　なんで！　熊くまが！　一番頭がいいんだよ！」

《統率》が嬉うれしそうに唸った。

「褒めてねえよ！」

「あ、父ちゃんも《統率》の言葉がわかるのか？」

　信頼関係はときに犬リンガルより正確な意思疎通手段になる。《魔王》と《統率》の間にもそれだけの信頼関係があったのだろうか。

「あの流れなら誰だれでもわかるわい！」

　なかった。

　言いたいことを言い切り息を荒らげる《魔王》に、ミシェルはなおも食い下がろうとした。

「で、でも《賢王》様！」

「俺はもう《賢王》じゃない！　ツッコミ仮面だ！　…………いや、違う、ツッコミ仮面でもない！　《魔王》だ！」

　竜一は荒ぶる《魔王》をたしなめた。

「落ち着いてくれよ、ノリツッコミ仮面！」

「竜一には父ちゃんって呼んで欲しかったなあ！　あとノリツッコミ仮面でもない！　《魔王》だ！」

　ノリツッコミ仮面はツッコミを終えると、深く呼吸をして息を整えた。

「とにかく……俺はもう、疲れた。うんざりだ。この世界の人がみんな頭が良くなれたら素敵だと思ってたけど……もう限界だ。知ったことじゃない。お家うちに帰って妻と子供と遊ぶ」

　駄々っ子のように言う《魔王》に、ミシェルはおずおずと挙手をした。

「はい、ミシェルさん」

「えっと……それはその……もう、《魔族》を王国に攻め込ませたりしないってことでしょうか」

「ああ、そうだ。魔族の方が人間より優秀なところを見せつけるとか、そんな馬ば鹿からしいことはもう止やめだ。少なくとも俺は指揮を執らない。後は勝手になんとかしてくれ」

　竜一とミシェルは顔を見合わせた。《四天王》を倒し、《魔王》がもう関かかわらないと宣言し、魔族が力を合わせて攻め込んでくることがなくなった。それはつまり、目的は達成された、ということだ。

　だが、竜一もミシェルも喜んでいいのかわからなかった。

「と、いうわけだ。竜一、家に帰ろう。母ちゃんもきっと心配してるぞ？」

《魔王》は竜一に手を差し伸べた。

「け、《賢王》様!?　それって、リュウも《賢王》様も元の世界に戻ることができるってことですか!?」

　ミシェルが問うと、《魔王》は頷いた。

「ああ、元々単身赴任だからね。そりゃ帰ることもできるさ……さあ、帰ろう」

　ミシェルはまだ何かを言おうとした。だが、それ以上何を言っていいのかわからなかった。

　自分達が竜一や《賢王》と比べて知力に劣っていることは、ミシェルも重々承知している。それが《賢王》の重荷となっていたのなら、これ以上、何を求めることができようか。

　竜一は、父が自分に向けて差し伸べた手を見た。そして右手を上げた。

　ぱしん、と乾いた音を立てて、竜一は《魔王》の手を払った。

「な、りゅ、竜一!?」

「父ちゃんの馬鹿！　俺はまだ帰らないからな！」

　竜一の宣言に、《魔王》は雷に打たれたようによろめいた。

「お、親に向かって馬鹿とはなんだ！」

《魔王》は竜一を叱しかろうとした。だが、続く竜一の言葉を聞いて言葉に詰まった。

「うるさい！　父ちゃんは馬鹿だ！　だけど、俺も馬鹿だ！　この世界のみんなも馬鹿だ！」

　それは……ミシェルの聞いたことがない竜一の声だった。

　いつも明るく、前向きで、彼女を導いてくれた竜一が今、絞り出すように言葉を吐き出していた。

「でもな！　バカだからって……バカのままで居ていいとは思ってねえんだ！　父ちゃんは知らねえだろ！　俺は名前をちょっと漢字で書けるようになったし、五の段だって覚えた！　六の段も勉強してる……ゆっくりでも、少しずつできることを増やしてるんだ！

　ミシェルだってそうだ！　最初はわからなかったのに、足し算をすぐ覚えられた！　自分で考えることができるようになった！　俺がちょっと教えただけで、俺なんかよりもずっと早く成長できるすごい奴やつなんだ！

　それは……それは父ちゃんだって同じだろ!?　父ちゃんだって、頑張って、頑張って少しずつバカじゃなくなったんだろ!?」

　竜一の言葉に、ただただ《魔王》は気け圧おされた。

「だ、だけどな、竜一……俺がいくらやったところで、誰も何も覚えなかったんだから……」

　そこで、ミシェルがすっと手を上げた。まっすぐ《魔王》を見つめるミシェルの視線に、《魔王》は何も言えずただ手で発言を促した。

「《賢王》様。教えてください。《賢王》様は人間に愛想を尽かした、とおっしゃってましたよね？」

「あ、ああ、そうだが」

　ミシェルは深く息を吸い込み、言った。

「だったらなぜ《聖剣》を封印したのですか」

《魔王》は言葉に詰まった。何かを答えようとして、しかし、何の言葉も出てこなかった。

「その……もしかして、《賢王》様は、あれを私達に解かせたかったのではないですか？　私達が……その……まだ、救いようのある程度のバカだって、確かめたくて、それで……」

　ミシェルの目に、少し涙が浮かんだ。

「その……だったら申し訳ありません。結局、私達はリュウの力を借りないと《聖剣》の封印を解けませんでした……でも！　チャンスをもらえませんか！　私達はリュウのお陰で気づけたんです。自分で考えることが大切だって、頑張れば、きっとできるようになるって！　だから……！」

　ポロポロ、ポロポロ、とミシェルの目から大粒の涙が溢あふれた。彼女はそれを拭ぬぐいもせず、《魔王》をじっと見た。

《魔王》は深くため息をついた。そして竜一に言った。

「ごめんな、竜一。単身赴任はもうちょっとだけ続行だ。俺は《賢王》に戻るよ」

「だからそう言ってるだろ！　全く、父ちゃんは」

　親に向かってその態度はなんだ、と《魔王》は笑った。

「《賢王》様……！」

　ミシェルが泣き笑いの顔を作ると、《魔王》──否、《賢王》は苦笑いをした。

「今日で《魔王》は廃業だ。これからはまた《賢王》として頑張ることにするよ」

《賢王》がそう言ったところで、竜一は首をかしげた。

「え、父ちゃん《魔王》辞めんの？　なんで？」

「え、今それ言うの!?　だから人間の可能性が見えたからもう少し《賢王》やろうって話になったじゃん!?」

　竜一は違う違う、と手を振った。

「《賢王》も《魔王》も両方やればいいじゃん」

「はぁ!?」

《賢王》はあっけに取られた顔をした。だが、ミシェルは驚かなかった。

「そっか……魔族と人間は仲良くできないわけじゃないもんね！　だったら、王様が一緒ならもっと仲良くなれるかも！　すごいわ！　リュウ！」

「だろ？　やればできないことはないと思うぜ」

　盛り上がる竜一とミシェルに、《賢王》は反論しようとした。問題点はいくつでもあげることができた。

　だが、そのどれもが『やればできる』ことだった。

「竜一……お前、成長したなあ」

「え、忘れたのかよ父ちゃん！　これは父ちゃんが教えてくれたんだぜ」

　呆あきれたように笑う父に、竜一は胸を張って告げた。

「『みんなで仲良くするのが一番だ』ってさ！」
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「と、言うわけで、だ。これからは、《賢王》兼《魔王》となろうと思う。わかってくれるか、ラシェル」

　竜一と共に王城に帰還した《賢王》は、賢者ラシェルを呼び出すとそう告げた。

「冗談では……ないのですな。《賢王》様」

　はじめは驚いていたラシェルだが、《賢王》と竜一とミシェルの真剣な表情に、ついに覚悟を决めたようだった。

　賢者ラシェルは王の間に居る者の顔を順繰りに見た。

　真剣な表情の《賢王》、竜一、ミシェル……そして、《賢王》の後ろに控える《無双》《最速》《策謀》《統率》の四天王と《通訳》。

「《賢王》様のお気持ちは理解できました……ですが、なぜここに《四天王》を？」

　ラシェルが問うと、《無双》も息を荒らげてたずねた。

「ふん！　それはこちらの台詞せりふだ！　《魔王》様！　なぜ我らをこのような場所に？」

《魔王》は全員を一いち瞥べつし、深くため息をついた。

「《賢王》兼《魔王》になる以上、人間と魔族に仲良くして欲しい……だが、すぐには難しいだろう。だから、その初めの一歩として学校を作ろうと思う」

「《魔王》様、『ガッコウ』とは？」

　首をかしげる《策謀》に、《魔王》は答えた。

「知識と、共同生活を学ぶための機関だ。魔族と人間が一緒に学ぶ学校を作って、打ち解けられるようにしたい。そのために、お前達には最初の生徒になって欲しい」

《最速》が低く笑った。

「ふふ……《魔王》様、『ガッコウ』自体はいいと思いますが、我らにその必要があると？」

「あるに決まってんだろ！」

《賢王》兼ツッコミ仮面は突っ込んだ。

「《魔王》様の命令とあらば構いませんが……そちらは？」

「ええ、私も構いません……10より多くの数を、数えてみたくなりましたからな」

《策謀》とラシェルは顔を見合わせ、苦々しく頷うなずいた。まだ、両種族の間の溝は深い。だが、それもいずれ解決できるだろう。

「えっと……《賢王》様。その、私達が『ガッコウ』に通うことはわかりましたけど、その……リュウは……？」

　竜一は、この後、元の世界に戻ることになっている。戻り方は単身赴任中の《賢王》が知っていた。

　ミシェルは、窺うかがうような表情だった。《賢王》はそれを見てふっと軽く息を吐いた。

「竜一はどうしたい？」

「楽しそうだから俺も来たい！　あ、でも小学校もあるしな……？」

　うんうん唸うなる竜一の頭に、《賢王》はぽんと手を置いた。

「ま、言い出しっぺはお前だからな。学校が終わったら来ていいぞ。ただし、あくまで学校だからな。来たら勉強するんだぞ」

「わかった！」

　竜一は快活に頷いた。

「これからもよろしくな、ミシェル！　みんな！」

「ふん！　次こそお前を倒してやるわ！」

「ふふふ……これまでの僕と思わないことですねェ」

「すぐにお前を追い抜いてやろう。楽しみにしているんだぞ」

「べ、別にお前と勉強するのが楽しみなわけじゃないからナ！」

　四天王は口々に答えた。そして、

「うん、よろしく！　リュウ！」

　ミシェルは、太陽のように笑った。
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　70年後、王都。

　自室でうつらうつらとしていたミシェルは、けたたましく鳴る電子音に叩たたき起おこされた。

　スマートフォンの画面を確認すると、そこには『15：00　除幕式』と書かれている。

　確かこれは自分が設定したリマインドだ。時計を確認すると14：30。少々急がねばならないだろう。

　準備をしながら、世の中便利になったものだ、とミシェルは思う。

　70年前の《人魔融和》から、世界は目まぐるしく変わっていった。

《賢王》の指導のもと人々は学び、新たにやってくる異世界人の知識も吸収しながら文明を発展させていった。

　王立大学の設立から50年、王国最初の発電所の設立から45年……「まさかこんな風になるとは思ってなかった」とは、30年前に定年退職した《賢王》が最後の挨あい拶さつで言った言葉だ。

　ミシェルは父ラシェルの跡を継いで王立大学理学部数学科の教授となった。

　数学の祖と呼ばれた父は、自分がついていけないほどに発展した学術論文を読んではいつも嬉うれしそうに笑っていた。

　スマートフォンのグループチャットに新着メッセージがあった。《策謀》からだ。四天王全員で一緒に除幕式へ向かう、という旨が記されていた。

《魔王》が《賢王》であることが発表された後、驚くほどスムーズに《人魔融和》が進んだのは《四天王》が《魔王》の意を汲くみ、融和に積極的だったからだ。

　それぞれの場所で活躍した彼らも、すでに第一線からは引退している。

　そして、竜一は──
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　除幕式は滞りなく進み、ミシェルは孫達と除幕された像を眺めていた。

　それは若き日の竜一をかたどった像だ。

《聖剣》を構え、前を向いている竜一。台座には『王立大学設立50周年記念　七の段に挑む勇者像』と書かれている。

「ねーねー、おばあちゃん」

　孫のコーイチがミシェルの手を引いた。

「なんで、『七の段に挑む勇者像』なの？　七の段なんて、誰だれにでも解けるじゃん」

　コーイチの言葉に、孫達はうんうんと頷いた。

「ねー、私にもできるよー」

「僕にもできるー」

「ねーおばあちゃん、なんでなんでー？」

　ミシェルは少し笑いながら、コーイチの頭を撫なでた。

「そうだね。七の段なんて、誰でも解けるかもしれないね」

　王都の文明は、異世界からの来訪者達の技術を組み込みながら目まぐるしく発展した。

　人々は知恵を得た。そして、誰もが知った。

　竜一は、ただのおバカな小学生だ。

　それは、否定しようのない事実だった。

　けれど。

「でもね、『七の段は解ける』って教えてくれたのは、この人なのよ」

　ふーん、と、孫達は返事をした。無理もないだろう。彼らが竜一の事を理解するには、まだ少し時間が掛かるかもしれない。

　ミシェルのスマートフォンが新たなメッセージの受信を告げた。四天王達からだ。

　なんでも《統率》が大学の警備員に止められているので迎えに来て欲しい、とのことだった。

「みんな、《統率》さんを迎えに行こうかね」

　孫達は、はーい、と返事をして駆け出した。

　だが、一人。一番年下のリュウコだけ、浮かない顔をしてとぼとぼと歩いていた。

「どうしたの、リュウコ？」

「あのね、おばあちゃん……あした、しょうがっこうのさんすうで複素平面があるんだけどね……むずかしくてね……」

　ミシェルは、リュウコの正面に立ち、両手を肩に置いた。

「リュウコ、すぐにできなくてもいいんだよ。わかるようになるまでの速度はみんな違う。みんなと一緒にできるようにならなくちゃいけないことなんて、ないの。ただね……」

　──竜一は、ただのおバカな小学生だ。特別な勇者でもなんでもない。国中誰もが、それを知っている。だけど、

「諦あきらめなければ、いつか絶対できるようになる。だから、リュウコだけは、絶対にリュウコのことを見捨てないであげて。おばあちゃんとの約束だよ」

「……うん！」

　バカでも、挑み続けることはできる。竜一はみんなに、それを教えてくれた。

　だから、この国の人々は、彼をこう呼ぶのだ──
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　はじめて読んだライトノベルの型破りなあとがきに憧れて、いつか自分も書籍を出版できることになったらあんなあとがきを書いてみたい、と思っていました。

　新人賞受賞作のあとがきを参考にデビュー作のあとがきイメトレなど何度したかわかりません。

　が、いざ書くとなってみると、アクロバティックなあとがきどころか普通のあとがきすら書くのはなかなか大変なものですね。もっと精進したいです。




　挨拶が遅れました。『偏差値10の俺がい世界で知恵の勇者になれたワケ』を手にとっていただきありがとうございます。作者のロリバスです。




　本作は『知略戦が書きたいけど頭のいい展開が思いつかない』という苦悩から生まれた作品です。

　頭のいい知略戦が書けないならどうすればいいか？　じゃあ、頭を悪くすればいい。最初はそんな軽い気持ちで書き始めた作品でした。

　ただ、頭が悪いからって誰かを侮辱するような内容にはできる限りならないようにしよう、と考えてもいました。そうして、お馬鹿だけど前向きな竜一が生まれ、頑張り屋なミシェルが生まれ、コミカルな《四天王》やツッコミ仮面たちが生まれ、ストーリーができ、形になりました。

　基本的には笑いながら読んでいただければ、と思っていますが、最後に少しだけ心に残るものがあればいいなあ、とも思っています。




　最後に、本作に関わる皆様に感謝を。

　Ｗｅｂ版から応援していて下さった皆様。面白いといってくれる方がいたおかげで本作を書き上げることができました。感謝してもしきれません。感想欄は今でも時々読みかえしてます。

　５万字弱の書籍化するには分量の足りない本作を拾い上げて下さった担当Ｈ氏。声をかけていただいたときは本当に驚きました。元の倍以上の加筆ができたのは氏のサポートがあってこそです。大変でしたが、すごく楽しかったです。




　イラストレーターの中なか島しま鯛たいさん。作者が「面白くしてください！」以外何も言わない本作に素敵なイラストをつけていただきありがとうございます。「靴紐を結ぶのは難しいので竜一のスニーカーはマジックテープがいいと思います！」ってデザインを見たときは思わず吹き出しました。イラストには他にも色々な小ネタが仕込まれているので、皆様ぜひ探してみてください。

　そしてそれを過不足なくまとめてくださったデザイナー様。本当にありがとうございます。

　Ｗｅｂの頃から相談に乗ってくれた友人たち。本当にありがとう。焼肉は奢おごらない。

　そしてここまで読んでくださった読者の皆様。本当にありがとうございます。楽しい時間を提供できておりましたら幸いです。

　それでは、また次の機会にお会いできることを願って。





二〇一八年二月某日　ロリバス



















番外編：少しだけ、未来の話。









　王都の街角に、子ども達が集まっていた。

　その中心にいるのは若い男だ。

　マントを羽織り、ツバ広の帽子をかぶった男は、古びたギターをぶら下げてニヒルに立っている。

「おっさーん！　今日も話を聞かせてくれよ！」

　子どもにせがまれて、男は苦笑した。

「おっさん、なんて年じゃねえんだがな……。まあいい、お前らが聞きたいのは……ふっ、皆まで言うな。あいつの話だろう？　いいぜ……いくらでも聞かせてやるよ。俺とあいつにまつわる運命さだめの話をな」

　じゃーん！　と男がギターをかき鳴らすと、子ども達から歓声が上がった。お決まりの口上なのであろう。子ども達の目はキラキラと輝いている。

「……あいつが現れたのは、世界が闇に包まれようとしていたときだった。王は消えた。封印されし《聖剣》を得た者が次なる王となる……だが、誰も《聖剣》の封印を解くことはできなかった」

　じゃーん！　と男がギターをかき鳴らした。特にコードとかを押さえられるわけではないようで、とりあえずギターの弦を適当に鳴らしているようだった。

「高き頂に封印されし《聖剣》……人の身を越えたその《封印》は、何人の手にも届かなかった。人々が絶望に飲まれかけた時、あいつは《聖剣》の頂に挑んだ……それも」

　勿もっ体たいつけるようにためを作る男。子ども達は固かた唾ずを吞のんで男の次の言葉を待つ。

「たった一本の棒きれしか持たずに、だ。高みに登ったあいつは、見事その棒きれ一本で《封印》を解いたのさ」

　わっ、と歓声を上げる子ども達。男は盛り上げるようにギターを適当に鳴らしながら言葉を紡いでいく。

「だが、苦難はそこでは終わらなかった。奴の前には……ふっ、魔王軍の精鋭が立ちはだかった」

「俺、それ知ってる！　《四天王》でしょ！」

　一人の子どもが待ちきれないとばかりに声を上げた。男は苦笑しつつ、その子に問い返す。

「へえ……じゃあ、《四天王》にどんなやつが居るかは知ってるかい？」

「えっと……まるで二人になったようなすごい武術を使う《無双》。誰の目にも留まらない攻撃を繰り出す《最速》。無敵の軍勢を率いる《統率》。そして四天王最高の知略を誇る《策謀》！」

　子どもはそう言った。男は、何かを待つようにしばらくの間何も言わなかった。

「ん？　どうしたの、おっさん？」

　不思議に思った子どもが問い返すと、男はやっと口を開いた。

「それだけか？」

「え？」

「四天王は……それで全員か？　って聞いてるのさ」

　男の問いに、子どもは意図がわからないという風に首をかしげた。

「全員だと思うけど……だって、四天王だから《無双》《最速》《統率》《策謀》の四人で全員じゃないとおかしいじゃん」

　子どもがそう答えると、男はぐらり、とたじろいだ。

「そうだな……。その通りだ……最近の子どもは賢いな……」

「おっさん？」

　遠い目でつぶやく男に、子どもは不審そうに尋ねた。そこで、男はジャーン！　とひときわ大きくギターをかき鳴らした。

「だが、知ってるか？　本当は……五人目の《四天王》がいた事を」

「ええっ!?　四天王なのに五人目が居るの!?　なんで!?」

「…………四天王なのに五人目が居たら、びっくりするだろ？」

「うん！　四人じゃなくなるから普通に考えて四天王じゃないもん！　ねえねえ！　その五人目の四天王はどんな奴なの？」

　子ども達が、期待に満ちた無邪気な目で男を見た。男は脂汗まみれの顔を隠すように帽子のつばを下げた。

「……んン!!　まあ、そのへんの話はおいおい。順番通りに話していこう。えーっと！　それでこないだはどこまでやったかな！」

　えー、とか、絶対五人目の話も聞かせてよ！　とか子ども達が口々に不平を垂れるが、男はジャカジャンジャカジャンとギターを鳴らしてごまかした。

「《無双》が出て来るところまでだよ！」

「おっと、そうだったそうだった。常人の二倍の手数を繰り出す武術家《無双》。果たして竜一は、《無双》に勝つことができるのか……」

　語りながら、男はふっと、笑みを漏らす。

　かつて、４まで数えることができたのは限られた人間だけだった。だが、今となっては子ども達ですら四天王が五人いる違和感に気づくことができるのだ。

　運命は決まっていない。これからも世界は変わっていく。次代を担う賢者は、この中から現れるのかもしれない。

　運命に思いを馳はせながら、男は高らかに知恵の勇者の物語を歌うのだ──

「おっさん、拳けん銃じゅう投げるのもおかしいし、そもそも投げるなら安全装置外す意味なくない？」

「そこはツッコまないでやってくれ……」

















ロリバス

千葉県北部在住。

ＷＥＢ小説サイト『カクヨム』に投稿した本作でデビュー。好きなものはソシャゲー。最近の一人でも遊べるタイプのゲームも好きだが、ランキングイベントやギルドで血を吐くようなタイプもドラマチックで好き。
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デザイン　ＡＦＴＥＲＧＬＯＷ
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